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[データベ ース検討委員会 ・中間報告]

序章:は じめ に

平成6年2月 に閣議決定 された 「行革大綱」、更にその大綱に基づいて3

月行政情報 システ ム各省庁連絡会議で了承された 「行政の情報化を推進する

ための計画策定」の内容を受け、平成6年12月 には平成7年 度を初年度 と

する五カ年計画の 「行政情報化推進基本計画」が閣議決定された。

この行政の情報化促進の流れは、政府及び関連機関だけでなく、民間にとっ

ても大 きな波及効果を及ぼす ものと考えられる。この計画実施をひとつの ト

リガーとして、国全体の質的向上が実現可能になってゆくであろう。

その一 方 、デー タベ ース 産業 にお いて は、計 画 的に進 め られ よ うと して い

る 「行 政の情報化 」 に即応す るための民 間側 の コンセ ンサ スの形 成や、情 報

の受け入 れ ・提供の為 の体制 の整備が まだ不 十分で あ る と思 われ る。 したが っ

て、 これ らの課題 につ いての早急 な検討 を開始 し、 問題点 の抽 出 と解決策 の

模索 を行 な うた めに、(財)デー タベー ス振興 セ ンターで は、 電子 情報サ ー ビス

のサ プ ライヤ ・サ イ ド及 びユ ーザ ・サイ ドの有識者 に よる委 員 会 を設置す る

運 び となった。

本報告 書 は、平 成6年12月 か らの 「デー タベ ース検 討 委員会 」 の、四 回

に及ぶ 委員会活動 の中間報告 書であ る。第一章 にお い て、三 回 の委員会活 動

の議論 か ら抽 出 された問題点 を整理 。第 二章 で は一 章 で指摘 された問題 点 を

解決す るヒ ン トと なる可能性 を持 った、米 国等 の事 例 を紹介。 あ とが きと し

て、本 年度 の活動 の総括 と次 年度以降の活動 方針 を ま とめてあ る。 また資料

編 には 、米 国で事 業化 に成功 してい るデ ー タベ ース の事例 を資 料 と して ま と

め添付 した。

本委員会での検討項目として予定 されていたものは、国までを含んだデー

タベース産業全体の中における以下の三点であった。

・「行政から民間への情報提供の在 り方」

・「民間データベースの行政における利用促進の在 り方」

・「個人及び地域での情報利用促進方策の在 り方」

しかしながら、三点目を除く前の二つの検討項目に集 中して熱心な議論が

交わされたため、本報告書では三点目 「個人及び地域での情報利用促進方策

の在 り方」についてはその報告を省き、前の二点に含みきれない議論のみを

「3.その他」 という形で記載 している。

次年度以降本委員会において、テーマを絞った形で、 より具体的かつ多面

的な議論が行なわれることを期待したい。◆

才



[データベース検討委員会 ・中間報告]

第一章=デ ータベ ース検 討委 員会の まとめ

1.行 政から民間への情報提供の在り方

1-a.行 政サ イ ドにおける情 報の 「整備」をめぐって

1-a-1.デ ー タ の 共 通化 の 問題

官/民 が それぞれ別 々 に整備 した情報 において 、情報整理 ・分類上 の整合性

が なされ ていない ため、デー タベ ース利 用 あるい は整備 の局面 で不都合 が生

じてい る事例が あ る。情報整 備 上の共通 化 ・標準化 の推 進が必 要 と思われ る

が、 これ らは単 に統 一化 すればいい とい う もので もない。

例 えば、 国勢調 査 や統計 調査 結果 の ように、 は じめか ら一般 に よる利用 が

目的の デ ー タであ れば、当然 可能 な限 り標準化 を推 し進め誰 もが使 えるよ う

に して い くことが 必要 であ る。 しか し、住民基本 台 帳や許認可 業務 に代 表 さ

れる よ うな、各官 庁 それぞれ の固有業務 の副 産物 と して集 まっ た情報付 随型

のデー タは、 そ もそ も第一 の 目的が行 政 事務 であ りその 円滑化 が第一 に優 先

される。従 って、発生 したデータの フォーマ ッ トや書式 が違 ってい る ことは、

ある意味で はや む を得 ない こととも考 え られる。

しか し今 後、単 一 データ の単体利 用で はな く、調査 された時 と は別 の 目的

で複合 的 な高度利 用 に よる分析 業務 が進 んで ゆ くこ とを考 える と、原 デー タ

まで遡 って加 工 ・再編ので きる仕組 み は非常 に重要 になるだろ う。種類 の異

なるデ ー タについ て一様 に標 準化 を考 え るこ とはで きないが 、 高度 な情報 利

用 に向けて可 能 な限 り標準化 の努力 を行 なってゆ くべ きだ。

また、 や り方に よっては その為 の フォーマ ッ トづ くりが、情報 の 内容 まで

を も画 一化 して しまう可能性 もあ る。共 通化 を指向 した結 果が 画一化 を導 い

ては意味が な く、 この点 は十分 に気 を付 け なければ な らない。

コー ド類 の ように、本来 標準化 され て しかるべ きもの であ りなが ら、実情

は標準 化 が進 んで いない事例 もあ る。例 えば、現在 「住所 コー ド」 や 「企 業

コー ド」 「産業 コー ド」 な どの コー ド分類 は、政府/民 間 と も独 自の整備 をし

てお り利用上 の統一が 図 られ てい ない。

一例 をあげ る と 「図書 コ ー ド」 の整 備 は
、国会 図書館 が 国際標 準 を参考 に

しなが ら日本 の図 書の書誌情 報 を決め、 そ れに基づ いて トーハ ンや 日本 出版

販売が デー タを作成 してい る。デー タの作 成 につい ては国会 図書館 よ りも トー

ハ ンや 日本 出版販 売の方が素 早 く小 回 り も効 くに もかか わ らず 、 国会 図書 館

自身 も重複 してデ ー タを作 成 している。 この事例以外 に も、国 と民 間が 別 々

に二系統で整備作 業 を重複 して進 めてい るケ ース はあ る もの と思 われ る。

これ らの整備 につ いて は、全 て行政 で行 なう必要 はないだろ う。民 間で行 っ

た方が 能率が良 い ケース も多 い はず だ。 また民間内 部で も、複 数の企業が 個

別 にコ ー ドを作成 しているケ ースが多 く見 られ る。 いずれ のケ ース も、作 業

一2一



[データベース検討委員会 ・中間報告]

の重複する無駄を省き、官/民双方あるいは民 同士が協議 し合える機会を作る

ことが必要ではないか。早い段階でコー ド整備等の方針が決まれば、各社 と

も余計な作業をせずに済ますことができる。現在白紙のものについてはゼロ

から標準を決めればよいが、すでに運用 されている ものについてはどこかで

調整 していくのが現実的だろう。

デー タベ ース普 及 の為 に は、情報 の取扱 い上 の形 式 をで きるだ け統一化 す

る ことが重要 だ。 デ ー タベ ー スが単 なる情報 の山 に終 わって し まうか 、使 わ

れ活 か され る資源 の 山にな りうるか は、情報整備 す る際 の約束 事 の デザイ ン

に大 き く左右 され る。極端 な話 、ユ ーザ には整備上 の統一感す ら意識 され な

い ほ ど、 シーム レス な情報へ のア クセス が実現 した デ ー タベ ー ス環境 こそ理

想的 であ る。

例 えば 「米 国国立医学 図書館」 の デー タベー ス は、 デ ー タ整 備 段 階で厳 密

な索 引 の付 け方が 決 め られて い る。その結果利用 時 の ス トレス は少 な く、大

変ス ム ーズ にデ ー タベ ースが 利用 で きる ように なっ てい るため 、言語 的なハ

ンデ ィキ ャ ップを越 えて 日本 国内か らも頻繁 に利 用 されている。

企業 の 英文名称 リス トな どに関 して も、行 政 に対 す る企業情 報 登録 の段 階

で、統 一 した フォーマ ッ トで デー タを取 ってお くこ とが可能 だ ろ う。情報 基

盤整備 の一環 として、可能 な限 りこの ような配慮 は進め られるべ きであ る。

またあ る意味で は逆 に、標準化 し きれない一次情 報 をユ ーザが 標準 的に使

える よ うに してゆ くことが 、民 間デ ータベース産業 の仕事 だ と言 えるか も し

れ ない 。例 えば既 に複数 の コー ド体 系が個別 に確 立 して しまっ ている ような

ケ ース におい て、 無理 に一つ の標準 に絞 り込 むので はな く、ア ペ ンデ ィクス

を入 れ るこ とで 自動変換 させ てゆ く方法 もある。一 つの標準 を作 りだす こ と

に固執せ ず 、標準化 につ いて は柔軟 な方法 を模索 してい くべ きだ ろ う。

また 「SGML」 のような、記述形式 における標準化 も重要である。貿易にお

ける契約手続でも、企業内の職務記述が正確に整理 されていることが必要に

なり始めている。これまでは∬Sなど品物の規格だけで貿易が可能だったが、

これか らは例えば製造品の場合なら、原材料管理や製造工程管理、完成した

製品の在庫管理、輸送に至る統一された商品管理の記述が必要であり、現在

各社とも相当な予算と時間をかけてこの問題に取 り組んでいる。

同様の問題は、企業活動策定の為 の原データとして、今後国の情報管理 に

ついて も同様に重要化 してゆ くものと思われる。また以上に述べてきたよう

な標準化に関する配慮は、国が基盤整備を行なったデータベースの、民間へ

のスムーズな運営委譲などの局面においても有効であろう。

1-a-2.個 票 等 、原 デ ー タの 問題

通産省 の情報公 開は商業 統 計等 始 まって はい るが 、プ ライバ シ ー保 護の 観
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[データベース検 討委 員会 ・中間報告]

点から個人レベルのデータが 「統計法」によって守 られているため、詳細な

内容の情報は公表 されず、精度の高いミクロな分析作業には使えない状態で

ある。

しかし一般に、情報産業内部においては、国が公開していない情報ほど利

用価値が高いとい う認識がある。特にミクロなレベルでの社会分析 ・市場分

析が必要な現在、行政によって集計された状態のデータは有効性を失いかけ

ていると言える。

確 か に情報化が 招 きやす い管理社 会化 とプライバ シー の問題 は、慎重 に取

り扱 っ てゆか なけ ればな らない ものだが 、デ リケー トにな りす ぎるあ まり国

全体 の情 報化が遅 れ をとる ようで あ って はな らない。

実際、個票 データ をめ ぐる 日本 の現状 は、米 国 に比べ て大 幅に遅 れている。

米 国で あれ ば、名 前 を消す な どプライバ シー を侵害 しない条 件 を満 たせ ば、

個 票デ ータ も比較 的 自由 に入 手 で きる。 これ は単 な る プライバ シー意識 の問

題 で は な く、デー タを社 会資 本 やス トックと して認 識す る、情 報 とい う社 会

の共有 財産 に対す る認 識の違 い を示 してい ると言 え る。 日本 で は、 まずそ の

意識 を高 めてゆくことが、情報化にお ける最 も重要 な課題 だ と言 えるだ ろう。

また、 一般 的に これ まで の 「個 票 デ ータ」 をめ ぐる議 論 にお い て は、個 人

の プラ イバ シー保 護 の判断 と同時 に、 「個票 を公 開す るとなる と皆 が本当 の

ことを書か な くな って しま うので はない か」 な どの 屈折 した判 断 も錯綜 して

い るこ とが見受 け られ る。事 実 、企 業サ イ ドも自社 のデ ータを提 出役所 別 に

数種類用意す るな どの情 報操作 を日常化 してい る。

この よ うに個票 デー タ ・原 デー タ利用の進展 を阻害 してい る もの は、単 な

るプラ イバ シーを め ぐる理 由 だけで はない。企業 に対 して も、 情 報 とい う社

会 資本 の共有財化 に関す る意 識 を啓 蒙す る必要が あ る と同時 に 、情 報操作 を

招 か ない情報収集 システ ムのデザイ ンが重要であ る。

個票 デ ー タは、 これか らの時代 の データベ ース の高 度 利用 には 欠かせ ない

一次情 報 である
。 この一次情 報 を どこまで加工す る のが行政 の役 割か とい う

官民 の役割分担 をめ ぐる議論 は別項 に譲 るが、願 わ くば行政 は なるべ くサ マ

ライズ せず 、素材 に近い レベ ルの情報 を民間 に対 して提 供す る ことが望 ま し

い。 ど こまで公 開 で きるか とい う基準値 につ いて、今 後、 よ り踏 み込 んだ議

論 を官/民 相互が 交わ してゆ く場 を用意 してゆ くこ とが必要 だろ う。例 えば具

体 的 に は、民 間の プロデュー サ ーにある種の守秘義 務 を負 わせ るな どの方 法

を取 る ことで も、 か な りのデ ータが公 開 していける ようになる ので はない か

と思 われる。

1-a-3.整 備 コ ス トの 問 題

社会の情報化の進展と同時にユーザ側のコス ト意識もシビアになってきて
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[データベース検 討委 員会 ・中間報告]

お り、 よりリーズ ナブルな もの を指向す る傾向が 強 い。極端 な話ユ ーザ側 に

は、情 報 は無料 で もいい はず だ とい う感 覚す ら生 まれつつ ある。 この よ うな

状 況下 、 デー タベ ース製作者 及 び提供者 とデー タベ ース ・ユ ー ザ間の コス ト

感覚の調整 は年 々難 し くな って きいる。

政府 関 連機 関に よるデー タベース の提供料 金 の高 さは 、 ひいて はユ ーザ に

よる情 報利 用促進 の弊害 に も繋 が ってい る。例 えば 日本 の某政 府系機 関の 情

報提供 料 は、 国外 の同等機 関 に比べ二 ～三倍 も高 い 。 この コス ト高 は、情 報

の二次 提供 者 あ るい は編集 者 であ る民 間 のデ ータベ ース ビジ ネス あるい は シ

ンクタ ンク等 の ビジ ネスの市 場価格 に も反映 されて しま うため 、なん らか の

対応 が望 まれ る。

政府間連機関のデータベース提供料金のコス ト高は、民間プロバイダー同

様主にその人件費が大きなネックになっているもの と思われる。情報のデジ

タル化作業に多大な人件費が投入されており、それを軽減 してゆくためには、

行政内の各種情報が整備前の段階からデジタル化 されてゆくことが重要だろ

う。これに関しては、今後進められる行政の情報化などでその環境が整備 さ

れてゆくことが期待される。

例えば、神戸 の震災 におい て国民が最 も必要 とした情報 に 「被災者 リス ト」

が あっ た。 このデ ー タ も手書 きの情報 を元 に、各 メ デ ィアが そ れぞれ再度 デ

ジ タル化 していた と思 われ る。ニ フテ ィサーブの震 災 フ ォー ラム に掲 示 され

た被災 者 リス トの デ ータは、 新聞社が電 子化 を終 え てい た もの を再 利用 して

いた ら しいが 、 この よ うに最 初か らデジ タル化 され ネ ッ トワー クで供給 され

れば、 大量 の作 業 ロスが な くな りメ リッ トが生 まれ る。 こう した事例 は、他

に も数多 くある はずだ。

最 近で は地価 公 示価格情 報 のデジ タル化 も進 め られ て い るが、 デジ タル化

の対象 は統計等の数字 デー タだけでな く、マルチ メデ ィア時代 に向 けて文書 ・

図版 ・イメージ情 報等 、 これ までデジ タル化 が進 め られてい ない種類 のデ ー

タにつ いて も大い に進 め られ るべ きであ る。記者 ク ラブ等で伝 え られ るよ う

な情報 の他 に も、国民が必要 とす る情報 は数多 くあ る と思 われ る。

また、 メンテナ ンスの困 難 さが ひい ては人件 費 の増 大 を生 んで しま うよ う

な、デ ー タベ ース システ ムの ハ ー ドウェ ア/ソ フ トウェアに も問題が ある。

自治体 にお ける情 報化 が本格 的 に進 め られない大 き な理 由の一 つ に、 その シ

ステム 的 な負担 の存在 があ る。 この問題 も、今後解 決 されてゆ く必要が あ る

だろ う。

1-a-4.官 民 の 役 割 分 担 の 問題
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民間デ ータベー ス産業 の運営基 盤 を安 定化 させ る為 に は、民 間で ペイ しな

いデー タベ ース サ ー ビス は国が担 当 し、 ペイす る ものについ て は民 間に委 譲

す る ような計 らい も必要 だろ う。

例 えば国会 図書館 の司書 データやJICSTの 科学技術 デー タ等 は、現在 は国の

所管す るデ ータベ ースだが、 これ らは商 業 的に見 て もペイ しや すい商 品性 を

有 して いる。 「商 品力 のあ るデ ー タベ ー スを国が運 営 してい る」 とい う指摘

に始 まる官/民 の役割分担 の問題 は 、既 に十年以上交 わ されて きた難問で はあ

るが 、 これ らの情 報 リソース を民 間が よ り自由に使 える構造 が今 後必要 だ ろ

う。

米国には逐次、公聴会等の場で、官民の役割分担が検討される仕組みがあ

る。例 えば、ある米国の利用頻度の高い医薬品データベースは、当初国が管

理 していたものを十年前に民間の情報サービス会社が落札し、以後運営を移

管されてきたものだ。情報の共通化 ・規格化と同時に役割分担の原則が、日

本でも再検討されるべきだろう。

先に出た個票データ・原データの話にも関係するものだが、民間データベー

ス産業サイ ドには、行政側は蓄積された一次データを出来るだけ手を加えず

デジタル化のみ行 った上で提供することが望 ましく、付加価値 を付け商品化

してゆ く役割はそれらのデータを加工してゆく民間側が担うべ きだとの考え

方も強い。

公共財 としての一次情報整備は、民間側では担当しきれないものである。

例えば国全体をカバーするような一次情報の整備は、行政以外には担える主

体がいない。国が整備した広範な一次情報を、編集 ・加工して付加価値を付

け経済財に転化してゆく段階で、民間の役割も明確化 してくるのだと言える。

また先にも触れたように、情報のデジタル化作業の負担を個々のプロデュー

サーが担っており、その部分で多大な人件費的負担を強いられている。国か

ら提供 される情報が当初の段階からデジタル化 していれば、それらの負担 も

なく民間は情報の加工再編等の付加価値付与により多くのエネルギーを使え

るだろう。ユーザ側の処理能力もパソコンなどの道具により向上 している。

国の情報は加工度が低 く、かつデジタル化がされていることが民間ニーズか

ら言えば最重要だと言える。

そして、その情報がビジネス的に儲かるか儲からないかの判断は、商業化

してゆ く中で民間が行なうべ きものであ り、国は情報整備 ・提供の川下まで

降りてくるべきではないだろう。

また、 ネ ッ トワー クで デー タベ ース供給 を行 う際の利用基盤整備 の問題 も、

民 間に は担い きれ ない課題 だ。 イ ンター ネッ トの現 状 も、商業 ベ ース で利 用

してゆ くに はまだ安 定面 な どか らの環境 的 な保 証性 が十分で な い。 これ らの

イ ンフ ラ整備 は、 議論 の場 の 提供 も含 め て、国が進 め てゆ くべ き レベ ルの も
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の だろ う。

米 国で は、国立医学 図書館 やNASA等 、官 の情報 を民 間が利用 して大成功 し

てい る例 がい くつ も見 られる。提供 サイ ドで官/民 が一体 とな ってい るが、 日

本で はそれが ほ とん ど進 んでいない のはなぜ か。官/民 にお け るデ ー タベース

の役割 分担 も含 め 、双 方の代 表が話 し合 って行 く場 づ く りが まず は必 要だ ろ

う。

1-a-5.情 報への付加価値付与の 問題

国の情 報公開はこれまでにも努力 されてきているが、全 く未加工な一次情

報であるため、事業者としては商品化のイメージが湧かないという指摘がさ

れた。 しかし同時に、行政側で加工 しすぎると逆に事業側では使いにくくな

るという指摘もある。

例えば、環境問題から河川のデータを集めたい場合、地域毎に加工されて

しまった集計情報は意味をなさない。川 に沿って行政区分を越えた複数地域

の、川を中心にした集計データが必要になる。

したが って先 の官/民 の役割分担 において も触 れた よう に、行政情報 は民間

デ ー タベースの原 材料 になる加工前 の情 報(公 共財)と して考 え、それ を利

用 して どん な付加 価値 を付 け た商 品(経 済財)を 生 み出 し提 供 していけ るか

は、民 間デ ータベ ース ・プロデ ューサー の課題 であ る と考 えるべ きだ ろう。

民 間は情報 への付 加価値付 与 にク リエイ テ ィビテ ィ を発揮 し、 売 れ るデ ー タ

ベ ース に仕 立 てて ゆ く努力が 必要 だ。 この問題 は情 報加工再編 の技術 、あ る

い はそれ を支 える諸制度の問題 で もある と言 える。

ここ一 ～二年 、行政の情 報化 には新 たな動 きが あ り、各 官庁が 努力 を重 ね

てい る。 これ らの情報化 は、民間デー タベ ース産業 に よる付加価値付与 に よっ

て は、新 た な産業振興 に も繋が りえる ものだ と考 え られ る。

1-a-6.行 政 内部の情報化の 問題

日本 と米国を比較すると、未だに情報化に対する認識の差が大 きいことが

感 じられる。それは官に対しても同様である。例えば、人口比で二倍 しか違

わないにも関わらず、データベース数では日米間に五倍ほどの差がある。こ

れは、データベースを重要な社会資本として見る認識の差だろう。社会資本

がない ことには需要と供給が成り立たないことと同 じく、情報の断絶があれ

ば経済や産業は成 り立たない。これを整備する部分にうまくお金が使われて

いないことが問題だと思われる。

今後の国際社会の中で、 日本は国策としてデータベースの整備 を行ってい

かなければ取 り残されてしまい、米国などの情報を輸入ばか り利用する傾向

が強まってしまうだろう。
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また、行政の情報化に関する議論は、 「小さい政府」 という問題を避けて

通ることはできないだろう。規制緩和や届け出や許認可などの改革が進む中

で、整理されてゆ くべき業務 も数多 くあるはずだ。行政の情報化は、同時に

業務の リス トラクチャリングを兼ねていないと、重複 したデジタル情報が増

える結果を招いてしまいかねない。

つまり、行政に対 してあ まりにもきめ細かい情報提供の整備を要求するこ

とは、 「小さい政府」という国民の総意を阻害 しかねない。行政目的に使 う

データや情報は、効率的な行政の運営や政策立案にきわめて高度に利用度の

高いものをまず中心に先行して考え、次の段階において一般や民間に向けた

再利用についても検討が重ねられるのが筋ではないか。

1-b.行 政サ イ ドにお ける情報 の 「流 通」をめぐって

1-b-1.情 報の所在 を伝 える情 報の問題

官の情報化には、どこにどんな情報があるのかが価格等 も含み よくわから

ないという問題がある。特許庁など一部には例外もあるが、日本の行政には

情報の所在とその内容を伝えるディレク トリ情報の整備が全 く欠けている。

これは行政内部においても、無駄に重複 した情報整備を進める原因となって

いるのではないだろうか。

各自治体 もデータベースビジネスの立場から見れば情報の宝庫だが、これ

までは情報所在等がユーザにわかりにくかったなどことなどからも、うまく

活用されてきていない。

例 えば 、米国の 場合 に は、政府機 関の提供情 報 に関す る月刊 の カタログが

あ り、 情報の コス トや内容 まで調べ る こ とが で きる。 ものに よ って はサ ンプ

ルテー プまで入手 で きる もの もある。情 報 を整備 した主体 の レベル に もよる

が、添付 され たア ブス トラク トに 目を通 す だけで、 か な り十分 な情報収集 が

可能 なケ ース も多 い。

行政 は、 どこに どんな情 報が ある か とい ったデ ィレク トリ情 報 の整備 を な

るべ く迅速 に行 い 、民 間か らのニーズ を素早 く取 り込 む機能 を整 えるべ きだ

ろう。 通産省 の情 報 につい て は関係 団体 も含 め 、情 報所在 のデ ー タベース の

構 築 を アクシ ョン プログラム の一環 と して進め てい る よ うだが 、 リソース や

スペ ックまで含 ん だク リア リング情 報づ くりの試み をお願 い したい。

また、官 は情報 公 開 と言 い なが ら も、現在 は一 部の大 手 デ ィス トリビュ ー

ターのみ を対象 と している とい う問題 につい て も、 再検討が必 要 だ と思 わ れ

る。
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1-b-2.情 報の複合利 用 による高度化 の問題

一つの単体情報では価値がよく見えてこないが、複数情報の複合的な利用

によって潜在的な価値が浮かび上がってくるケースが多い。特にこの問題はご

並行して進められていた 「ユーザ専門委員会」で活発に議論されたものであ

るが、例えば地域計画などに必要な事前の地域分析業務においては、複数の

省庁にまたがった情報を個別に収集 し、情報形態 もばらばらな状態の各種デー

タを自分達で統合化してゆかなければならない。この作業は極めて非効率的

であり、情報の高度利用を阻害しているとともに、業務自体の生産性を低下

させてしまっている。

このように高度な複数1青報の統合化による活用形態 は、行政側が単に一方

的に所在情報の公開だけをしたところで見えてくるものではないだろう。具

体的な利用ニーズ を想定しながら、その利用の高度化にむけて、各省庁が垣

根を越えた情報の公開と共通化を図ってゆく中においてこそ、その環境整備

は進むものと思われる。

1-b-3.ユ ー ザ 利 用 に対 す る理 解 が 低 い問題

本来、 情報化 の 原点 は供 給側 では な く、 シス テム を使 うユ ーザ側 にあ る。

しか しこれ まで は作 り手の論 理 で進 め られて きた こ とが 、現在 、様 々 な問 題

を山積 させ てい る。 ビジネス型 のデータベー スは明確 な利用 ニ ーズがあ る こ

とか ら、利用料金 があ る程度 かかって も使 われてい るが 、行 政情 報 に関 して

はユー ザ は何 を求 め てい るの か、具体的 なニ ーズの把 握が まだ不鮮 明 なの で

は ないか。

例 えば、 デー タベ ース を利用す るユ ーザ に とって、官/民 とい う 区分す らあ

ま り意 味 はない。研 究情報 の利用状況 な どを見て も、必要 に応 じ随所か ら確

保 され てい る。 また一般ユ ー ザの情報生 活 を傭 撤 してみて も、 必要 な情報 は

二次 情 報 を提供 す る多様 なメ デ ィア(テ レビ ・新聞 ・その他)の 流通経路 を

それぞ れが 自由 に使い分 け選 択 して享受 してい る。 国の一次情 報の一般公 開

に固執す るべ き需要 はない もの と思 われる。

官/民 の 区別 を意識 し過 ぎると、逆に問題が わ か りに くくなる とい う側面 も

あ る。デ ー タベ ース を含 んだ情 報化 問題 につ いて は、官 民 ・諸外 国等 々の枠 を

はめず に、情報 の 活用 とい う視 点か ら議 論 を進め るべ きだ ろ う。ユ ーザの視

点 か らす る と、当 然 品質保 証 は必要 だが 、そのデ ー タベ ースが どこで作 られ

た ものか につ い てはあ ま り問題 はないのだ。

その一方、個々の細かい情報(例 えば税務署 で公示 される情報 など)が 電

話等 に よって も得 られないため、民間データベース業者が直接現地に赴 き調
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査 しなが ら集 め てい るようなケース も数多 くある。

行政 は、ユ ーザ や民間が どんなデ ー タな ら使 えるのか 、必要 と しているの

か を明確 に認識 し、提供可能 な フレー ム を設定 して ゆ く努力 をす るべ きだ ろ

う。ユーザが使 い たい情報 は、提供 サイ ドの想像 を越 えて数多 く存 在す る。

内容 的 なこ とだ けで な く、そ の使 い勝 手 とい う側 面 におい て も、官 の情 報

提供 は システ ム的 な都合 をユ ーザ側 に押 しつ けてい る側 面が強 い。 ただ しこ

れは民 間 にお いて も同様 の問題 である。

1-b-4.流 通 形 態 か ら来 る コス トの 問題

行政か ら提 供 されている情報 には 、その形態 に よって コス ト的 なば らつ き

が見 られる とい う問題が ある 。例 えば レポー ト段 階 の情報 は、税 金で賄 われ

てお り無料 で入手 で きるが 、 それ らが ま とめ られ分 析 の加 え られた印刷物 形

態 にな った時点で は、受益者 負 担で有料 化 されてい る。 またデ ー タベ ース の

オンラ イ ン化 な どにおいて も、その シス テム運用 にか か る費用 などが別途 課

金 され る ことで、情報の コス ト的 な不 整合性 を招 いている。

これ らについ て対症療法 的 な暫定 処置 を繰 り返 さず 、 なん らか の統一 され

た指針 づ くりを行 なってゆ くことが必要 だろ う。 また今後 のデ ー タベ ース 利

用 にお い て、ネ ッ トワークに よるオン ライ ンでの提 供形態 は必 然 であ る。例

えば イ ンターネ ッ トも、いつ まで も安定 的に利用で きるイ ンフ ラであ ると は

誰 も保 証で きない 。今 後の ネ ッ トワーク の提供 を誰 が 中心 にな って行 うの か

とい う問題 も、避けて通れ ない課題 だ と思 われる。

2.民 間デー タベースの行 政における利用促進の在 り方

政府関連の情報提供機関まで含んで考えれば、データベースをめぐる官/民

がそれ ぞれの利用促進に向けた課題はそう変わらないものだと言える。従 っ

て、先の 「1.行政 から民間への情報提供の在 り方」において、行政について

触れた課題の多くは、そのまま民間においても同様に展開できるものである。

データベース検討委員会での議論 も、その大半は 「行政から民間への情報

提供の在り方」に集中したため、二つ 目の論点であった 「民間データベース

の行政における利用促進の在 り方」については、残念ながらあまり多 くの意

見を交わす時間がなかった。

2-a.民 間サイ ドにお ける情報の 「整備 」をめぐって

2-a-1.デ ー タの 共 通 化 の 問題
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官/民 の 間におけ る、 コー ドなどの情報整備 の 整合性 については先 に述べ た

通 りだが、特 に民 間デ ータベ ース におい て は、営業 戦略の一環 と して独 自の

コー ド表 を持 つケース も多 い と思われ る。

しか しこれ らの動 きは、ユ ーザ に とっては非 常 に不便 で、かつ コス ト負 荷

も大 きい。複雑 な マニ ュアルや コンバ ー ター に よっ てア クセス の可 能な例 も

あ るが 、そ れ らが デ ータベ ース利用促進 を阻害 して い るとい う側面 も持 って

いる。 これ は行政 内での利用 に際 して も全 く同 じ問 題 だ ろう。本来情報 の差

別化 は主 にそ の内容 につい て行 なわれるべ きであ り、不要 な差 異化 につ い て

は、早期 に協 議 の上標準化 が進め られる ことが望 ま しい。

2-a-2.官 民 の役割分担の 問題

政府で調査 をする場合、法律による指定調査以外について大急 ぎで知 りた

い場合、民間会社 に依頼し調査させることが多 くあった。この ような調査形

態自体を改めてデザインし、民間から適当なデータを買うようにした方が予

算や人件費の節約にもなる。

その提 供 形態 と しては、 一般ユー ザ と同 じく 自由競 争 でセール ス してゆ く

考 え方 もあ る。公 共財 や経済財 とい う点 で言 えば、 デ ィス トリビュー タ経 由

でなけ れば経済財 は手 に入 らない もので はない。 しか し、今後 政府 内で全 省

庁 を統 合 した情報 システ ムが作 られてい った際 には 、その内部 に まとめて提

供 してゆ く方が良 い との考 え もあるだろ う。

国の情報資源の整備を、国民がどう利用するかという具体的な形態は見え

ていないが、これ らの情報公開にはビジネス的に見ても大きな価値があるは

ずである。ただし、一般的に新しいパラダイムの創出を、民は官に任せす ぎ

るきらいがある。官/民 のバランスのとれた 日本の情報化には、供に議論を重

ね関わって行 く必要があるだろう。

2-a-3.情 報への付加価 値付与の問題

民間側が再加工 したデータには、逆にそのデータの発生元である官庁側で

の利用価値を高 くする可能性がある。実際、民間データには官庁側で作成 し

たものよりもはるかに多くの付加価値がついていることが多い。民間は役所

にはない種類のデータも併せて持ってお り、それらを再統合 した形で提供 し

てゆ くことができるのではないか。

官が持っている一次情報は、本質的にビジネス化 しに くいものなのではな

いかという指摘 もあるが、今後の行政の情報化を契機に、行政の持っている

情報の価値を再発見し提示してゆく能力が民間には問われているだろう。
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特許情報の電子公開化と民間ユーザによる加工再編の自由は先行的に進め

られているにも関わらず、それを利用し付加価値競争に出てくる民間企業が

見られない。これについては、これまでCD-ROMな どによる商 品化等検討な

どの課題が多 くあまり着手されていないが、今後進められるものとして期待

される。

2-b.民 間サイ ドにおける情 報の 「流 通」をめぐって

2-b-1.情 報 の複 合利用 による高度化 の問題

データベースに関しては、使いやすさと同時に、高度利用に向けた活用の

しやす さの仕組みが必要だ。その部分については、一般ユーザに対する市場

提供としてデータベースを販売 している民間側が整備を担うべ き問題かもし

れない。

2-b-2.著 作 権 の 問題

著作権 のあ り方 も、今後 のデー タベ ースで は再検 討す るこ とが 必要 だ。 こ

の問題 は、並行 して進め られ た 「ユ ーザ 専 門委員会 」の方で、 主 に出 され た

が 、特 別新 しい視 点の意見 は まだ示 され てい ない。 しか し情報 のデジ タル化

とネ ッ トワーク化 が進 んでゆ く中で 、 よ り本格 的 に議論 されるべ き段 階 に き

てい るだろ う。

2-b-3.通 信 イ ン フ ラ か ら来 る コス トの 問題

NTTの 通信 料金 の高 さなど も、デ ー タベース利 用普及 を め ぐる一種 の 阻害

要 因 に なってい る と考 え られ る。 ネ ッ トワー クで の デー タベー ス供給 に向 け

て、 これ ら利用基 盤整備の問 題 も、行 政 指導の もと解決 されて ゆ く必要が あ

る。

3.そ の他(特 に一般個 人を中心 に したデ ータベース利用について)

3-a.デ ー タ ベ ー ス の 形 態 につ いて

デー タベ ース は ようや く社会 に定 着 して きた と思われ るが、 同 時 にマ ル チ

メデ ィア社会 に向 けた コンテ ンツ不足 問 題 の中で、 再 び新た な注 目を集 め て

い る。 イ ンター ネ ッ トな どの マ ルチ メデ ィア環境 にお ける情報 のあ り方が 問

い直 され始 め てい る中、その 情報形態 に ついて も、従来 のデー タベ ース と は
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違 った形 態が模 索 されは じめている と言 える。

ニ フテ ィサ ーブな どのパ ソコン通信 のユ ーザ は現在 も非常 に増 えて いるが、

以前 のユ ー ザほ どデー タベー ス を利 用 しない傾向が 見 られる。 これ はデー タ

ベ ース と して、他の メデ ィア を選択 利用 してい るか らだろ う。

ユ ーザ側 のデー タ処理 能力 も、パ ソコンの普 及等 に よ り向上 している。 メ

デ ィア技術 が進化 してゆ く中 で、今後 はデー タベ ー スの作 り方 も変 わって ゆ

き、数 字 や テキス トデー タだ け にこだわ らない多様 なデー タベ ース形態 が模

索 されていか ざるを得 ないだ ろう。

また情 報 がユ ー ザの手 に うま く行 き届 かず、 国全体 の情報化 が 遅 れてい る

と した ら、そ れは 国の問題 とい うよ りも、中間で媒 介 している提 供業者 の 問

題 で は ないか。例 えば1青報検 索 時に一番 多いキ ーワ ー ドは企業 名だが 、私 達

は 「企 業 デ ー タか記事 デー タか」 「どの新 聞か」 とい った ことをまず先 にユ ー

ザ に選 択 させ てい る。 これは供給側 の システム的 な都合 をユ ー ザ に押 しつ け

てい る わけで、ユ ーザに とっ ては全 く理 想 的 な利用 環境 でない 。 シス テム上

の困難 さはあ るが 、供給側で行 な うべ き課題 はまだ数多 くあるだ ろう。 ◆
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第二章:デ ータ ベース概念 を 「拡 張」する

～ユーザの視点からの再検討

2-1デ ータベ ースの官民相 互交流一 一米国の事例よ り

1)イ ンターネ ッ トの 「爆 発」 を契機 に広がる官民の情報相互活用

●デジタル ・インフラとしてのインターネット

データベースの利用促進 という観点で見ると非常に大 きな課題 となってい

るのが、官民の間での情報の相互活用である。これは、現状では、行政機関

から民間への情報提供、情報公開として捉えられているが、より広い視野で

見れば、民間企業や個人の保有するデータを行政の側が積極的に収集、活用

することもその範疇に入る。

こうした点で、米国の先進的な情報活用の事例を見ながら、行政と民間の

間での情報の相互活用について、問題の所在を確認していきたい。

まず、米国において官民相互の情報共有/活 用が促進 して きた背景として、

やはりインターネットの急速な活用を無視するわけにはいかないであろう。

そ もそ もイ ン ター ネ ッ トはDoD(国 防総省)を 中 心 と して、 軍事技 術研 究

のため の コンピュ ー タ通信網 を構 築す る プ ロジェ ク トか ら発展 して きた もの

で あ り、既 にそ の発端 か ら官(DoD)と 民(企 業 、あ るい は大 学)が 情 報 イ

ンフラの面 で同一 の環境 に統 合 される こ とを目指 していた、 とい うこ とが で

きる。

既 にイ ンターネ ッ トは世界 中の約4万 以上 の個 別の ローカル ・ネ ッ トワーク

が相互 接続 され た 、地球規模 のデジ タル ・イ ンフラス トラクチ ャーを構成 し

てお り、米 国の み な らず 旧共 産圏諸 国 を含 む、デ ジ タル情報 の流通 ・利用 に

とって不 可欠の存 在 とな りつ つ あ る。一 つの ネ ッ トワーク当た りの利用者 数

を1000人 と想定す る と、世界 中で利用 者 は4000万 人 となる。現在 のハ イペー

スでその数が増加 す る とす れば、おそ らくあ と2-3年 で利用者 数は億 のオー ダー

に達す るこ とは確 実 といわれてい る。

特 に、93年 の後半以 降、WWW(WorldWideWeb)と その検索用 ブラウザ

「Mosaic」 の登 場 に よ り、イ ンター ネ ッ トは それ 自体 が 地球規模 の広域 分散

型のハ イパ ーテ キ ス ト ・デー タベ ース と して機能 し始 め、<メ イ ンフ レー ム

/数 値 ・文字 デ ー タ〉とい う既存 デー タベ ース産業 に とって大 きなイ ンパ ク

ト(あ るい は脅 威?)を 与 えてい る。
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●WVWVとMosaicの インパ ク ト

今 や、WWWは 毎 日数十の サーバ ーが世界 各 地で 開設 され 、新 規 の 「ホー

ムペー ジ」 も毎 日百 以上にの ぼっている のが現状 で ある。その 中 には、ホ ワ

イ トハ ウスや 議会 図書館 、NASAと い った公 的機関 は もと よ り、民 間企業、

非営利 団体 、地方 自治体 、大 学 ・学校 、 さらに は大 学 の学生寮 に引 き込 まれ

た専用 回線 を通 じて、20歳 そ こそ この学生 が 中古 の ワー クステー シ ョンで独

自の コ ンテ ンツ提供 を始め ている事 例 す ら見受 け られる。WWWとMosaicの

登場 に よって、イ ンターネ ッ トの トラフ ィック(通 信量)は 一気 に数千倍 に

膨 れ上 が った といわれてい る。

つ ま り、WWW+Mosaic(あ るい は最 近商用化 されたNetscape)に よる広域

分散型 のハ イパ ー テ キス トは 、ア ナログ時代 か ら続 く人類 のデ ータベース 利

用 の歴 史の 中で、極 め て短期 間に、極め て膨大 な利 用 回数 を実 現 したデー タ

ベース とい えるのでは ないだ ろうか。

ここで 興味深 い の は、 こ う したWWWの 構 造 にお い て、 これ まで の デー タ

ベ ースの常識 を覆す注 目すべ き点が散見 され る点で ある。

例 えば

・イ ン ターネ ッ トの利用 者 は、 もはや官民 の 区別 な しに様 々 な情報 源 に ア

クセ ス して しまえ るよ うにな っている 。あ る意 味で、利用 者 に とっては

その 情報源が どこに存 在 して い るか意 識 す る必 要 な く、 とにか く 「思い

の まま に」(aswemaythink?)デ ー タの 大海 の 中 を泳 ぎ回れ る。例 え

ば、 西海岸 サ ンフラン シス コ を本拠 とす るコ ン ピュー タ ・カル チ ャー誌

「WIRED」 が 始 め た 「hotwired」 と い う オ ン ラ イ ン 出 版

("Cyberpublishing"と も呼ばれ る)に は、"Netsu㎡"と いって 世界各 地の面

白いWWWサ ーバ ーが紹介 され、ハ イパ ー リンクが 付 け られ てい る。最

近、 そこにはCIAが 公開 し始めた冷戦時代のスパイ衛星の画像の ホームペー

ジ が紹 介 された 。 利用者 は 、 その ペー ジ を見 て、興 味 が あれ ば即 座 に

hotwiredか らCIAの 実際の ホームページへ と 「ジ ャンプ」 す る ことがで き

る。 ある民 間 の提供 す るサー ビスか ら、何 の制 約 もな しに政府 機 関の情

報 源 へ とア クセスで きて しま える状況 に は、 もはや 「デ ータベ ースの官

民 相互利用」 とい った言葉 も色 裡せ るほ どの手軽 さが あ る。

・デー タベース の提供/利 用 とい う二元論 が崩 れつ つある。WWWで は、

サー バ ー とな るワー クステー シ ョンを設 置 し、専用 回線 を敷設 して イン

ター ネ ッ トに接続 すれ ば、比 較的容易 にコンテ ンツ提 供 を開始 で きる。

平 成6年 後 半 あた りか ら、 日本で も多 くの民 間企業 が 自前 のWWWサ ー

バー を開設 し、独 自に企業情報 を提供 し始 めている。それ は、マス メディ

ア を経 由 しない、 自前 の広告 媒体 と して注 目されてい るわけで あ る。 ま

た、各 政府機 関 や研 究所 などがWWWサ ーバ ー を開設 して、 自分 た ちが

蓄積 してい る情報 を広 く提供 しようとい うこ とも当た り前 になっ てい る。

今 や、WWWを 使 えばデー タベ ースの専 門業者 な らず と も、独 自の コン
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テ ンツ蓄積 さ えあれば イ ンターネ ッ ト上 でデー タベ ース業 に新 規 参入 で

きるわけであ り、 そ こにネ ッ トワー ク上の課金 シス テム(2-4で 述 べ るよ

うな超 流通 、電子貨幣 システ ム など)が 加 われ ば、 ビジネスベ ースに載

せ る こ とも不 可能 では ない。 つ ま り、 政府機 関 であろ うと、民 間企業で

あ ろ う と、 あ るいは個 人であ ろう と、 それ らが デー タベ ース産 業 という

既存 構 造 に依 拠 しない 、新 しいデ ー タベースの プロバ イ ダー/デ ィス ト

リビ ューター と して成 長す る可能性が ある。 この事実 が、 デー タベース

産業 を支 える基 盤 を揺 るが さないわけはないであ ろう。

・ 「標 準 化」 と 「属 人 化 」 を両 立 させ てい る。つ ま り、WWWはHTML

(hypertextmarkuplanguage)と 呼ば れ る構 造化 タグ言 語 に より記 述 さ

れ 、世界 中の デ ジタル情報が リンクされ てい る わけで 、 これ まで データ

ベ ー ス産業 に とって難 題 であ った情報 の構 造化 とい う問題 を(あ る一面

で は あ るが)ク リア して しま った。 と同時 に、例 えば個 人ベ ー スで開設

す るWWWサ ーバ ーや ホーム ペー ジ な どに は、極 め てその 運営者 の個性

や編 集 性が色 濃 い もの が数多 く登場 している。 つ ま り、標準技 術 に依拠

しなが ら、 そ の コンテ ンツ/コ ンテク ス トに関 しては、非常 にパ ーソナ

ル なデ ータベ ースが多 重的 に利用で きる ような環境が 実現 され てい る。

この問題 につ いて は次第で詳 し く述べ る。

2)米 国 議 会 に お け る情 報 活 用

米 国議 会(上 下 院)で は 、ホ ワイ トハ ウス と同様 にイ ンターネ ッ トを活 用

して、 議員 や市民 に広 く情 報提供 を行 っ てい る。 こ う したデ ジ タル情報の積

極的 な活 用 は、米 国におけ る議員立法 や市民 ・非政 府/非 営利 組織 な どに よ

る積極 的 な政策提 言 の流れ と結 びつ いて いる。 デ ー タベ ース の官民 相互活 用

とい う側 面か ら見 れば、学ぶべ き点 は少 な くない。

なお、以下の記述 は、 『イ ンターネ ッ ト ・マ ガジ ン』第3号 掲載 の 大津修一

氏 に よ る 「米 国 レポー ト イ ンターネ ッ トを活 用す る米 国議会 」 を参考 に さ

せ て頂 いた ほか、議会 図書館 な ど実 際のWWWサ ー ビスの検 索結 果 に もとつ

いてい る。

● 議会(上 下院)

例 えば、上 院 で は全ス タッフ7000人 の うち、 コンピ ュータ専 門ス タ ッフが

全体 の25%を 占め てお り、 コンピュー タ とネ ッ トワー クの活用 に積極 的 とい

える。 イ ンター ネ ッ トの本格 的 な利 用 は93年6月 か ら開始 してい る。

最初 に始 めたの は電子 メールの送受信で 、94年 末時点で40の 議員 オフ ィス、

21の 委員会 オ フ ィスが利 用 してい る。

また、 デ ータベ ースの利 用サ ー ビスで は、議 員や委 員会 のオ フ ィスがFTP
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(FileTransferProtoco1)サ ーバ ーやGopherサ ーバ ー に各 自の情 報 ファイル

を登録 し、 自国民 あ るい は世 界 中の イン ターネ ッ ト ・ユ ーザ に対 して大 量 の

情報 を提供 で きるようになった。

94年6月 か らは、各議 員 オフ ィスか らのTdnet、FTP、Gopherの 利 用 が可能

にな り、議 員 とそ のス タ ッフは 自分 のオ フィスか ら直接 イ ンター ネ ッ トに ア

クセス し、世界 中の情報 を活用 で きる ようにな ってい る。

なお、 こ うした ネ ッ トワーク ・サ ー ビス を可 能 にす る ために、 上 院で は大

容量 のLANが 敷 設 され、下 院や議 会 図書館 、政府 印刷 局(GPO:Government

Prin廿ngOffice)を も含 め た全 体 でCAPNETと 呼 ば れ るWAN(WideArea

Network)を 構 成 している。

これ らの ネ ッ トワー ク ・サー ビス の利用の ため に、議 員やス タ ッフを対 象

と した研 修 セ ミナ ー も定期 的 に開かれて い る。 セ ミナーで は、 イ ンター ネ ッ

トの利 用法 、WINDOWS、 デ ータベ ース、 表計算 、 ワー プロな どの基 本的 な

ア プ リケー シ ョンの操 作法、LANの 管理 な どとい った個 別 の きめ こ まかい プ

ログラ ムが用 意 されてい る。 議会 内で は 、ワー プロや表計算 な どの各処理 分

野 につい てア プ リケニ シ ョンが統一 され、データの互換 性 を実現 してい る。

一方 、下 院で も電子 メー ルやデ ー タベ ースの利 用が活 発 に行 わ れ ている 。

下院で は事務 局が電子 メールボックス を管理 してい るほか 、それぞれ の議員 ・

ス タ ッ フも個 人 メ ールボ ックス を持 って いる。上 院 とは異 な り、下 院では議

員の メール ア ドレスが公 開 されてい る。

デー タベ ース に関 して も、上 院 と同様 にGopherを 利 用 した情 報提供 システ

ム を サ ー ビス して い る ほ か 、法 案 や議事 録 の キ ー ワー ド検 索 にはWAIS

(WideAreaInformationServer)も 利用 され てい る 。ただ し、議事録 の全 文

デー タ につい ては上 院 ・下 院 ともに イン ター ネ ッ トで は公開 してお らず、 そ

れにつ い てはGPOが 「1993年 政府 印刷 局電子情 報 アク セス促 進法(theGPO

E1㏄troniclnformationAccessEnhancementActof1993)」 に基 づ き、月額35

ドルの有 償 オ ンライ ン検索 サー ビス を始め ている。

ち なみ に、連邦議会 で はWWWに よる情報公 開 も行 ってい る。
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以下 は その ホー ムペ ージの イ ンデ ックス(目 次)で あ るが、一 見 して判 る

ように 、議会 の運 営 スケジュ ールか ら議 員 ・ス タッ フの人名録 、 はて はキ ャ

ピタル ・ヒル周辺 の観光案 内情報 まで、 キメ細 か なサー ビスが 特徴 である 。

こうした情 報的 な 開放性 は、 官製情報 の民 間 ・個 人 レベルでの 活用 に大 きな

イ ンセ ンテ ィブ となっている と思 われる。

What'sNew1

Anouncementsofnewinformationandfeatures.Lastupdatedon

March23,1995.

・TheLegislativeProcess

Informationaboutbillsandresolutionsbeingconsideredinthe

Congress,aswellascurrentinformationaboutwhat'shappeningon

theHousefloorandabouthowindlvidualMembersvotedonspecific

measures.

Schedules

SchedulesforthelegislativeactivityoftheHouseof

Representatives.

Who'sWhoandHowDolContactThem

Name,addressandphonenumbersforMembers,committeesandHouse

Leadership.

OrganizationandOperations

Informationontheinternalorganizationandoperationofthe

HouseofRepresentatives.

Member,Committee,andHouseOrganizations'PublishedInformation

LinkstoGopherandWWWservicespublishedbyindividualHouse

offices.

Laws

InformationonthegeneralandpermanentlawsoftheUnited

States.

Visitorlnformation

InformationandmapsforvisitorstoCapitolHiH.

EducationalResources
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EducationaldocumentsconcerningCongressandthelegislative

P「ocess・

EmpoweringtheCitizen

Linkstogovernmenteffortstoimprovethegovernmentviacitizen

input.

Listingofalllnformation

ListingofallinformationavailablefromtheHouseof

Representatives'Webpages.

OtherGovernmentlnformationResources

LinkstoothergovernmentgopherandWWWsites.

YourCommentsPlease!

Letusknowifyouhaveanycommentsaboutthepresentationof

thisinformation,oranyideasorconcernsyouwanttoconveyto

theHouseofRepresentatives.

● 議 会 図 書 館

議 会 図 書 館(theLibraryofCongress)で は上 下 両 院 の議 員 に対 す る オ ン ラ

イ ン情 報 提 供 シ ス テ ム 「L㏄IS(theLibraryofCongressOnlineInformation

Serveice)」 の サ ー ビス を行 っ てい る。 こ れ は 、2700万 件 以 上 に お よぶ 、 書

籍 ・雑 誌 ・法 律 ・法 案 ・知 的 所 有権 な ど に 関す る情 報 を提 供 す る もの で 、 現

在 で は イ ン タ ー ネ ッ トのTelnetで 誰 で も無 償 で ア クセ ス 可 能 とな っ て い る。

L㏄ISに は法案 の 要 旨や審議 経過 に関す る デー タ も盛 り込 ま れてい る。基

本的 に はメイ ンフ レームの端 末用 に 開発 された もの で操作 しに くいのだ っ た

が、 新 た にイ ン ター・・ネ ッ トGopherで の 利用 を前提 とした 「Marve1(Machine
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AssistedRealizationoftheVirtualElectronicLibrary)」 とい うシス テム も開

発 され、93年7月 か ら利用 が開始 された。

Gopherは 、 ツ リー構 造 になっ たデ ィレ ク トリを グ ラフィ カル に表 示す る こ

とで文 書 のあ りか を容易 に見 つ けだす こ とを可能 に した、全文 検 索用 のイ ン

ター ネ ッ トのデ ー タベ ース ・システムであ り、WWW(WorldWideWeb)が

登場 した現在 で も有 効 に活用 されてい る。Marvelで は その特性 を生か して、

議会 関 係の報告書 の 閲覧 に威 力 を発揮 してい る。議 員 は この システ ムを使 っ

て、 自分が関心 を持 っている政策領域 に関 して、具 体 的 にどの ような法案 や

報告書 が作 成 され てい るのか を即座 に調 べ る ことが で き、全文 のデ ータ もオ

ンライ ンで簡単 に入手す るこ とがで きる。

この ほか 、 議 会 図 書 館 で はWWWを 活 用 した 世 界 電 子 図書 館(Global

El㏄tronicLibrary)と 呼 ばれる システ ム の構 築 も進 めてい る。現在 はその プ

ロ トタイ プが公 開 され てお り、連邦 政府 に属 す る機 関(省 庁 、NASA、CIAな

ど)が 各 自進めてい るWWWサ ーバ ーのメタ ・インデ ックスが作 られてい る。

ここを起点 と して 、 どの機 関 の情報源 にで も素早 くアクセスす る ことがで き

る(L㏄IS、GlobalElectronicLibraryの 概要 につ いて は、第4章 の英 文資料 を

参 照 され たい)。

いずれ に しろ米 国の議会 図書館 で は、議 員 とそのス タ ッフの立 法活動 の た

めの補 助機 関 と して必要 な情 報 サー ビス を提 供す る とい うス タ ンスが 明

確 にで きてい る。'

これ に比べ る と我 が国の 国会 図書 館 は、位 置 づ け と しては議員 の立法活 動

の支援 機 関 となっ てい るが、 現状 を見 る 限 りで は単 なる 「巨大 図書館」 と し

て しか 機 能 してい ない。基 本 的 に言 って 、我が 国 の 国会議員 の多 くは情報 収

集 を官 僚 に依存 してい る傾 向 が強 く、 コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー クな ど電 子

メデ ィ アの活用 は極 めて稀 な のが現状 で ある。今 後 、行政機構 の情 報化 を考

える場 合 には、 こ うした点 も含 めて、電 子 情報 の有 効活用 を促 してい くた め

のイ ンセ ンテ ィブ(立 法活動 に役立 つ情 報 ・資料 の提 供体制の 整備 、議員 ・

ス タッ フへ の情報 リテラシー の向上 、 な ど)を 検討 してい くこ とが不 可欠 で

あろ う。

ちなみ に、米 国議会 図 書館 には、TheCongressionalResearchService(CRS)

とい う議会 内の委員会 を対象 とした調査専任 のス タッフ機構 も存在 してい る。

CRSは1914年 創 設 とい う長い歴 史 を持 ち、92会 計年度 には実に65万 件 にお よ

ぶ リク エス トに応 えてい る。 こ うした情 報サ ー ビス の存在が 、議 員立法 な ど

議会政治 の活性化 に果 たす役割が大 きい ことは言 うまで もないだ ろ う(第4章

英 文資料 参照)。

また、 米 国で は 議会 を含 めて政府 機 関が あ くまで も 「公共財」 と して行 政

情報 を提供 す る、 とい うス タ ンスが貫 か れて いる点 に も学ぶべ きところが 大

きいだろ う。

米 イ リノイ大学 のMarthaE.Williams氏 による と、米国 内のデ ー タベ ース ・
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プ ロデューサ ーの全 体構成 に 占め る政府系 機関の割合 は、1977年 の56%か ら

85年 には21%、90年 には17%、94年 には14%ま で低 下 してい る。 その一 方で

商用 プ ロデ ュー サー は77年22%、85年57%、90年68%、94年76%と 拡大 し

てい る。

この数 字 は、政 府系デ ー タベ ース を一種 の 「イ ンフラ」 と して 公共財的 な

役 割 に留 め、それ を土台 に民 間のデータベ ース産業 の拡大発展 を図 ろう とい

う、的確 な 「棲 み分 け」が な されて きたプ ロセス を物 語 ってい る。

委員会 で の大 きな検討課 題 の一つ となったのが 、行 政 情報 の民 間で の活 用

で あっ たが 、 この 問題 を考 え る際 には、官民 の役 割 分担 をどの ようにバ ラ ン

ス よ く見極 め てい くか 、 とい う視 点が欠 かせ ない筈 で ある。

行政情 報 の提供 にあたっ て は、民 間のデー タベー ス事 業者 や コ ンテ ンツ業

者 といった民業を圧迫 をしない ように配慮 し、経済財(競 争 財)と してのデー

タベース とは一線 を画 した提供環境 を整 えるこ とが必要 と思 われ る。

それ と 同時 に、行 政か ら提 供 され る公共財 的 なデー タ を、価 値 のあ る経 済

財 的 な情報 に加工 再 編す る能 力 の有無 も重要 な条件 であ る。情 報 を受 け取 る

側 が公 共財的 デー タか ら、 コ ンテ ンツを有用 な形 で抽 出で きた こ とが、米 国

の商用デ ー タベース産業の興 隆の一 因であ る ことは確 かで あ る。

その意 味で は、行 政情報 のユ ーザ である民 間側 の責任 とい うもの も、 また

問 われな くては な らない。

ともあ れ、官 と民 のあい だで 「行 うべ きこと」 と 「行 うべ きで ない こと」

の線引 き(標 準 化 、情報 の提 供体 制、そ の他)を 明確 に してい くこと一 こ

う した点 を含 め て新 しい時代 の ソフ ト的 なイ ンフラス トラクチ ャーの議論 が

行 われるべ きで あろ う。

3)地 理情報データベースシステムの構築

●BADGER(BayAreaDigitalGeo-Resource)/Tiger

巨大 な活 断層帯 上 に大都市 が拡 がる合衆 国カ リ フォルニア州で は、1989年

に はサ ン フラ ンシス コ、94年1月 に はロサ ンゼルスでマ グニチ ュー ド7ク ラス

の大地 震が発生 し、大 きな被 害 を もた ら した。地震 地帯 であ る 同州 では各 種

の災害 対策が 講 じ られてい るが、 中で もマルチ メデ ィア的 な情 報環境 の特 性

を最大 限に活 用 したプ ロジ ェ ク トとして注 目を集め るのが、総 合 的 な地理 情

報 データベー ス ・システム 「BADGER(Bay・AreaDigitalGeo-Resource)で あ

る。

BADGERは 、 シ リ コ ン ヴ ァL・一地 域 で の 地 域 情 報 イ ン フ ラ(RII:Regional

InfomationI㎡rastructure)の 構 築 を進 め てい るNPO(非 営 利 団 体)で あ る

「ス マ ー トヴ ァ レ ー 公社 」 が 、 当該 地 域 の 市 当 局 、NASA(航 空 宇 宙 局)エ
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イムズ研 究所 や カ リフォルニ ア大 学 サ ン タク ララ校 、シェ ラク ラブ(環 境運

動団体)、 パ シフィ ック ・ベル社 、 ロ ッキー ド ・ミサ イルズ ・ア ン ド ・スペー

ス社 の協 力 を得 て94年 か ら開発 を行 って いる。名前 が示す通 り、 サ ンフラン

シス コ湾岸 地域 の 地形デー タ をベース に 、様 々な地 理 的 リソー ス を多層的 に

重 ね合 わせ 、各機 関が ネ ッ トワー ク上で 相互利用で きるシス テ ムの実現 を 目

指 してい る。

具体 的 には、NASAが 保 有 してい るベ イエ リアのラ ン ドサ ッ ト衛 星画像 の上

に、水 道 ・電気 ・ガス ・通 信 網 ・交 通網 な どイ ンフラス トラクチ ャーの構 築

状 況 、 人口分布、 動植物 の生 態系 、土地 利用、気象 状況 、航空 機 か らの低 空

撮 影画像._と い った地域 デー タ を載せ 、三次元CGに よって可 視化 す る。地震

な どの 災害発 生 時 には、BADGERは 救援 活動や復 旧活動の ための共 有 データ

ベ ース として機能 す る ことに な る。消 防 ・警察 などの各機関が 収集 す る災害

現場 の 被害状 況 な どのデー タは、 リア ル タイムでBADGERシ ス テム に入力 さ

れ、救援復 旧活動 を的確 に行 うための判 断材料 となる。

例 えば、火災 が発 生 した場 合 で も、消 防当局 はBADGERに ア クセス す るこ

とで道 路の寸 断状 況 を把 握 し消 防車 の最 短 ルー トを確保 した り、 断水 の場 合

に活 用 で きる貯水 池 が現場 の 近 くにある か どうか を確 かめた りす る ことが可

能 にな る。

BADGERは 災 害時 に役 立 つだ け で はない 。 イ ン フラ、人 口分 布 な どの統計

デ ータ 、不動 産 の保有状況 とい った、従 来 は各機 関がバ ラバ ラ に保有 してい

た地理 的情報 が多 層 的に関連 づ け られ る ことで 、環 境汚染 のモ ニ タ リング、

火 災 の危 険度予測 や リス ク評 価 、都市 開 発、不動産 の評価、 あ るい は学校 で

の環境 教育 な どへ の活用 も図 れ るだろ う、 としてい る。スマ ー トヴ ァレーが

構 築 す るRIIの ネ ッ トワー クか らイ ン ター ネ ッ トを経 由 して 、全 世界 か らも

BADGERを 利用 で きるよ うにな る。 既 にイ ンタ ーネ ッ トWWWに はBADGER

ホー ムペ ージが 開設 され、 プ ロジ ェク トの概 要 を知 るこ とがで きる。

同様 の 統合 的 な地理情報 システ ム は、全 米 レベルで も 「オー プ ン ・ジオ ・
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イ ンフォ メーシ ョン ・システム(㏄IS)」 として開発 される計 画 といわれ、

BADGERな どの各地域 ご とのシステ ムの相互 接続 ・統合 化 に よっ て実現 され

てい くことになる と思 われる。

また 、商務 省 国勢調査部が 中心 となって進 めて いる 「タイ ガー(Tiger)」

と呼 ば れる統 計情 報 の地理的 可視化 シス テムのプ ロジ ェク トも進行 中であ る

(BADGER、Tigerの 詳細 につい ては第4章 の英文資料 を参 照)。

地図情報シス テム(GIS)に 関する問題点 につい ては改め て別項で述べ るが 、

BADGERを は じめ とす る米 国のGISプ ロジェ ク トをは現時 点 で考 え られるGIS

の理想 的 な姿 を実現 しようとす る取 り組 み とい っていいで あろ う。

4)全 産業 規模の情 報共有一一ー－CALS

●CALSの 概要

CALSは 本 来、米 国国防総省(DoD)が 兵 姑支援 を 目的 として開発 した情報

システ ムの コンセ プ ト(ComputerAidedLogisticSupport)で あ る。

第 二次 大戦後 の技術 革新 によ り防 衛 システ ム の高 度化 が急速 に進 展 した結

果、個 々の兵器や軍事 システム全体が非常 に複雑 な もの とな り、調達 、運用、

補修 な ど後方支援 の局面で コ ン ピュー タの支援が不 可 欠 になっ た。加 えて、

兵器 システ ムの高 度化 、複雑 化 は情報量 の急 増 も招 き、情報 の 維持 コス トが

莫大 と なった。 これ ら技術情 報 は紙で保管 され てい るために、 兵器 その もの

へ の負担 も大 き くな り、兵器 の性能 を劣化 させ る懸念が生 じた。

また、 冷戦終結 後 の軍事 予算 の削 減要求 の 中で、調達 ・運 用 コス トの削 減

が 強 く求 め られ る ようにな り、兵器 の 開発 ・製造 コス トは もと よ り、情報 管

理 も含 めた運用、 ライフサイクル全般 を通 じた コス ト管理が課 題 とな った。

DoDは こ う した 課題 に対応す る ため、 品質の 向上 、 コス ト削 減 、 リー ドタ
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イムの 短縮 を直接 的 な 目標 と して、全 て の関連企業 に情報の入 力 ・交換 の標

準化 を義務 付け。 それぞれ の企業が 関連 情報 を相互 に利用、共 有 で きるよ う

なシス テム化 を図 り、紙 を媒 介せ ずに リアル タイム で必要 な情 報 を入手で き

る環境 を構 築 した 。 これに よって、関連企業が 、開 発 ・設計段 階で情報 シス

テムで コンカレン ト ・エ ンジ ニア リング を行 い、調 達 の リー ドタイムを短 縮

し、 コス ト削 減 に成功 したほ か、故障時 に も仮 想デ ー タベース か ら必要 な情

報 を直 ちに取 り出せ る ように して即時対 応能力 を向上 させ た。

これ ら の 問 題 は 、発 電 プ ラ ン ト、 鉄 鋼 プ ラ ン ト、 自動 車 ・航 空 機 プ ラ ン ト

な ど、 高 度 な技 術 プ ラ ン トに も共 通 の 課 題 で あ っ た 。 こ う し て 米 国 で は 、

CALSコ ンセ プ トが 軍 事 産 業 か ら一 般 に浸 透 し、政 府 の イ ニ シ ア テ ィ ブ も国 防

総 省 か ら商 務 省 に移 っ た。 同 時 に名 称 も、後 方支i援(Logistics)か ら、 製 品

の 調 達 や ラ イ フサ イ ク ル の支 援 へ と広 が っ た た め 、ComputerAidedLogistic

Supportか ら、ContinuousAcquisitionandLife-cycleSupport(継 続 的 な 調 達

と ラ イ フサ イ ク ル の サ ポ ー ト)へ と拡 張 して い った 。

CALSは 現在 、次 の ような定義 でその概要 をま とめ る ことがで きる。

A)部 門間や企業 間 で設 計 図 などの技術 情 報や 受発注 な どの取 引情 報 を、

特定 の機器 ・シス テム の制約 を受 ける こ とな く、情報 をデジ タル化 した

ま まや りとりで きる情 報環境 を形成す る もの。

B)開 発 ・設 計 、調達 か ら保 守 ・運用 まで の各局面 におい て、関連す る全 て

の部 門、 企 業が 円滑 に、か つ イ ンタラクテ ィブ に情報 をや り とりし、情

報 を共有 、活 用す る こ とに よ り、開発 、調達 の リー ドタイ ムの 短縮、生

産性 の 向上 、 さら には製 品の ライ フサイ クル全 体 を通 じた コス トの削減

を図 り、 また、あたか も一つ の企業(二 仮想企 業:VirtualCorporation)

と して連携す るための新 しい産業情 報イ ンフラ。

C)数 値 デー タの み な らず 、設 計 図 、マニ ュアル な ど画像や 音声 を含 めた

「マ ルチ メデ ィア情報」が や りと りで きる未来型 産業 情報 システム。

また これ らを実現 す るため、CALSは 次の ような要素 か ら構 成 され る。

・情報 の入力 、交換 のための標準

(ドキ ュ メン ト、 図形 、製 品モデ ルデータ、音声 、動 画像 のデ ータ形式 、

定義 付 け、記 述方法 や 交換 す るための デー タの組 立規 則 、伝 送 順序 な ど

の プロ トコル)

・情報交換 、共有 のための ルール

(分散 したデ ー タベース の統合化 、デー タベース仕様 、 セ キュ リテ ィ、情

報公 開の 限度 、情報 交換 の際 の認 証、デー タの承認 な ど)

・関連 ソフ トウエ ア

(個別 デー タ形 式 を標準形 式 に変換 す る交換 ソ フ トウエ ア等)
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●CALSの 導入効果

a.開 発 ・設計

現状 で は、 メカ ニズ ム開発 を担 当す る会社 とデザ イ ン を担 当す る会社 にお

い て、 それぞれCADシ ス テ ムが導入 されてい るが、通常 はデー タ形 式が異 な

り、直 接 のデ ータ交換がで きない。 この ため、デザ イ ンが変更 され て もメ カ

ニズ ム開発 のデー タにす ぐには反映 されないため無駄 な作業 が発生 す るな ど、

開発が遅 れ る要因 となる。

CALSに よれば、デ ー タ交換規格 の標準化 に よ り、ハ ー ド/ソ フ トに よらず

自由なデ ー タ交換 が可能 にな り、 デザイ ンの変 更が メカニズ ム 開発 のデー タ

に即座 に反 映 され 、無駄 な作 業 を排除す る とともに、並行 して作 業 を進め る

ことが で き、全体 の開発時 間が大幅 に短 縮 される。 米 国調査 に よると新規 開

発 の設 計時 間 は50%短 縮、仕 様変更 の処理 時 間は30・50%短 縮 、概 念設 計 に

かか るコス トは15'40%削 減で きる とい う。

b製 造

現状で は、開発 ・設計会社 か ら製造会社へ の指示 は紙 の図面 に よ り行 われ、

製造 システ ムにデ ー タを再 入 力す る手 間がか かる。 また、製造 工 程で生 じた

不具合 は、 開発 ・設計 部門 と打合せ に よ り調整 を行 い、修 正 された図面 を再

度交換 し、製造 シ ステムへ の デー タ入力 を再度実施 す る とい うプ ロセス を踏

む ことに なる。

CALS導 入後 は、開発 ・設計会社 と製造会 社が製 品デー タを直接交換 す るこ

とに よ り、製造工 程で の不具 合 を開発 ・設計工程 に リアル タイ ムに反映す る

こ とが 可 能 となる。 また、デ ー タを製 造工 程 にそ の まま使用 で きるため、生

産工程 の立 ち上げ時 間の短縮 と、製造 ミス などが削減 され る(米 国調査 で は、

歩 留 ま り向上 な どに よ り、 品質 は80%改 善、製 造 コス トは15・60%削 減 で き

る)。

c.調 達

現状では、EDIが 一部普及 しているが、受発注情報などの数値データのみに

止まってお り、仕様書、設計図面等の技術情報は依然として大量の紙を使っ

て交換 している。このため、調達側においては審査や設計変更などの調整に、

多大な人手と時間を要している。

CALS導 入後は、仕様書や図面などの技術情報を含め、デジタル化された情

報を直接交換できるため、調達側ではコンピュータによる技術検討、検索機

能の活用による審査の迅速化、省力化を図ることが可能。また、設計変更な

どの調整はネットワークを通 じて即座に行えるため、全体として調達に要す

る時間を大幅に削減できる(米 国調査ではデータ伝送 に伴 うエラーは98%削

減、文書等の検索時間は40%短 縮)。

d.運用管理

例 えば、製品に障害が発生 した時には、現状では障害箇所を膨大なマニュ

一25一



[データ ベース検討委員会 ・中間報 告】

アル を見 なが ら探 す必要が あ り、時 間 ・人手 と もに必要 となる 。部 品の交換

が必要 な場合 は、 そ の入手方 法 はメーカ ー、部 品メ ー カーへ と電話 に よる問

い合 わせ で確認 す るが、情報 の伝達 ミスが発生す る とと もに、 夜 間な どは対

応 に時 間 を要す る。

CALS導 入 後 は、 電子マ ニュア ル装置 を使 っ て障害 箇所 を 自動的 に判 断 し

画面 に表示 し、修 理手順、設 計 図 を呼 び 出す ことが で きる。 ま た、作業手 順

をビデオ映像 によ り表示す る こと も可能 となる。部品の交換が必要 な場合 は、

部品メー カーのデ ー タベースへ直接 自動 的に問い合 わせ、最 も近 い在庫箇所 、

数量 を表 示 す るこ とがで き、即応 が可能 で ある とと もに、24時 間同 じ対応が

可能 とな る(米 国調査 では障害箇所 発見の正確性 が35%改 善)。

●CALSの 意義

この ように、DoDか ら誕 生 したCALSで あ るが、既 に 自動車 、航空 機 とい っ

た業界 で は実際 にCALS的 なシステムが導入 され、効果 を上 げ始 め てい る。 ま

た、CALSに よる政府 調 達導入の動 きがDoC(商 務省)な ど連邦 政 府全体 に広

ま りつつあ り、2000年 まで に官公庁 との取引 を行 う全 ての業 者 は、多 国籍企

業や中小企業 に至 る までCALSプ ログラムに準拠す る事 を義務 づけ られている。

CALSXD究 極の 目的 は、世界規模 での企業活動 の統合 を実 現す る ことである。

CALSの ビジ ョンはエ ンタープ ライズ(事 業体)の 全体 また は一部、例 えば個

別の装 置 メーカー とその販 売 業者 間、あ るい は政府 ・民間 ・教 育研究機 関 の

コンソ ーシアムが 、製 品の設 計か ら納入 後のサ ー ビス に至 るプ ロセス をデ ジ

タル化 され た共通 の データベ ース を使 っ て リアル タ イムで行 う ことであ る。

その直 接的 な効果 は品質 と性 能 の顕著 な 向上 の実現 と、商 品化 までの時間 と

コス トの大幅 な削 減であ る。

CALSは 現在 では、21世 紀 にお ける製造業 の共 同体 で ある 「バ ーチ ャル ・エ

ンター プライズ」 の原型 として認識 され てお り、欧 州や環太平 洋諸 国 にお い

て も企 業活動 の統合 の要 として受 け入 れ られつつ あ る。

これ まで デー タベ ース産 業 は、デ ジ タル コンテ ンツの提供業 と して狭 い 枠

組 みの 中に位置 づ け られていたわけだが、 このCALSの ように、 あ らゆ る産業

と行 政 機構が一個 の巨大 な仮 想 デー タベ ース を共有 してい くとい った ビジ ョ

ンが具 体化 してい くに伴 い、 「デー タベ ース」 と呼 ばれ るもの の社 会的 ・経

済的 な役割 や意 味づ けは大 き く変容す る ことは間違い ない。

加 えて、CALSの ような新 しい仮想 デー タベースの応 用事例 を、将来 の新業

態への拡張 に とっ ての具体 的なモデル として捉 えない限 り、既存 の データベー

ス産業 はくメイ ン フレーム+数 値/文 字 デー タの提 供 〉 とい う恐竜的 なパ ラ

ダイム を抱 えたまま、 さ らなる進化 を遂げてい くことは難 しいので はないか、

と思 われ る。
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2-2ユ ーザ主導 デー タベースの可能性

1)デ ー タ ベ ース の2大 ユ ー ザー 一 「企 業 」 と 「生 活 者(個 人)」

従来 、 デー タベ ースのユ ーザ は、 データベ ース 自体が 数値 や文 字情報が 主

体 であ った り、提 供 されるデ ー タ/情 報 の内容 の面 か ら見 て も、殆 どが企 業

であ っ た とい って いいだろ う。パ ソコン通信 サ ービスで ゲー トされ ている新

聞記 事 や その他 の デー タベ ー ス ・サ ービスについ て も、個人ユ ーザ の利用 目

的 の殆 どは ビジネス的ニーズ か ら出発 してい る。

しか しなが ら、今後 のデ ー タベー スの発展 の 可能性 を考 える場 合 、 ビジ ネ

ス ・ユーザ のみな らず 、家庭 や個 人 といった生活者側 のユ ーザに対 応 したデー

タベ ー ス を どの よ うに考 えて い くか は大 きな課題 と なってい る 。そ れは、単

に新規 市場 の開拓 、 とい うだ けでは な く、使 い手の 立場 か ら発 想 す るデー タ

ベ ース、 とい う開発課題 を浮上 させ るか らである。

イ ンター ネ ッ トは、既 に デー タベ ース(コ ンテ ンツ)の 提 供者 と利用者 と

い う図式 を崩壊 させ た好例 だが 、少数 の 限 られた提 供者 だけで は な く、多 数

の利用 者 自身 も自 らデータベ ース の提供 者 になって い く とい う可能性 を

真 摯 に捉 え ない 限 り、今後の デー タベース産業 の よ り豊 か な発 展 は ない と考

え る。

以下 の節 で は、 「ユーザ 」 とい う視点か らの情報 の収 集 、編集 、蓄積 、 発

信 、理 解 とい った行 為が、デ ータベ ース(あ るい は デジ タル コ ンテ ンツ)の

今後 の 発展 に どの ようなイ ンパ ク トを与 えうるのか 、その手 が か りとなる よ

うな事 例 を取 り上 げた。 この 中には、既 存 のデ ータベ ース産 業 とはお よそ 相

い れ ない 、かけ離 れた事例 もあ るが、デ ジ タル時代 の新 しい業 態 、サー ビス

を考 える上 では有益 な示 唆 を与 えて くれ るだ ろう。

2)阪 神大震災 にみるユ ーザ主導の情報活用の具体例

1995年1月17日 に発生 した阪神大震災では、ピラミッド構 造の電話網が物

理的なネットワーク破壊や通話規制によって機能マヒしてしまった一方、そ

の殆どが専用回線 と分散型構造で支えられたインターネットは殆ど被害を受

けずに機能を維持 し、神戸市や神戸外語大学などの人々が震災直後から被災

地の状況を世界ヘ リァルタイムで伝えることができた。また、ニフティサー

ブをはじめとする商用パソコン通信サービスでは、震災発生当日から地震情

報に関する電子掲示板を開設、ユーザ自身による安否情報や生活情報が多数

や りとりされた。

さらに、慶応大学の金子郁容教授 らによる 「インターVネ ッ ト」 と呼 ばれ

る、震 災ボランティアのための情報交換 ・共有のための自主的ネットワーク

活動も開始 されている。
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こうしたネ ッ トワー ク ・コミュニ ケーシ ョンは、 これ まで テ レ ビや新 聞 と

い った マス メデ ィアだけが 占有 的に行 っ て きた高密 度 な情報収 集 、同報 ・速

報型 の情報提供 を多 数のユ ーザが 「分担」 して行 うことの威力を見せ つけた。

ここに は、提供=発 信者vs利 用=受 信者 とい う、 デ ータベ ース を含 む従来の

メデ ィアの構造 に は厳然 と存 在 していた 二元 論が存 在 しない。 誰 もが情報 の

提供者 とな り、誰 もが利用者 となる。つ ま り、従来 型 のマス メデ ィアや デ ー

タベー スの基本構 造 は 「少 数 の提供者か ら多数の利 用者へ の一 方通行性」 と

い うパ ラダイムに規定 されて い たの に対 し、パ ソコ ン通信や イ ンターネ ッ ト

は 「多 数の利用者 が双方 向で 情報 を受発 信す る双方 向性 」 を実 現 してい る。

しか も、その収集 情報 は、例 えばイ ン ターネ ッ トWWWの よ うに、す ぐさま

デ ータベ ース として機 能す る ようにな り多数 のユー ザ 同士 の(無 意識 的 な も

の も含め た)連 係 に よって どん どん 自己増殖 してい くので ある。

今回の震災では政府レベルにおける情報を基軸とした危機管理の必要性が

叫ばれたが、データベースの自己増殖 という意味においても、ある種の誘因

があれば、既存の提供者だけではなく利用者が率先 して情報を提供し、互い

にデータベースを 「育てていく」可能性もあるわけである。

3)「 理 解 ビジネ ス 」 の 発 想

アメ リカの 「情 報建築家 」 リチ ャー ド ・ソー ル ・ワー マ ンは、 新 しい時 代

の情報 ビジネスの コンセ プ トを 「理解 ビジ ネス」 とい う言 葉で現 わ している。

ワーマ ンは建 築 出身だが 、 その活動 は 「ACCESSguide」 シ リーズ な どの各

種 の ガイ ドブ ッ ク(旅 行 か ら新 聞の読 み方 、犬 、オ リン ピ ック、TVド ラマ

「ツ イ ン ・ピー クス」 まで多 岐 にわ たる)や 、 「USATLAS」 な どの地 図、

電話帳 など、一貫 して 「情報 の組織化 とその理解 の プロセス」 を具体 的 なデ

ザイ ンに落 し込む作業 が 中心 となってい た。 これ らの情 報 デザイ ンの方法 は、

膨大 な情 報 を分か りやす く再構 成 し、大 きな反響 を呼 んだ。

また 「情報選択 の時代 」 「理解 の秘密」 な どの著作 を もとに、 長年 の情 報

デザイ ンの 中で培 って きた独 自の視 点 を提起 してい る。 こう した活動 の中で、

ワーマ ンは、単 な る情報 の提 供 や流 通だ けで はな く、情 報の受 け手 の側 の視

点 に立 った情報 の 理解 を促 す 、新 しい事 業ニ ーズが あ るので は と考 え、 「理

解 ビジネス」 とい う概念 を考 え出 した。

「理解 ビジ ネス」 の考 え方 は、デ ー タベ ースの高付加 価値化 とい う意味で、

非常 に重要 な視点 を もた らして くれ るの ではないか 、 と思われ る。つ まり、

従 来の単純化 ・構 造化 され た データを提 供 す るだ けの デー タベ ース ・サー ビ

スだけ で はな く、膨 大 なデ ー タの断片 をあ る視 点で 組織化 し、 ユ ーザの 「理

解 」の ナビゲ ーシ ョンを促 す ような付加 価 値的サ ー ビス を実現 で きるので は

ないか、 とい うこ とであ る。
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これ まで 、そ う した情報 の咀 噌=理 解の プロセスは、 専 らデー タベ ース の

利用者 側の 問題 と して捉 え られていた。 だが 、ユ ー ザが漠然 と抱 い ている情

報 ニー ズ を、具体 的な形 で再 構成 しユ ーザの情報理 解 を支援 して くれる プ ロ

フェ ッシ ョナルな理解 ビジネ ス型 サ ービス は、デー タベ ース業 の新業態 と し

て真剣 に考慮 するに価す るのではない だろうか。デー タを収集 ・蓄積 し、ユー

ザの検 索 に供す るだけの従 来型 デ ータベ ースか ら、 理解 を促 す 価値 のあ る情

報 ～知 識 の 「プロセス」 をデ ザ インす る新 しい情報 産業へ と、 ビジ ネス創 造

の可能 性 は広 が る筈 であ る。 しか も、 この 「情報の 理解」 とい う意味か らす

れば、 その ノウハ ウを蓄積 してい るのは当のデータベ ース産業 ばか りで な く、

それ を使 い こな し独 自の視点 で編集 して いるヘ ビーユ ーザ に も多 数潜在 して

い る と思 われ る。

つ ま り、 「理解 ビジネス」 的なデー

タベ ースの周 辺業態 は、将来 的には

ユー ザ側 か らのニ ュ ー カマ ー の台頭

をも包括 して い る と考 え られ るので

あ る。

以下 、 ワーマ ンの 「情 報 の理 解 」 を

め ぐるエ ッセ ンス を示 してお く。 こ

れ らの シンプ ルだが 奥 深 い思 考 は、

今 後 のデー タベ ース の組織化 に とっ

て も有益 な視 座 を提 供 してい くこと

になるだ ろう。

・情報 を組織 立てる方法 は、た った5つ しか ない

す べ ての情報 は、ア ル フ ァベ ッ ト、時間 、 ヒエ ラル キー、 場所、

カテ ゴリー で割 り切 れ る。情 報 は無 限で も、 そ れ を構 造化 す る方法

には 限 りが ある のだ。 情報 を語 りたいその ス トー リー に よっ て、単

位 の翻訳 、順 番 を決めれ ばい い。

・ 「地 図」 の力 を再 認識 しよう

地 図 は全 体 にお ける現在 の位置 を指 し示 して大 きな安 心感 を提供

し、 また他 人 と認識 を共有す る手立 てを与 えて くれ る 。地 図 は単 な

る地 形の描写 だ けで な く、無 限の表 現方法 に通 じる。 た とえ ば ロー

ンの 申請書 は願 望 を実 現す る ルー トを示 した地 図であ り、買 物 メモ

は食料 品店 へ出 か ける際の地 図だ。 グ ラフやチ ャー トも地 図 のバ リ

エー シ ョンであ り、 さまざ まな出来 事 をア イデ ア たっ ぷ りの 地図に

翻訳 す ること も興 味深い。

(→次第GISの 項 を参照)
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・ 「情報 の理解」 に関す る ワーマ ンの10の 教 え

1.学 習 とは、何 に関心があ るのかを忘れ ないでい る ことだ。

2.ひ とは、す で に知 っ てい る ことの関係 におい てのみ 、 ものご とを

理解 す るこ とがで きる。

3.情 報 をク リエイテ ィブに組み換 えれば、そ こに また新 しい情報が

生 まれ る。

4.「 理解 す る」 とは常 に道 の りであって、あ る地 点で はない。そ し

てその道 は、 もの ご と を関係 づけた時 に浮か び上が る模様 の中に

見いだす ことがで きる。

5.「 理解す る」 とは単 純化 す ることで はな く、明確化 す るこ とであ

る。

6.様 式 は、情 報 デザ イ ン列車 の乗客 にな り得 て も、決 してエ ンジ ン

にはなれない。

7.知 らない とい うことを認め てはじめて、 ひ とは学ぶ ことがで きる。

何が うま くい かないの か を探 し当てる ことが、学習 の きっかけを

つ くるのだ。

8.理 解 を促 す もので ないの な ら、規則や正確 さに意味 は ない。

9.情 報 の構 造 は、伝 え ようとす る情報か らひ とりでに浮かび上が る

ものだ。

10.優 れた問い を発す れ ば、答 えはす で にその 中にあ る。

4)地 図ベースの情報編集の重要性

●GISの 現状

「地 図」 は、情 報 を具体 的 な形 で検索 、表示 、理解 す る上 で格 好の形態 で

ある。(前 項 の ワーマ ンの発言参照)

最近 で は、 自動 車 に よる カー ・ナ ビゲー シ ョン ・シス テムの普 及が、エ ン

ドユ ー ザ ・レベル で の地図情 報 の利 用範 囲 を広 げ て お り、地 図 をベ ースと し

た情報 の組織化 が デー タベー ス の高 度化 にとって、 大 きな意味 を持つ と考 え

られ る。

既 に 地図 ベー ス の情 報 シ ステ ム(GIS:GeographicInformationSystem)を

開発 してい るところには、次 の ような機関、企業が あ る。

・国土地理院

国土地理 院で は、地 図の基礎 デ ータを収納 した 「数値 地図」 をフロッ

ピー デ ィス ク形 式 で発 行 してお り、 民 間の 業者 が これ を利用 して地

図情 報 システ ムを開発 す る 目的 に提供 されてい る。

数値 地図 は、5㎞ 四方 の道路や鉄道 、 地名、建物記号 、境界線 を収 め

た もの と、10km四 方 の等高線 を収 めた もの、80km四 方 の海 岸線 と境
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界線 を収めた ものの3種 類 を発行 してい る。

また、1/25000地 図 は、 修正 版の作 成の たび ご とに電子 化 を行 う予

定で 、既 に榛 名 湖 な どが デジ タル版 で発行 され てい る。 また 、 「日

本国勢地図」 の電子化 も開始 してい る。

・東京 ガス

東京 ガスで は85年 頃 まで、管路 の敷設状況 な どを示 した紙 の地図2万

8000枚 を保存 し、年 間30万 件 に のぼる工 事 の たび に手書 きで修正 を

加 えてい た。

これを入力費用14億 円 を投 じて電子 化 した 。現 在 では 同社 の営業 区

域 にある4万3000km、500万 軒 の建 造物 のデ ータが全 てGIS化 され、

各営 業所 な どで利用 で きる よ うにな ってい る。 同社 に よる と図面修

正 な どの手 間 が減 り、年 間で22億 円の経費 削減 に つ なが った 。緊急

車両 にパ ー ソナ ル ・コ ンピュ ータを搭 載 して、 現場 で 即座 に 地図情

報 を呼 び出せ る システ ムや、 電話回線 を経 由 してペ ン入力 で きる携

帯情 報端末 で地 図情 報 を利用 で きる システ ムにつ い て も、導 入実験

を行 っている。

・ゼ ンリン

民 間 の住 宅 地図出版社 、ゼ ンリンは、現 在で は 日本の総 人 口の96%

に相 当す る地域の住 宅地図 を発行 している。

同社 で は倉庫 に紙や フィルム の状態 で保管 していた40万 ペ ージの原

図が火 災 で消失 す ること を恐 れ、1982年 よ り地 図の 電子化 に着手。

86年 に はパー ソナル ・コン ピュー タで地 図 を検 索 表示 で きる システ

ム を開発 してい る。

現在 で は、大都市 を中心 に500以 上の市 町村 の住 宅地 図 を電子化 して

お り、消防 、警 察、金 融、不 動産 、宅配業 、 カー ナ ビゲ ーシ ョン ・

シス テ ムな ど様 々な分 野 に利 用 され てい る。 これ らの分 野で は、そ

れぞ れの機 関 や企業が 保有 している独 自の デー タを付 加 して 地図情

報 システ ム として利用 してい る。 また、最 近で は住宅 地 図の デー タ

を基 に建 物 の立体形状 まで再現 した3DCGに よる地 図シス テ ム も試作

してい る。

この よ うな形で 、個別機 関が 地図 情報 システ ムの 開発 ・導入 を進 め てい る

が、 問題 は、 こう したデー タが、個 々の 機関、企業 でバ ラバ ラ に入 力、組 織

化 され 、相互 の連 携が ない とい うこ とで あ る。前項 で米 国スマ ー トヴァ レー

の 「BADGER」 を取 り上 げた が、一つ の統合 化 されたベ ースの上 に 、様 々な

機関 や企 業が個 別 に保有 して い る情報 を多重 的 にア ップ し、 ネ ッ トワーク を

通 じて どこか らで も活 用で きる シス テム にま とめあ げてい くこ とが不可欠 に

なろ う。
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また、GISは 単 に都 市計 画 や防災、 インフラ事業 に役立つ だけで はない だろ

う。カ ーナ ビが普 及 してい る ことを突破 口と して、 生活者 レベ ルの新 しい 情

報 ア プリケー シ ョン/コ ンテ ンツを生み出す可能性が ある。

現在 の カーナ ビの地 図 システ ムは、 目的地 に効率的 に辿 り着 くことだけ に

主 眼 を置いてい るが 、む しろ他 の コ ンテ ンツ と結 び付 いて、 「ドライヴ ィ ン

グ(空 間移動」 を全 く新 た な、楽 しい経 験へ と転 化 させ るツー ル となる こ と

も可 能だ ろう。

例 えば 、 オース トラリア 先住 民の アボ リジニ は、何 世 代 に もわ た る一族 の

「移動」 の心理的 な地 図 を歌の形で継承 している。それ は 「ソング ・ライン」

と呼ば れ る もので 、 アボ リジ ニ達 は家族 ごとに異 な る内容 の歌 に込め られ た

地理 や気象 の知識 を読 み解 きなが ら、旅 を続 ける。 デ ビ ッ ド ・デ ヒー リ(在

日の メデ ィア環 境研究 者)は 、カー ナ ビ とカーAVシ ス テム の統合 に よって

「車載 メデ ィアに よるハ イテク ・ソング ライ ン」 とで もい えるア プ リケーシ ョ

ンを作 れ ば面 白い、 と指 摘 している。各地の土地 に まつ わる音楽 や詩、俳句、

あ るい は絵 画 や写真 な どの多様 な知 識が 、GPSと 連 動す る ことに よって走行

す るク ルマの フロ ン トグラス や端末 のデ ィス プレイ に表示 され 、 ドライヴ ィ

ング(空 間的 な移 動)が 異 な る時 間(歴 史)へ の旅 と重 なって い く経験へ と

変化 してい く。

こう した生活者 よ りの ア プ リケー シ ョン開発 が、地 図 ベースの デー タベ ー

スの新 しい市場 を広 げてい くためには重 要な課題 だ ろ う。

●GISの 普及へ向けて

※GISに 関する参考意見 として、ユーザ専門委員会 ・西村委員(財 団法人都

市経済研究所事務局長)よ り以下のような見解 を寄せて頂いた。

A.自 治体等におけるGIS普 及の必要性

自治体 などにおいて都市計画情報などの地図情報がGIS化 されていないこと

が多い。GISを 既に導入 している自治体 もあるが、全体からみると極めて少数

に留まっているのが現状である。

自治体などにおいてGISが 導入 されていない現状の問題点 をまとめると次の

ようになる。

・一般市民などが地図情報にアプローチしにくい(誰 で も、いつでも利用

で きない)

・固定資産税情 報が都市計画立案 にも有効な情報であるなど、他の用途に

も有効に使える情報が同一の庁内にあるにもかかわらず、他部門の他用

途のためにその情報を活用することが困難な場合がある。

・様々な情報を地図上で重ねて合わせてみる(オ ーバ ーレイ)こ とが困難

なため、多面的で深い分析を効率よく行うことができない。
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・地籍 情 報、各 建物 の情 報 、土地 や建築物 の所有者 に関す る情 報 な ど、詳

細 なデ ータの作成 ・加工 に大変 な手間 と時 間が かか ってい る。

・ 「都 市 計画基 礎調査」 の図面 の ように、紙 上 の地図 に情報 が盛 り込 まれ

てお り、 その 地図の枚 数 に限 りがあ る場合 、複 数のユ ーザが 同時 に使 用

す る こ とが 困難 。

・過去 の地 図が 保存 され てい ない な どの理 由 に より、経年 的 な変化推移 を

追跡 しに くい。

・震 災 な ど災 害時 におい て、紙上の情報 は消失 しやす い。

GISを 導入 す ること に より、上記 の ような問題 点 を解消 す るこ とが期待 され

る。

B.自 治体等におけるGIS普 及の 目的と効果

a)目 的

自治体 な どが所 有す る各種 の地図情 報 をGISに よ り複合化 し、市民 ・行政 ・

専 門技 術者 な ど、誰 もがいつ で も使 える 「情報 イ ン フラ」 として整備 し、 こ

れ に よ り、各種 の数値 ・文字 デー タを地 理的空 間 と結 び付 け、 「地 図」 とい

うビジ ュアルな形 で 自由に操 作 ・表示 を可能 と し、各界 ・各種 の情報収集 ・

調 査 ・分析 、な らびにその結果 としての合理的 な意思 決定 などを支援 す る。

b)効 果

・都市計画 などのプランニングや合意形成に飛躍的な効率化、高度化をも

たらす。

・民間セクターへの地図情報の提供拡大と効率化をもたらし、産業活性化

の支援につながる。

・市民に対する地図情報の提供や地図とリンクした各種書類の発行など、

自治体窓口業務の効率化につながる。

・地図情報の迅速な検索や集計、表示が可能となり、自治体の各種業務の

効率化および生産性の向上につながる。

・計画 ・管理行政にかかわる様々な情報をオーバーレイすることにより、

多面的で深い分析が可能となる。

・シミュレーションや応用解析を地図上で効率的に行うことが可能となり、

調査研究の高度化が図れる。

C.自 治体 等へ のGIS普 及の制約条件

・整備 お よびメ イ ンテナ ンスに膨 大 な費用 が かか る(例 えば、 岡山市 の場

合 は毎 年の デ ータ更新 に2-3億 円 、初期 デ ータの作成 に はその3-4倍 の費

用が かか ってい る と思われる)。

・市民 に対す る地 図情報 の提供 を可能 に して も、市民 側 か らの ニーズが 現

状で は少 ない ことが 予 想 され る。 この 背景 には 、 日本 の場 合 「まちつ く
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り」に対する市民参加の意識が育っていないことが上げられる。しかし、

都市計画の立案過程に市民参加が図られてい くであろう近い将来におい

ては、市民にとって身近で詳細な地図情報の需要は必ず発生すると予想

される。既に、合衆国では92年 に発生 したロサ ンゼルス市の暴動事件の

後、まちの再開発プランを市側が三次元CGな どを使 って可視化 して提示

し、市民の意見を募ったという事例がある。

D.GISを 活 用 したデ ータベースの試 案

a)公 図をベース と した詳細 情報 マ ップ

○ ベー スマ ップ.__.公 図(公 図 と1/25000白 図が オーバ ー ラ ップ されると

なお よい)

○入力 情報(例)

・一一筆 ご との土地 に関する入力情報(例)

一 地番

一 地 目

一 土地面積

一 土地所有者(氏 名 ・住所)

一農 地等の転用 の履歴

一各種 法規制 の状 況

(都市計画法.._.用 途 ・建 ぺい率 ・容積 率等 、農振農 用地 な ど)

一 道路 の種類(国 道 ・県道 ・市 町村道 ・農道等)

・建築物 に関す る入 力情報(例)

一 建築物 の形態 を公 図上 にオーバ ーラップ

ー 建築物 の用途
、構 造、階数

一 所有者(氏 名 ・住 所)

一 店舗 ・事務 所 の名称(住 宅 の場合 は居住者 名)

・ライ フライ ンの埋設 状況 に関す る入力情報(例)

一 ガス管

一 上下水 道管

一 電力線

一 通信 回線

b)広 域 的なメ ッシュデー タマ ップ

○ ベ ースマ ップ__lkmメ ッシュな ど

○入 力情報(例)

・メ ッシュの所在 地(市 町村 名、 町名 な ど)

・土 地利用(市 街 地 ・農 地 ・山林 な ど)

・人 口(人 口規模 ・人 口増 減率 ・高齢者比率 な ど)

・産業 デ ータ(工 業統計 ・商業統計 な ど)

・法指 定状況(都 市計画法 ・農振法 ・自然公 園法)
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5)「 属 人 的 」 な 情 報 編 集 と 「個 票 デ ー タ」 の 問題

紀 田順 一郎 の 「日本博 覧 人物史」(ジ ャス トシステ ム刊)は 、塙保 己一 か

ら南 方 熊楠 にいた るまで、百 科事典 や英 和辞典 、植 物 図鑑、地 名辞 書、文 献

叢書 とい った、現 在 の我 々の 知的活動 に欠かせ ない デ ータベ ー ス類 を殆 ど個

人ベ ースで作 り上 げた(あ る意味で は超 人的 な)人 々の業績 をつぶ さに検 証

してい る。

これ まで の電子 デー タベ ースの多 くは、非常 に匿名的 な存在 と して機 能 し

て きた わけだが、 この紀 田の作業が 明 らかに した もの は、優 れ たデー タベ ー

スの決 して少 な くない数が 、実 は匿名的 な、分 業的 な作業 で は な く、あ る特

異 な個人 の視 点 に より組織化 されてい る、 とい う事実で あろ う。

紀田が同書で紹介しているデータベースは以下のようなものである。

・「群書類従」塙保己一

・「新撰東京名所図絵」山下重氏

・「大日本地名辞書」吉田東伍

・「牧野日本植物図鑑」牧野富太郎

・ 「キネマ旬報」

・ 「三省堂 コンサイス英和辞典」亀井忠一

・ 「廣文庫」 「群書索引」物象高見 ・高量

・ 「齋藤和英大辞典」齋藤秀三郎

・ 「平凡社 大百科辞典」下中爾三郎

・ 「実用難読奇姓辞典」篠崎晃雄

・ 「話の大事典」日置昌一

・ 「東京ゲーテ記念館」粉川忠

・ 「南方熊楠菌誌」南方熊楠

これ らの偉 大 な知的資産 の 中には、 「大百 科辞 典」 の ように1000名 の

執筆者とのべ15万 人の編集人員を投 じた近代的作業の産物もあるが、その大

部分は、極めて(特 異な才能 を持った)個 人的な作業の積み重 ねによって実

現されたものである。そして、これらのデータベースは、単に膨大な情報の

断片が蒐集され組織化されていっただけではなく、編纂者個人の独 自性の強

い編集的思考によってその価値が高められ、今日に至るも重要な知的資源 と

して活用されていると言えるのである。

ここで 「属人性」という旧くて新 しい視点が、データベースの今後の在 り

方に重要な影響を与えるであろう、ということを指摘したい。

属人性 とは、単なる 「個人性」などとは若干異なる文化的な概念である。

その典型的な例 というのは、日本の伝統的な文化的資産や日常的な振る舞い

の中に散見される。例えば、家族一人ひとりに異なる箸や茶碗 、湯飲みは属
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人化 された 道具 の代 表 例 で あ り、文 化 的 な行 為一 一 「見 立 て」 や 江戸期 の

「連」 など も属人 性 を重視 した もの とい える。 「見 立 て」 は、千利休 が魚釣

りの 「び く」 を花 器 と して 「見立 て」 た ことが、文化 的 な一種の 「トレン ド」

となっ た ことに端 を発 す る。 それ は、個 人編集 のモ ノ(お よび その背後 に潜

在す る情報)の コ レクシ ョン とい うもの が、多 数の 人 々に よっ て価 値 を認 め

られる とい う文化 の始 ま りで あった といえ るだ ろう。

また、室町以降、江戸期 には広範 な文化 的ム ーブメン トになった 「連」 は、

俳句 や生 け花 、茶 とい った様 々 なサ ロン的な趣 味の ネ ッ トワー クを形成 して

お り、 匿名的 な存 在 の多 数の人々が ネ ッ トワークの 中で、様 々な情報 素材 を、

それぞ れ異 なる コ ンテ クス トの 中で解釈 して意味 を再生産 して い く一 とい

う文化 が 日常化 していた。つ ま り、 イ ンターネ ッ トのWWWの ホ ー ムペ ージ

ように 、様 々 な人 々に よって編 集 された情報 が、 ネ ッ トワーク の 中で縦横 に

ハ イパ ー リンク してい る状 況 が、 デジ タル技術 によ らず に、人 々の身体文 化

の うちに蓄積 され ていたわ けで ある。

個人 のパ ー ソナ ルな視点 か ら編集 された情報 が、極 め て没個性 的 に整理 ・

構 造化 されたデ ー タよ りも、使 い手側 に も大 きな価 値 を与 え うる とい う傾 向

は、実 は今 後のデ ジ タル情報 系 ・マ ルチ メデ ィア に よって、再 び新た な形 で

浮上 して きつつあ る と言 え る。

「編集 」 とい う行為 は、 人間の知 的営為 の中 で最 も重 要 な もの の一つで あ

る。私 達 は 日常的 に、無意識 に様 々な編 集 を行 って い る。昨 日の出来事 を思

い だす、本棚 を整理す る._..こ うした行為 を含 めて、情報 をある視 点 を もとに

組織化す る 「編集 」 は、特に30代 以下 のメデ ィア を多様 に活用 する世代 に とっ

ては 日常 の行為 となってい る。

10代 か ら30代 半 ば までの世代 は、 「ぴあ」 「Hanako」 とい った情 報 雑誌、

あるい は 「東急 ハ ンズ」 や 「LOFT」 といったカ タログ的店舗、 レンタルCD・

ビデ オ な ど、膨大 なある種 の 「生活デ ー タベ ース」 の 中に囲 まれて、そ の情

報化 され たモ ノの 海の 中で 自分 の選択眼 に見合 った もの を取捨 選択 し、 自分

の ライ フス タイル に遍在化 させ る ことが 、意識 しな くて も当 た り前 の行為 と

なって い る。そ こ に、パ ー ソナル ・コ ン ピュー タや ネ ッ トワー クの ような デ

ジ タル メデ ィア技 術 が続 々 と入 り込 もう としてい る とす れば 、若 い世 代 の

「編 集 的 メデ ィア ・リテ ラシ ー」が、 よ り先鋭 的な 形で 開花 し、そ こか ら、

南 方熊 楠の ような超 人 的知性 が デジ タル 的に出現 す る可能性が ない とはい え

ない。

この よ うな、使 い手的 な視 点か らのパ ー ソナ ルな情報 編集が 、 デ ータベ ー

ス の組 織 化 に とって どの よ うな意味 を持 って い くの か。 一つ には 、 もっ と

「パ ー ソナル」 な視 点か ら編 まれたデ ー タベ ース ・サ ー ビスが あ って もい い

だ ろう、 とい うこ とで ある。 ある 「目利 き」 の 「見 立 て」 に よるデ ータベ ー

ス とい うこ とだ。技術 的 にい って も、 メ イ ンフレー ム に よる集 中管 理型で は

なく、 イ ンターネ ッ トWWWの ような広域 分散型 ならば、そ うした属 人的 デー
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タベ ー スが相互 かつ多重 に連 携 して、有 益 なオンラ インサー ビ ス を実現す る

可 能性が あ る。

こうな った場合 、既存 のデー タベ ース産業 は どの ような課題 を抱 えるのか。

単 なる 情報提供 者 、流通の媒介者 として だけではな く、そ うした属人 的デ ー

タベ ー ス の構 築支 援 ビジネス(コ ンサ ル テ ィング、技術サ ポー トな ど)や 、

前述 の 「理解 ビジ ネス」 とい った高付加 価値化 の方 向 を深化 させ る こ とは可

能 だ ろ う。つ ま り、既存デ ー タベ ース産業 は、 これ までの技 術 蓄積 、資産 、

ノ ウハ ウをい か して、属人 的 なデー タベ ースの 自己組織化 をイ ンキ ュベ ー ト

す る役割 が求 め られる、 と考 える。

まだ検 討 すべ き課題は多 いが、い ずれ に しろ今後のデ ータベ ー ス産業 が 、

企 業ユ ーザへ の数値 ・文字 情 報の提 供 だ けで はな く、広範 な 「デジ タル ・コ

ンテ ン ツ」 産業 へ と拡大 して い くた めに は、家庭 ・個人 マーケ ッ トとい う生

活者領 域 におけ る、情報活用 の 身体行為 ・文化 を的確 に把握 し、 それ をデ ー

タベース ・デザ イ ンに反映 させ てい くことが不可 欠に なろう。

一方で 、個 人 ベ ースの情 報 の重要 性 とい うこ とで は、 委員会 で しば しば議

論 となった 「個票 デー タ」 の問題が ある。

米国 で は、個 票 デー タを購 入で きるシステ ムが既 に確 立 されて い る。個 票

デ ー タの最 大 の問 題点 は、調 査 され た個 人の プライバ シーの保 護 だが 、デ ー

タの利 用者 に とっ ては、サ ン プル に表記 される個人 名 は関心外 で、名前 さ え

表示 され なけれ ば個 票デー タが即座 に利 用で きる こ とが望 ま しい 、 とい う意

見が あ る。

大 阪大 学 の猪木 武徳教授 は、労働 力調査 のた めに個 票 デー タを購入 し、米

国の労 働力 を職業 別 に、収入 ・年齢 ・勤 続年 数 ・経 験年 数 とい ったデ ータ を

個 票ベ ースで調べ る ことが で きた とい う。

日本で は、 これ に比較す べ き個 票 デー タを入 手す るこ とはで き ない。 「賃

金 セ ンサス」 とい う統計 デニ タは存 在す るが、集計 され た数値 は入手で きて

も、調 査段 階 の個 票 に戻 って研 究者が再 集計で きる ようにはな ってい ない 、

と猪木教授 はかた ってい る。

日本 の 統計 シス テ ム自体 は種 類 、量 、質 のす べ ての面 で世 界的 にみて も優

れ てい るが 、猪 木 教授 の ような学術研究 における個 票 の利用 可 能性 は限 られ

てい る。官庁 での 研究会 な どで は個 票 を入手 で きる可 能性 もな くは ないが 、

デー タへ のア クセス の平等性 、研究 内容 の 自立性 な どを考 える と改 善の余 地

が大 きい 、 と される。

こうした意見がある一方で、データベース利用の拡大に伴い個票データが

流出す るという危険に対 しては、十分に配慮する必要がある。民間事業者が

独 自に個票データの提供などを始めた場合はどうするのか。個票データの利

用に関するガイ ドラインの設定や、暗号技術などによるデータの防護が重要

な課題として指摘できる。
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2-3デ ジタル著作権と情報利用システムの新パラダイム

1)デ ジタル著作権の考え方

一 「所有権」とともに 「利用権」 「共有権」の必要も

著作権は、知的財産権の一部であり、人間の思想や感情の表現である文書、

芸術作品などの保護を目的とした権利である。本来は文学、美術、音楽といっ

た表現を対象としてきたが、現在ではその適用範囲はコンピュータ・プログ

ラムやデータベースといったデジタル情報にまで及んでいる。

著作権法によると、著作権は他人に譲渡できる著作者財産権(狭 義の著作

権)と 、他人に譲 渡で きない著作者人格権、さらに著作隣接権に大別されて

いる。

このうち、著作者財産権は、複製権、上演 ・演奏権、放送権、上映権など

が含まれ、著作者人格権には、公表権、同一性保持権、氏名表示権が含まれ

る。また著作隣接権には、録音権や録画権など、実演家や放送事業者、レコー

ド製作者に関する権利が含 まれる。

こうした著作権 システムの枠組みの中に、デジタル情報、とりわけマルチ

メディア情報を当てはめることは極めて難 しい問題を浮上させることになる。

例えば、既に存在している複数の映画や音楽のデータを組み合わせて編集

するマルチメディア作品の場合を考えてみると、オリジナルの映画のデータ

からある特定のシーンを抽出 して、別の文脈で編集することは、著作者人格

権の一つである同一性保持権(著 作物 をむやみに改変 させない権利)を 侵害

す る可能性がある。

また、映画や音楽、写真などの著作物は、それぞれに規定される権利が異

なっている。例えば、複製権はすべての著作物に規定されているが、映画の

著作物にある上映権 ・頒布権はその他の著作物にはなく、逆に貸与権は映画

の著作物には存在 しない。こうなると、映画と写真、音楽を組み合わせたマ

ルチメディア作品に頒布権や貸与権をどう認めるのか、不明瞭な点が多々あ

る。

こうした現状の著作権システムとマルチメディア的な情報利用の間のギャッ

プは、放置されたままでは、データベースを含む情報コンテンツ産業の発展

に大きな障害になることはいうまでもない。

現在、文化庁では著作権審議会マルチメディア小委員会を設置 し、デジタ

ル時代へ向けた著作権のあ りかたを見直す議論を進めている。 さきごろまと

まった報告書では、例えば音楽著作物などに認められている 「二次使用料請

求権」 を、放送事業者などの商用目的以外に、通信カラオケの ような個人利

用の色合いの濃い個別配信にも適用できるように提言 している。また、単な

る報酬請求権だけではなく、実演家などにその都度承諾を求める 「許諾権」

の導入、コピー ・プロテクトの解除装置を製造 ・販売する者の刑事罰の対象
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化、創作性のないデータベースなどの製作における情報のデジタル化権の確

立などを検討課題に加えている。

このように、これまで欧米諸国に比べ遅れがちだったデジタル時代の著作

権に関する議論が始まりつつあるわけだが、現行の著作権システムの延長上

で、 「対症療法」的にその改善策を考えていく、という従来のアプローチで

は、デジタル時代に相応しい著作権システムを構築することは限界があるの

ではないか、という指摘 もある。

既存の著作権システムは、物質的に定着された情報(表 現)を 基本に発想

されている。 しか しながら、デジタル情報には、物質的な媒体を問わない相

互利用、際限ない複製可能性 などといった特性が備わっている。こうした特

性を無視して、旧来の 「モノ」的発想だけでデジタル情報の著作権を規定 し

ようとすれば、情報経済のポテンシャルを見失い、知的資源の埋没すら招 く

恐れもありうる。

デジタル時代に向けて検討されるべき新たな著作権システムについては、

単純な物的所有の発想ばかりに捕われるのではなく、むしろデジタル情報の

多様で円滑な活用を前提として、新しい諸権利の枠組みと、情報流通のアー

キテクチャーを同時に考えていくことが必要なのではないだろうか。

デジ タル情報 の流通 にお いて、そ の創製 ・所 有 の権 利 を一方的 に行使 ・宣

言す るだけで はな く、む しろ積極 的 に 「フリー」 で あ る ことの 特性 を重視 す

る傾 向 は、既 に顕 著 な動 きとなってい る。例 えば フ リー ウェア や古今東西 の

重要 な 文献 をボ ラ ンテ ィア的 にデジ タル化す る 「グ ー テ ンベル グ ・プロジ ェ

ク ト」 な ど。 また 、 フリー ウェア を無料 で提供す る 一方 、その 技術サ ポー ト

や コンサルテ ィン グを有料 で 行 う情 報 ビジネス(シ グナス ・サ ポ ー ト)も 登

場 して いる。それ らは、デ ジ タル情 報 を 「エ ンク ロー ジ ャー」(囲 い込み)

す るの ではな く、広 く公 開す る ことで利 用 を促 進 し、そ れに よ って知的資 源

の総体 を よ り豊 か に してい こ う、 とい う発想であ る。

デジ タル的な知 的資源の豊饒化へ 向けては、従来 の著作権 の保護 とともに、

利用 者 に とっての利 用の 円滑 性 な どを考慮 した、新 しい諸権利 た とえ ば

「利 用 権」 「共有 権 」 などとい った、総合 的 な 「情 報権 」 の検 討 も不可欠 に

な るだろ う。

もち ろ ん、 こう した 「利 用 者主導 」 の新 しい 情報権 の 考 え方 が登場 した か

らとい って、知 的資源 の所有 ・制作者 の権利 が阻害 され ては本 末転 倒 とい う

こ とに なろう。問 題 は、著作 権 の権利者 と利用 者 の双 方が とも に利益 を得 る

こ との で きるよ うな、バ ランスの とれた円滑 な情報 利 用の仕組 み を考 えて い

くこ とで あ る。

その意 味で、次 項 で述べ る 「超 流 通」 と 「コ ピーマー ト」 は、 そ う した 新

しい考 え方 を具体 的 な提案 レベルで示 した ものと して注 目されていいだ ろう。

一59一



[データベース検討委員会 ・中間報告]

2)情 報流通の 新 アーキテ クチ ャー

A)超 流通

●超流通とは?

超流通は、1983年 に当時筑波大学の森亮一氏(現 在 は神奈川工科大学教授

で、超 流通研究所 を主宰)が 、デジタル情報の円滑 な流通を目指 して提唱、

発明した概念である。(発 明 とあるのは森氏が特許 を取得 しているため)

簡単 にいえば、超流通 とはデジタル情報を 「所有」ではなく 「利用」を前

提とすることによって流通させ、利用者にとっての利便を確保すると同時に、

情報の生成者が正当な経済的リターンを得ることを可能にする仕組みである。

際限な く複製可能というデジタル情報の特性を積極的に生かし、コピーを前

提とした社会インフラを作ろうという発想である。

■超流通システムの一例

職 遠ソフトウ,アの実行 借用限度の齪一口網

綱 llクレジット伝票コ

.量 。＼ 漉
クレジットカード会社

現在 の ソフ トウ ェア、デ ジ タル情 報市場 にお い て問題 となって い るのは 、

「際 限 な くコピー 可能で、劣 化 しない」 とい うデジ タル情報が 本来備 えて い

る素晴 らしい特 性が、現行 の 「モ ノ」 的な流通 と知的所有 の枠組 みの 中で は、

メ リッ トにな るど ころか、情 報 産業 の発 展 を阻害 させ る混乱要 因 となって い

るこ とであ る。現 在 の流通 シ ステ ムの 中 では、デジ タル情報 の制作 者の権 利

を守 る には、利用 者 の利便性 ・快 適性 を犠牲 にす る しか な く、多 くの場合 、

進歩す るコ ピー技 術 に対抗 してデ ジタル 情報 の利用 に制約 を加 える(コ ピー

プロテ ク ト)な ど、本来 あ るべ き理想 の 姿 とはかけ 離れ た方 向 に向 かってい

るのが現 実であ る。

これに対 して超 流通 で は、情報利 用 者の利便 性 を最 大 限に考慮 しつ つ、情

報提供 者 の諸権 利 も同時 に守 るために、 「モ ノ」的 発想 か ら離 れた、新 しい

時代 の流 通 アーキテクチ ャーを 目指 そ う としたのであ る。

森氏 に よれ ば、超流 通の定義 は次 の ようになる。
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1)情 報利用者 はデジタル情報(コ ンピュータ ・プログラムのような実行型

情報および映像 ・音楽を含む参照型情報の両方を含む)を 、ほとんどま

たは無料(媒 体手数料程度)で 入手す ることが で き、情報提供者(メ ー

カーまたは個人)が 指定 した条件のもとでいつで も利用できる。

2)情 報提供者は、その情報の利用を許可する条件(通 常 は料金の支払い)

を指定で きる。

3)情 報提供者が指定する以外の改変は防止される。

4)以 上の各項のために面倒な手数 を必要としない。

●超流 通の機能

具体 的に、超流通 は以下 の ように機能す る。

・超流通 に もとつ くソフ トウェア(Sソ フ トウェア)は 、超流通 システムを

実現 す るため の 「利用 条件」 な どを設 定 した 「超流通 ラベ ル」 が電子 的

に添付 されている 。情 報提供者 の側 はこう したSソ フ トウェ ア を、任意 の

経 路(ネ ッ トワー ク、CD-ROM、 デ ータ放送 、そ の他 の 電子 メデ ィア)

を通 じて、大 量 かつ安 全 に提 供す るこ とがで きる(お そ ら くは デー タは

暗号化 される ことになるだろ う)。

・一方、利用者 はSソ フ トウェア の利用契約 をセ ンター との間で結 び、利用

料 金 の支払 い 口座 を登録す る。 この 口座 は、利用者 が使 うSコ ン ピュータ

(超流 通 ソフ トを利用 す るためのSUM=Sk)ftwareUsageMonitorf寸 きのデ

ジ タル情 報機 器)のID、 または利用者 自身のIDと 対応 してい る。

・利用者 は提 供者 が様 々な経 路で配付す るSソ フ トウェア を手 にい れる。 こ

の場合 、友人 な どか らの コ ピーで も構 わ ない。利用者 がSソ フ トウエア を

使用 す る と、そ れを使用 したコン ピュー タの 内部でSUMが 作 動 し、使用

記録 が生成 される。

・使用 記 録 はあ らか じめ設 定 され た条件 に従 って、 ネ ッ トワー クなどを通

じて電子 的に回収 され、セ ンターへ転送 され る。

・セ ン ターでは使 用記録 を もとに利用者の 口座 か ら料 金 を引 き落 とす。 こ

の収 入 の中か ら、流 通 システ ム を維持 す るため の手数 料 を差 し引い た分

を著作権者(提 供者)に 送付す る。

この場 合 、セ ン ター とあ るのは、 現在 のパ ソ コン通信 サー ビス の大部分 が

そ うで ある ように 、ク レジ ッ ト会社 が業 務委託 して も構 わない 。 あるいは 、

別項で 述べ る電子 貨幣 に よる 支払い シス テムが実用 化 されれ ば 、事後 的 な決

済で は な く、利用 のたび ごと に使 用記録 とと もに電 子貨 幣で料 金 をリアル タ

イムで支払 うこ とも可能 にな る。

こ うした シス テ ム を維持 す るため に前提 とな るのが、 超流通 ラベルの存 在

で ある 。デジ タル情報 に電子 的 に添付 され る超流通 ラベ ルには 、様 々 な使 用

条件 を設定 す る こ とがで きる。一般 的な もの として は、一 回の 利用 ご との 課

金 や 自動買 い取 りだが、 この ほか に も試 用課金 、試 用 数 回 まで 無料で後 は 自

一41一



[データベース検討委員会 ・中間報告]

動 買 い取 り、買 い取 り後 の返 金 、無料 だが使用 状況の 報告 を義務 づ ける_.

な どが考 え られ る。

森氏 らは1986年 に最初の試 作 シス テムを、89年 には実用化 を意識 した第二

の シス テムを開発 してい る。 これ らはす べ て通常 のパ ーソナル ・コン ピュー

タ上 で実 現で き、SUMを コプ ロセ ッサ 用 のイ ン ターフェイ スに装着 す ること

で実現 してい る。CPUへ の機能 の組 み込み も十分可能だ とい う。

また、88年 にはSUMへ の適 用 を想定 した三次元ICに よる保護容器 を試作 し

てお り、超 流通 ラ ベル などの 改変 を不可 能 にす るセ キュ リテ ィ上 の技術 につ

いて も開発 を進 めている。

●超流通の意義

森氏は、超流通の効果を次のように説明している。

A)ユ ーザ にとっての利益

・まだ購入 して いない ソ フ トを含 むすべ ての ソフ ト(コ ンテ ンツ)を 手元

に持 ってい る ようにな る。 あ たか も 「自宅の冷蔵庫が コン ビニエ ンス ・

ス トアに直結 してい るかの よ うな」感覚 を得 られる ようになる。 これは、

家庭 に電気 や ガス、水 道 の ア クセスが あ り、使 用 した分 だ け支 払 うのと

同 じこ とであ る。新発 売 の ものか ら数 年前 に発 売 され た定評 あ る ものま

で、 世界 中 にあ るコ ンテ ンツ のほ とん ど全 て を、ユ ー ザ は手元 に引 き寄

せ てお くことが 可能 になる。

・最 新の ソフ トウェアを友人 ・知人 の間で交換 しコピーす るこ とは 「当然」

の行 為で あ り、流 通業 者 や制 作者 に とっては コ ピーが 増大 して多数 の人

手 に行 き渡 る ことを歓 迎す る よ うにな るだろ う。知 り合 いがそ の ソフ ト

を持 ってい な い場合 で も、ネ ッ トワー クで即座 にダウ ンロー ドして入手

で きる。

・支払 いが簡単 になる
。現 在 の流 通手段 で は異 なる企 業で は もちろん、個

別 の 商品 ご とに個別 の 支払 い 手続 きを必要 とす る場合 が多 いが 、超流通

で はすべ ての サ ー ビス の支払 い をセ ン ター経 由で一括 して行 う こ とがで

き、煩雑 さが ない。

・超流 通 の浸透 に伴 って 、 よ り多 様 な各種 の 情報サ ー ビスが副 次 的 に生 ま

れ て くる。

B)プ ロバ イ ダー/デ ィス トリビュー ター に とっての利益

・コン テ ンツの流 通業者 あ る いは制作者 は、一枚 数 十 円か ある い は無料 で

CD・ROMに 多 数の ソ フ トを載せ て配 付 す る こ とが、非 常 に よい宣伝 にな

り、 潜在 的な マーケ ッ トを掘 り起 こす ことで売 り上 げ を伸 ばす 方法であ

る こ とを認識 す るよう に なる。 もちろ ん、それ をネッ トワー クで行 うこ

と も増 えるだろ う。

・超流 通 に よる ソフ トウ ェア市場 に は、不 法 コピーの 海賊 版が 存在 しな く
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なる ため、売 り上 げは結果 と して現在 の ソフ ト市場 よ りも数倍 も増 える

だ ろ う。 また 、 ソフ トウェアの 「量 産 」=コ ピーはユ ーザ 自身 に よって

自発 的に行 わ れ るため 、制作 者 は新 しい ソフ トウェア の開発 な ど、 より

創 造的 な業務 に集 中で きるようになる。

・バ ー ジ ョンア ップに付 随す る手 間が省 け る よ うにな る。新 しいバ ージ ョ

ンを ネ ッ トワー クにア ップロー ドして お き、そ の 旨を広報 す れ ば、後 は

ユー ザ の 自然 な流 通経 路で即座 にバ ー ジ ョンア ップが な され る だろ うか

らだ 。バ ージ ョンア ッ プのた び ごとに ユーザ にパ ッケ ージで郵 送す る必

要 はな くなる。

・超流 通 の浸透 に よって、本来の意味での市場 原理 が機能 する ようにな り、

優 れ た ソ フ トウェアの売 り上 げが伸 び 、悪 い ソ フ トウェア は市 場 か ら急

速 に駆 逐 され るだろ う。 また 、市場 に多数 の ソ フ トウ ェアが 出 回る こと

は、製 品の 「バ グ」 が それだ け早期 に発見 され 、迅速 に修 正 さ れる こと

も意 味す る。 これ に よ って ソ フ トウェ アに対 す る社会 的 な信 頼 性 も高 ま

る。

・超流 通 は、 ソ フ トウェ アの部 品 産業の興 隆 ももた らす だろ う。 オブジ ェ

ク ト指 向 プロ グラ ミングは、 オブジェ ク トの再 利 用 を可能 にす るが、そ

れ に加 えて超 流通 の仕 組み を組み込 む こ とで 、 オ ブジ ェク ト流 通の料金

精算が可 能に なる。

B)コ ピ ー マ ー ト

● 「著作権市場」の考え方

京都大学法学部の北川善太郎教授は、マルチメディアなどデジタル情報の

制作 ・利用に対応した著作権のシステムを考案している。

デジタル技術の時代には、どのような作品であれ簡単かつ安価 にオリジナ

ルと同質のコピーが可能であり、そうしたコピー行為は今や生活の一部になっ

ている。こうした時代に見合った制度を創るべきだ、と北川氏は主張してい

る。デジタル時代 におけるコピー利用はますます多角化 してお り、生活に深

く関わってくる。特に、マルチメディア的な創作物においては多種多様な他

人の著作物を引用=編 集 して作 品化することが 日常化するため、現行の著作

権制度では権利者 とコピー利用者との間にますます深刻な著作権上の問題が

発生する可能性が高い。

これに対 し、北川氏の考 える著作権市場は、著作権者が自らの意志で著作

物の利用条件を定めて情報を提供することができ、一方利用者 は、著作権者

の定める条件で対価を支払い、求めるデジタル1青報を入手することができる、

著作権の取引の 「場」である。
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● コ ピー ・マー トの構成 と機能

著作権市場=コ ピー ・マー トは、大別 して2つ の データベ ースか ら構 成 され

る。一 つ は、著作 者名 や著作物の種 類、簡単 な内容(音 楽 な ら曲の ワ ンフレー

ズ、映像の一部な ど)、 著作物の販売 ・使用許諾条件 な どといった著作権 デー

タを登 録す る 「著 作権 マーケ ッ ト」。 も う一つ は、著作物 その もののデー タ

ベース で ある 「コ ピー ・マ ー ケ ッ ト」 で ある。それ らは一個 の 統 一 された 電

子 的市 場で はな く、種 々の 目的で構築 された多 数の コ ピー ・マ ー トが ネ ッ ト

ワー ク上 に広域分 散 され た形態 を とる ことに なる と思 われ る。

著作 者 は、著作 権 マー ケ ッ トに登 録 する内容 を自由に決 める こ とがで き、

登 録後 もその内容 や取引条件 を変 更す る ことがで きる。 また、 同一 の著作権

デ ータ を、複 数の コ ピー ・マ ー ト(例 え ば個 人利用 専 門 とか写 真 デ ー タ専 門

な ど)に 異 なる条件で登録す る こと も可能で ある。

利用者 は、 コ ピー ・マ ー トを通 じて様 々な著 作物 の著 作権 デ ー タを検索 す

る ことがで き、著 作物 を提供 者 の条件 に応 じて購入 す るか どうか を決め る こ

とが で きる。 コ ピー ・マーケ ッ トに直結 しているた め、 「その 場」 でデジ タ

ル化 された著作物 を購入 す る こ とが で き、 またデジ タル化 され てい ない著作

物 につ いて も、著 作権 マーケ ッ トにア クセス して著作 者 と交渉 す るこ とが で

きる。

コピー ・マー トは当面 、 マ ルチ メデ ィア ・コ ンテ ンツ の ような多重著作 物

の企 画 ・制作 に用 い られ る よ うに なるが 、 この ほか 視点 を変 え る と、学習 ・

研究 ・各種調査な どの ための電子 図書 館 と しての利用 も可能 であ ろ う。 また、

北川氏 が 「単純 だ が需要が多 い」 とす るの は、特定 の作 品の複 製 を電子 メー

ルや宅 配便 ・郵便 な どで入手 す る こ とが で きる、本 来 的 な意味 で の市場 と し

ての利 用で あ る。 つ ま り、デ ジ タル情報 の総合的 な流通機構 と して コピー ・

マ ー トが機 能す るので はないか、 とい うこ とで ある。

北川氏 は、 「著 作権市場 構 想 は、 大量複製 の うね りの なかで著 作権 法制 が

私権 と しての存 立 基盤 を脅 か され てお り、それ を脅威 の原 因で あ る技 術 を応

用 して解 決 しようと した もので ある 。それは、VANシ ステ ム を活用 した契約

を介 して、私権 と しての著作 権 の権利 実現 を保 障す る もので あ り、著作権 体

制 ・高 度技 術 ・ビジ ネスの3者 共存 を可能 にす る..._コ ピー は、 もとは豊饒 の

女神 を意味す る℃opia"に 由来す る。 コピー ・マ ー ト構想 は、現 在 あ ま りに も

暗い イ メージにつ きま とわれ ている コ ピー問題 に、 その語源 に戻 る ような彩

りを与 えるだろ う」 と語 ってい る。

(『 日経 エ レク トロニ クス』1993年6月7日 号 の記事 を再 編集)
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3)電 子 貨 幣 の 可 能 性

暗号技 術 な どを応用す るこ とによ り、 ネ ッ トワー ク上やICカ ー ドでの 資金

の リア ル タイム決 済 を可能 にす る電子貨 幣 システム が各 国で 開発 され始め て

い る。 こう した電 子貨 幣 は、 別項 で述べ た ようなデ ジ タル情報 の新 しい流 通

システ ム(超 流通 、 コ ピー ・マー ト)と 組 み合 わせ るこ とで 、 これ まで の物

財 的 なパ ラダイム に縛 られ ない、デジ タ ル情報 の特 性 を生 か した情 報経済 を

「離陸」 させ る可能性 を秘めてい るので はないか、 と考 え られる。

ここで は、特 に イ ンターネ ッ トで実験 を行 ってい るデ ィジキ ャ ッシュ社 の

ecashを 中心 に、電子貨 幣の問題 を取 り上 げ る。

●ecash(デ ィ ジキ ャ ッシュ社)

オラ ンダ ・アム ステル ダム に本拠 を置 くデ ィジキ ャ ッシュ社 は 、創 業者 デ

ヴ ィ ッ ド ・チ ョウムが 長年 培 って きた暗 号技 術 を使 うこ とに よ り、匿 名 的

(誰で も使 え、誰が使ったか特定で きない)な 電子貨幣 システム 「eキャッシュ」

を実現 した。94年10月19日 、デ ィジキ ャッシ ュ社 か ら100万"サ イバ ーバ ッ

クス"が イ ンター ネ ッ トを通 じて発行 され、情報空 間だけで成 立す る初 め て

の現金取 引 が始 まった。

これ ま で、 ネ ッ トワー ク を通 じて何 か支払 い を行 うた めには、 ク レジ ッ ト

取引が 使 われ るの が当 た り前 であった。 パ ソ コン通 信 の利用料 金 や、 その 中

で デー タベ ース を使 った料金 はクレジ ッ ト会社 が精 算 し、後 か ら料 金が 口座

か ら引 き落 とされ る ようにな ってい る。 ネ ッ ト上 で ク レジ ッ ト番号 を入力 す

る場合 には、悪質 なネ ッ トワーク犯 罪者 に番号 を掠め取 られる危 険性 もある。

これ に対 して、eキ ャッシ ュは、通常 の物 質 的な貨 幣の ように、その場 その

場で支払 い を行 うことを可能にす る。例 えば、あ るソフ トウェア をネ ッ トワー

クを通 じて購 入す る場合 には、ネ ッ ト上 の 「eショップ」 に 電子 メー ルの よう

な形で買い たい 旨の メッセージ とソフ トの金額 に相 当す るeキ ャッシ ュを 「同
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封」 して送 り、そ れ と引 き換 えに商 品が手元 に届 く(ダ ウンロー ドす る)。

eキ ャ ッシ ュの流 れは、 ク レジ ッ トでの取 り引 きと違 って事後 的な 「決済 」

を必要 とせ ず、 「セ ンター」 を経 由す ることはない。eキ ャ ッシュを使 うには、

当然利 用者 は銀行 に 自分 の口座 を持 って い な くては な らない。 口座 か らネ ッ

トワー ク経 由でい くば くかの デジ タルキ ャ ッシュ を引 き出 し、 自分 の手元 に

ある 「電子財布(electronicwallet)」 としてのICカ ー ドあ るいはパー ソナル ・

コ ンピ ュー タにダ ウ ンロー ドす る。後 はネ ッ ト上 で も、実際 の商店で も(IC

カー ドと端 末 を通 じて)商 品 の代 金支払 い に使 うこ とがで きる 。 ク レジ ッ ト

で は不可能 な、他 人 との現金 の貸 し借 りも可能 だ。買い手 か らeキ ャ ッシュを

代金 として受 け取ったeシ ョップ(あ るい は物理 的 に存 在す る商 店)で は、ネ ッ

トワー クでつ なが った銀行 の 口座 にeキ ャッシュ を預 ける(あ るい は実際 の貨

幣 に換金 す る)。

ただ し、電子貨 幣 は、基 本的 には コピーや改 変が容易 なデジ タ ル情報 で 成

り立 っ てい るため 、簡 単 に偽 造 されては貨 幣 と して機能 しない の は言 うまで

もない。この点 に関 しデ ヴィ ッ ド ・チ ョウムのeキ ャッシュは、暗号技術 を使 っ

てそれ を解 決 してい る。

eキャッシュで は 「RSA」 とい う公開鍵 暗号方式 をベ ース と した 「電子署 名」

に よってデ ー タが保 護 され てい る 。銀行 か ら引 き出すeキ ャ ッシュに は、RSA

のアル ゴ リズ ムに 従 ってデジ タルな 「裏 書 き」が な されてい る。銀行 の裏 書

きは、 銀行 だけが 持 ってい る秘密 の暗号 鍵 を使 って行 われてい るため、他 者

に よる改 ざんや コ ピーはで きない(当 の銀行 自身 も一度行 った デジ タル署 名

は否 認す る ことがで きない)。 利用者 が引 き出 したeキ ャ ッシュ は、小 額 に分

けて使 うこ とが で きる。

94年 秋 か らイ ンター ネ ッ トで 行 われてい る実験 では 、実際の 通貨 とは 「両

替」 で きない ものの 、ユ ーザ はデ ィジキ ャ ッシュ社 にア ク セス して100「 ド

ル」(便 宜上 ドル 表示 になっ てい る)を 入手す る こ とがで き、 実験 に参加 し

てい る世界数十 のeシ ョップか ら ソフ トウェアや その他 のデ ジ タル情報 を購入

で き る 。 例 え ば 、WWWで オ ン ラ イ ン 雑 誌 の サ ー ビス を 行 っ て い る

「hotwired(ホ ッ トワ イアー ド)」 で は、 実際 の雑誌 が 発売 され る前 に、一

部の記事 を先 にeキ ャッシュで 購入 す るサ ー ビス を行 っ てい る。 この ような、

情 報 ご との柔軟 な リア ル タイム課金 を実現で きる。つ ま り、eキ ャ ッシュ は別

項 にあ げた 「超 流 通」 システ ム を実現す る上 での重 要 な基盤技 術 にな りう る

ので はない か、 と思 われる。

また、 この実験 に呼応 して、WWW検 索用 ソフ トを開発す る 「ネ ッ トス ケー

プ ・コ ミュニケ ー シ ョンズ」社 も、同社 の検索 用 ソフ トのネ ッ トス ケー プでe

キ ャ ッシュ を使 える ようなシステ ムの開発 を始 めてい る。

デ ィジ キ ャ ッシ ュ社 で は、ユ ーザ 用 の電子 財 布 ソフ トや銀行 ・企 業 な どの

シス テム構 築 を手 がけ るほか、 創業 者 チ ョウ ムはEU(欧 州 連合)のCAFE
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(ConditionalAocessForEurope)プ ロジ ェ ク トの メ ンバ ー で もあ り、eキ ャ ッ

シ ュ を ヨ ー ロ ッパ の 統 合 通貨 と して導 入 す る よう働 き掛 け て い る 。

●その他の電子貨幣システム

・モ ンデ ックス

イギ リスのナ シ ョナル ・ウェス トミンス ター銀行 が、95年7月 か らス ウィ

ンドン とい う都市で約4万 人 を対象 に実験 を始 める電子通貨 システム。 ネ ッ

トワー クで は な く、ICカ ー ドと専 用端末 を使 って利用す る。利用 者 は口

座か ら 自分 の使 う額 をICカ ー ドに引 き出 して、お店 で その カー ドを使 っ

て品物 を買 う ことがで きる。 一見 、ク レジ ッ トカー ドと似 てい るが、支

払い の時 にカ ー ドか らお店 の端末装置 へ現 金 の データが 直接転 送 され る

ため 、 目には見 えないが立派 に現金取 引 と同 じ ように機能 す る。あ る人

の カ ー ドか ら、他 人の カー ドに現金の デー タを転送(つ ま り貸 し借 り)

す る こと もで きる。小 売店 に は地元の 商店 の ほか にマ ク ドナル ドやモ ー

ビル石油 、エ ッソ石油 な どが含 まれ てい る。

・フ ァース ト ・ヴ ァーチ ャル

フ ァース ト ・ヴ ァーチ ャル ・ホールデ ィ ングス は、 ク レジ ッ ト取 引 を

イ ン ターネ ッ トで安全 に行 うための仲 介 サ ー ビス を行 っている 。利 用者

が フ ァース ト ・ヴ ァーチャルに クレジ ッ トの番号 を教 えて口座 を開 くと、

後 は イ ンター ネ ッ ト上 で買い物 をす る時 に利用 者 はフ ァース ト ・ヴァー

チ ャル の口座 を教 えるだけで いい。後 は買 い物 を した イ ンター ネ ッ ト上

の店 と ファー ス ト ・ヴ ァーチ ャルが連 絡 を取 り合 い、 支払い の情報 をや

りと りす る。厳密 にい えば電 子 通貨 で はないが 、複雑 な シス テ ム を必要

とせず 、既 にWWWを 使 ってサー ビスが行 われている。

●電子貨幣の社会的受容可能性

問題は、こうした電子貨幣システムがどのように社会へ浸透していくか?

とい うことだが、おそ らく政府や中央銀行のレベルでは通貨管理の問題も絡

むため、実際の通貨と全 く同じ汎用性を持ったデジタルキャッシュをす ぐに

認めるわけにはいかないだろう、というのが関係者の一致した考え方である。

ディジキャッシュのチョウム氏などは、通貨発行権 を民間企業 に委譲すべ き

との考えを持っているようだが、国家がそれを失うことによる金融秩序の混

乱は避けられないであろうし、いまだ非現実的な考えである。

また、国家財政の面から言えば、ネットワークで流通する電子貨幣の総量

を通貨 ・財政当局が把握することは事実上困難であ り、情報経済が既にかな

りのウェー トを占めている現状からすれば、税金の徴収を難しくすることも

予想 されている。加 えて、95年2月 に起 きた英国の証券会社のデ リバティブ
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(金融 派生商 品)取 引失敗 に よる証券 市場 の混乱 の ように、電子貨 幣の操 作

が世界 的 な金融 システ ム崩壊の引 き金 になる恐 れ もあ る。

さらに、eキ ャッシュの ように匿名性 の高 い電子貨 幣 は、 新た な情報犯 罪を

生 む温床 に もな りかね ない。eキ ャ ッシュ には通 しナ ンバ ー もな く、お金 の絡

む犯 罪(誘 拐 、恐 喝)の 捜査 を難 し くす る ことにな るほか、マ フィア など に

よるマ ネー ・ロー ンダ リング(資 金洗浄)に 使 われ ない ともいえない。実際、

米 国で は財務省 が デ ィジキ ャッシュ社 のeキ ャ ッシュ実験 に圧力 をか け始めて

お り、 その実用化 を危 ぶむ声 を強 くな って きた。

さらに言 えば、 利用者 の ハー ドウ ェアの故障 やネ ッ トワー クの 物理 的な障

害で電 子貨 幣が消 失 した場合 のサポー トを どう考 え るのか、 とい った問題 も

残 されてい る。

以上のように、現時点では電子貨幣の実用化に向けては様々な課題が山積

している。しかしながら、極めて膨大なデジタル情報がネットワークで行 き

交いつつある現在の社会においては、これまでのような 「モノ」的な範疇に

は収まらない経済システムの枠組みが求められていることは確かである。そ

うしたデジタル情報の流通に適した新 しい金融 ・流通の秩序を考える意味で、

電子貨幣システムの実用化は不可欠なテーマとなる。付随する制度や周辺技

術などをより成熟 させ、既存の貨幣制度、金融システムとの共存を図りなが

ら、社会全体のニーズを高めていくことが必要であろう。
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2-4.デ ータベース 関連技術 の近未来 動向

1)情 報 の 構 造 化 技 術

デー タベ ース ・システ ムの高度化 にとって は、膨 大 な情報/知 識 を容易 に

検索 ・表示 可能 な状態 にす る ための構 造化 の技術 が 重要 であ る。 この点 につ

い て は、 イ ンターネ ッ トWWWに 代表 され るハ イパ ーテキ ス トが脚 光 を浴 び

てい るが、 このほ か に も幾つ かのシステ ムが研 究 ・実用化 され つつ ある。 た

だ し、 これ らの多 くは概念モ デル といえ る もので あ り、 ここで は名称 だけ を

列挙 す るに留 めたい。

●統計的、確率的検索

1.SMARTシ ス テム

・この システ ムは、 コーネル大学 のSalton氏 に よって始 め られた文献検索の

こ と(後 述のIndividualInc.の サー ビスに おけ る 中核 技術)。 この シス

テ ムで は、文 献が重 み付 けの された語 の集合 に よって表 され、 文献 の集

合 は語 を構 成要素 とす る行 列 と して表 され る。

2.文 献の クラスター化

3.確 率的順位 付 け原理

●認知 モ デルに よる検 索

1.THOMASプ ログラム

・人 間 とコンピ ュータ との対話 を介 して利用 者 の要 求 をモ デル化 し、そ れ

を基 に して検索 を行 な う発想

2.ASK(AnomalousStateofKnowledge:変 則的 な知識状態)概 念 に よる検

索

3.GRUNDYプ ログラム

● 仲 介 者 に よるエ キ ス パ ー トシス テ ム

1.CONIT

2.CANSEARCH

3.PLEXUS

4.MONSTRAT

5.13R

6.CODER

●ハ イパ ーテキス ト ・システム

一49一



[データベース検討委員会 ・中間報告】

1.MEMEX(ヴ ァ ネ ヴ ァ ー ・ブ ッ シ ュ)

2.TINman

3.Xanadu(テ ッ ド ・ネ ル ソ ン)

4.NLS/Augment(ダ グ ラ ス ・エ ンゲ ルバ ー ト)

5.NoteCards、HyperCard

6.Guide

● 知 的 デ ー タベ ー ス(イ ンテ リジ ェ ン ト ・デ ー タベ ー ス)

1.FORM(FormalObjectRepresentationModel)

2)イ ンテ リジ ェ ン ト ・エ ー ジ ェ ン ト

●イ ンテ リジェン ト ・エー ジェン トとは?

エ ージ ェン トとは、 自律性 を持 ったソフ

トウェア ・プログラムの こ とで あ り、分

散協調型 の情報システ ムや、ヒューマン ・

イ ンター フェイス の開発 に 有効 な解 を提

供 すべ く、研 究活動が 日米 を中心 に現在

活発 に進め られている。今後のデー タベ ー

スの利用 や構 造 を考 える上 で 、極 めて重

要 な技術 要素 として位置 づ け られる。

既 に初 歩 的 なエ ージェ ン ト ・システムは

実用化 され始 めてお り、そ の活用領域 は

ア プ リケ ー シ ョンに も広 ま っている。そ

れ らのエ ー ジェ ン トは、 イ ンターネ ッ ト

の ような商用 データサ ー ビス や公共領域

か ら情報 を収集、選定 し、 また業務(ワ ー

ク フロー)を 自動化す る よう設計 されて

い る。現在実用化 されてい るエ ージェ ン トは、次 の3つ の種類 に分類 される。

A)ア ドバ イ ザ リー ・エ ー ジ ェ ン ト

Coach(コ ー チ):

カ リ フ ォル ニ ア 州 に あ るIBMAImadenResearchCenter、 テ ッ ド ・セ ル カー

博士(Dr.TedSelker)に よ っ て 開発 され た。Lisp(そ の後C++用 に コ ンバ ー

トされ た)プ ロ グ ラ ミ ン グ を教 え る テ ィ ーチ ング ・ア シ ス タ ン ト。 生徒 が 学

習 をす る と き に指 示 や 助言 を 与 え る役 割 をす る 。始 め は生 徒 や 生 徒 の 学 習 パ

ター ン な どに つ い て基 本 的 な 知 識 しか も っ て い な い が 、学 習 が 進 む につ れ 、

エ ー ジ ェ ン トは学 習 者 の 習得 の 度 合 、 プ ロ グ ラ ミ ン グ ・ス タ イ ル 、個 人 的 な
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好 み 、職業上 の関 心 な どにつ いて学 んで い き、 と もに学習す る 時間が長 くな

れば な るほ ど、 よ り的確 な助 言 を よ り的 確 な タイ ミングで与 え て くれ る よ う

になる。

B)ア シスタ ン ト ・エー ジェン ト

利用者 か らの直 接 のフ ィー ドバ ッ クな しに動 くこ とも多 いため 、 ア ドバ イ

ザ リー ・エ ージ ェ ン トよ りも大胆 に行動す る。 よ く知 られてい るの は、Smart

mailboxesとsearchengines、 ほ かに カ リフ ォリニア州 サ ン タクラ ラのEdify社

が提 供す るElectronicWorkforceが ある。

メール ボ ックス は電話、 ファクス、eメ ール、 ペ ージ ャな どあ らゆる電子通

信 を管 理 して くれ る。使い始 めたその 日か ら使用 す る器材 に応 じてメ ッセ ー

ジをい ろい ろ なフ ォーマ ッ トに変換 して くれる。(例 えば ドキュメン ト ・ファ

イル をペ ージ ャ用 にテ キス ト ・デー タに変換 な ど)エ ージェ ン トは、通信 物

の処理 のルール をユ ーザ に聞 くので はな く(あ るい は聞 くだけ で はな く)、

ユ ーザ が それ らを処理す る方 法 を観察す る ことでみ ずか らその ル ールを決 め

る。 さ ほ ど重要 で ない郵便物 は 自動 的に優先 度の低 い フォル ダーへ 、緊急 の

もの は自宅へ 、 とい う ように。

この よ うな メール ・エ ージェン トを設計す る さい に重要 な2つ の要 素 は、能

力(oompeten㏄)と 信頼(trust)で ある。有能 であ るた め に は、 エ ー ジェ ン

トは どの ようなタス クをいつ 、いか に行 うか を決定 しな くては な らない。 ま

た信 頼 され るため には、与 え られた タス クを処理 す る前 に、そ れ は新 しい も

の なの か、 また、 予期 で きない結果 を招 く可 能性 が あ るのか な どを質問 しな

ければ な らない。 この ような性質 はそれ ぞ れのア プ リケーシ ョンご とに備 え

られ なけれ ばな らない。

ア シス タ ン ト ・エ ージェ ン トはア ドバ イザ リー ・エ ー ジェ ン トに くらべ 、

お しつ けが ま しくない。ユ ーザ はそ の分 義務 か ら解 放 され、 よ り仕事の生 産

性 をあ げる ことが で きるが、 このエ ージ ェン トの独 立性 は一 方 で よ り危険 を

もた らす。ユ ーザ はエ ージ ェ ン トをあ ま り管理 しな くて もよい が、 その行 い

につ い てはや は り責任 を もた なけれ ばな らないか らだ。 中には不都 合 なふ る

まいをす るエージェン トもでて くる。この問題 につ いて、SandPoint(マ サチュー

セ ッツ州 ケ ンブ リ ッジ)社 はHooversearchengineを 開発す るにあた り、検索1

件 あた りにか け る費用 につい てシス テム全体 お よび ユ ーザ レベ ルで管理 を お

こない、エ ージェン トが勝 手 な行動 を しない ように監視 す る とい う対 策 を とっ

た。

C)イ ン タ ーネ ッ ト ・エ ー ジ ェ ン ト

WWW(WorldWideWeb)の 爆 発 的 な ひ ろ が りに と もな い 、 そ こで 入 手 さ

れ る膨 大 な量 の1青報 の 管理 を サ ポ ー トす る ツ ー ル に対 す る需 要 が 高 ま り、 そ

の 要 望 を満 たす もの と して エ ージ ェ ン ト(WebCrawlers、Spiders、Robotsな

ど と し て知 られ て い る)が 注 目 され てい る。 これ らの エ ー一一・ジ ェ ン トはWWW
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上 を動 き ま わ り、 そ こで 見 つ けた もの を ホ ー ム ロケ ー シ ョン に 報 告 す る 。 イ

ン ター ネ ッ ト ・エ ー ジ ェ ン トは ア ドバ イ ザ リー ・エ ー ジ ェ ン トや ア シ ス タ ン

ト ・エ ージ ェ ン トの よ う な高 度 なユ ーザ ・イ ン タ フ ェ ース を ほ とん ど もた な

い た め 、 エ ー ジ ェ ン トの ふ る まい につ い て の ル ー ル をめ ぐっ て 論 議 をひ き お

こ した 。

イ ン タ ー ネ ッ トは これ か ら もエ ー ジ ェ ン トの 開 発 の 格 好 の 舞 台 に な るだ ろ

う。今 後 は、 エ ー ジ ェ ン ト同 士 が 情 報 を 交 換 す るエ ー ジ ェ ン ト間通 信 が 将 来

の エ ー ジ ェ ン ト開 発 の鍵 に な る。 この エ ー ジ ェ ン ト間通 信 の基 盤 と な る共 通

エ ー ジ ェ ン ト通 信 言 語 の 開 発 を 行 っ て い る の が 、Stanford'sLogicGroupの

Michael(≧neserethら の 研 究 者 で あ る 。 彼 等 の 開 発 し たKIF(Knowledge

lnterchangeFormat)お よ びKQML(KnowledgeQueryandManipulation

Language)は エ ー ジ ェ ン ト間 の イ ンタ ラ ク シ ョンの基 盤 を なす 。KIFとKQML

の完 全 な仕 様 はWWW上 のhttp://logic.stanford.edu.で 提 供 され て い る 。

● ジェネ ラル ・マ ジックの 「テ レス ク リプ ト」

ジ ェネ ラル ・マ ジ ッ ク にはNTTやNEC、 富士 通、 東 芝 、 ソニ ー、松 下、

AT&T、 モ トローラ 、 フィ リップス な ど国 内外 の大 手企業が こぞ って提 携。

同社 の 開発 したOS「MagicCap」 を搭 載 したPDAの 製 品 化 や 、 通 信 言 語

「Telescript(テ レス ク リプ ト)」 を採用 した知 的通信サ ー ビス の実用化 を進

めつつ ある(PDA製 品につ いて はモ トローラ、ソニーが米 国で発売 。通信サー

ビス 「PersonaLink」 はAT&Tが 提 供の予定)。 おそ らく、次世代PDAの プラ ッ

トフ ォームにおい ては、ジ ェ ネラル ・マ ジ ックがデ フ ァク ト ・ス タンダー ド

(事実上 の標準)と なってい くことは確 実 と見 られ てい る。

ジェネ ラル ・マ ジ ックが 考 えるエ ージェ ン ト ・ベ ース のコ ミュ ニケ ーシ ョ

ン環境 を具体 的 に見 てい こう。

端末の 画面 に は、 ビッ トマ ップ ・グラフ ィッ クスで表 現 された仮想 の 「デ

ス ク」 や 「廊 下」 「ダ ウンタ ウン」 が表 示 され る。例 えば、電 話 やア ドレス

帳や メモ、 あるい は引 き出 しとい ったデ ス ク上 のオ ブジ ェク トには、それ ぞ

れ にサ ー ビス機 能 が対応 して お り、その サ ー ビスの 利用 を支援 す るの にエ ー

ジ ェン トが登場 す る。友人 に メール を書 き、その メ ールにエ ー ジ ェン ト機 能

を付加 させ 「歯 医 者 に行 きた いので、い い 医者 を紹 介 して貰 っ て くれ」 と依

頼 してみ る。す る と、エ ージ ェ ン トは友 人宛 ての電 子 メールに乗 って通信 回

線 を通 して友人 の コ ンピュー タにマイ グ レー シ ョン(移 住)す る。 メール を

受け取 った友人 が 、エ ージェ ン トに活 動 の許可 を与 える と、エ ージ ェ ン トは

コン ピュー タ内の住 所録 を検 索 して彼 の 行 き付 けの 歯医者の情 報 を入手。 活

動 を終 える と再びネ ッ トワークを通 ってユ ーザの元へ戻 り、結果 を報告 す る。

また 、 ネ ッ トワー ク ・サ ー ビス を提供 す る 「シ ョ ップ」(例 えばAT&Tの

「PersonaLinkCenter」)に 行 き、 メール ボ ックスのル ールを作 ってお く。す

る と、 エー ジェ ン トはそのル ールに従 っ てメール を フ ィルタ リ ング して くれ
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る 。

この よ うに、 これ までの ネ ッ トワ ーク ・サ ー ビス ではユ ーザ 自 身が端 末 を

操 作 して行 わな くて はな らなか った情報 の収集活動 を、エージ ェ ン トが代 わ

りに行 うこ とで、 ユ ーザの知 的活動 を支 援す る。 と同時 に、エ ージ ェン トを

送 り出 す時 と返 って くる時だ けネ ッ トワークに接続 す るだけで 済 むため、 通

信 コス トも低減 で きるほか、 通信状 態が不安定 な無 線 ア クセ ス環境 に も適 し

てい る。

旅行 の チケ ッ ト予約 やニ ューズ 記 事の検索 とい った各 種 の情 報 サ ー ビス ・

プロバ イ ダー との 間でのエ ー ジェ ン ト ・コ ミュニケ ーシ ョン も可能 に して い

くだ ろ う。ユ ーザ が 旅行 に行 く計 画 を立 てる場合 、エ ージェ ン トが複数 の プ

ロバ イダーの 「シ ョップ」 を渡 り歩 い て関連 した情報 を探 し出 した り、チケ ッ

トを予約 して くれる ように なる。 この ように、ジェネ ラル ・マジ ックは、エー

ジェ ントを使 った 「エ レク トロニ ック ・マ ーケ ットプレイス(電 子 的な市場)」

の実現 を 目指 してい るのであ る。

● その他 の研究 開発

日本 で の研 究 開発 も活発 に進 め られてい る。 奈良先端 科学技術 大学 院大 学

の西 田豊 明教授 らのグループ では、旅行 プラ ンの 自動作成 を可 能 にす るマ ル

チエ ー ジェ ン ト ・システムの研究 を手が けてい る。 ネ ッ トワー ク環境 に分 散

す る様 々なエ ージ ェ ン トには 、 タス ク全 体 を管理す る 「旅行 計 画エ ージ ェ ン

ト」 や行 き先や移動手段 や宿泊先 を手配す る 「観光エ ージェ ン ト」 「交通 エー

ジ ェ ン ト」 「ホテ ルエージ ェ ン ト」 な どが居 て、彼 らが相互 に ネ ゴシエー ト

しあい なが ら、ユ ーザの 目的や要 望 、予算 にあったプ ランを練 り上 げてい く。

西 田教 授 の グルー プで はニ ューズ ・デー タベースか らユーザの 関心 を引 きそ

うな記事 を収集 し、それ を整理 して提示 して くれ るエージ ェ ントの開発 も行 っ

てい る。

また名 古屋工業 大学で は、 ワー ク グルー プの メンバ ー 間の スケ ジ ュール管

理システ ムへ のエ ージェ ン トの応用 を考 えている。 これ な どは、 グループ ウェ

ア的機 能 どころか 、管理職 の役割 をエー ジ ェン トが 肩代 わ りしてい くよう な

技術 的可能性 す ら予見 させ る。

また、 「イ ンテ ィメイ ト(親 密 さ)」 を追求 したイ ンテ リジ ェ ン ト ・エ ー

ジェ ン トの研 究 と しては、 ソニー ・コン ピュー タサ イエ ンス研 究所 の竹 内彰

一研 究 員 が行 って い る 「ヒューマ ン ・コ ンピュー タ ・イ ンタラ クシ ョン」 の

試 み も特筆 すべ きであ ろう。不特 定ユ ー ザの 自然言語 を理解 し、その発言 内

容 に対 して リアル タイムで表 情 を変化 させ 、 レスポ ンス を返 して くれ るエ ー

ジ ェ ン トの姿 は、 コン ピュー タ ・イ ンター フェ イス のパ ラダイ ムが 、明 らか

にDOS時 代 の コマ ン ド ・ラ イ ンか ら現在 の グラフ ィカルなデ ス ク トップ ・メ

タフ ァー を通 過 し、 さらにそ れ よ りも遠 くへ と進行 しつつ ある こ とを予 見 さ
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せ る。 まが りな りに も現 時点 で、かつ て ア ップル社 が提 唱 した技術 ビジ ョン

「KnowledgeNavigator」 の エージ ェン ト並み に リア ル タイ ムで ユ ーザ と対話

す る イ ンター フェイス ・エー ジ ェン トを実現 している の は、 この ソニーCSL

の シス テムだ けで あ る。現在 、 この研 究 はさ らに進 展 して、二 人 のユ ーザ の

発言 を聞 き分 け、 それぞ れに対 して別々の レスポ ンス をす る 「社会 的エ ージェ

ン ト」の評価 実験 が行 われ てい るところであ る。

こう した 「イ ン ター フェ イス ・エ ージ ェン ト」 は、 「機械 に人 間が合 わせ

てい た ヒューマ ン ・イ ンター フェイス」 を改 善 し、 人 間が 自然 な感 じで機 械

と対 話 す るこ とを可能 にす る技 術 として注 目され る。別項 で述 べ てい る音声

認識 やマ ルチモー ダル ・イ ンター フェイス と合わせ 、デ ータベースの操 作性 ・

編集性 を高め る上 で重 要 であ ろ う。

● エー ジェン トの 社会 的イ ンパ ク ト

この ようなエージ ェン ト技術が 、将 来のデー タベ ース を含 めたマ ルチ メデ ィ

ア的 な情報環境 に与 える影響 は極 めて大 きな もの となる ことが予 見 され る。

エージ ェ ン トが デ ー タベ ース な どの知 的資源 の検 索機 能 をユ ー ザ端 末側 で

自律 的 に行 う よう になれば、大 部分 のデ ー タベース の構 造 は大 き く変 わ らざ

る を得 ない だろ う。 イ ンター ネ ッ トのWWWの よう に、広域 分散型 の デ ータ

の 「プール」の ような ものだけがあ り、それ らは個 々の プロバイダーが 運営 ・

管理 してい る。ユ ーザ はプ ロバ イ ダー ご とに異 なる検索 式 な どには煩 わ され

るこ とな く、 自分 の求め てい る情報 の条 件 をエ ージ ェ ン トに託 す だけで、後

はエ ー ジェ ン トが 自律 的 にそ れ らを探 しだ して くれ る一 こう なる と、デ ー

タベース の提供側 ・利用側 に とって大 きな恩 恵に なるだ ろう。

産業 面 での イ ンパ ク トと しては、 従来 は独 立 した一個 の業態 と して存在 し

ていた 「代 理店」 ビジネス の存 立基 盤が 危 う くな る、 とい うこ とだ ろ う。個

人が そ れぞれの 「分 身」で あ るエージ ェ ン トを使 っ て旅行の予 約 な どの煩雑

なタス ク を行 って しまえば、 それ らの情 報の仲介 で収益 を上 げ て きた代 理 店

産業(広 告 、 旅行 、不 動産__)の 意 味 は大 き く変容せ ざるを得 ない ことは

明 らかで ある。

また、 無数 のエ ージェ ン トが縦横 に行 き交 うデ ジ タル ・ネ ッ トワー クそ の

ものが、一種 の 「人工社会 」(Arti五cialSociety)と 化 してい く、 とい う予見

も指摘 され ている。 その場合重要 なの は、 エージ ェン トとい うユ ーザ(人 間)

の欲望 を反映 させ た主体 で構 成 された人 工社会 を、 いか にク ライ シス に陥 ら

ずに組織化 しうるか、 とい う 「社会 デザ イ ン」 を考 えてい くことであ る。エー

ジェ ン トが個 々人 の欲望 を忠 実 に反映 させた存在 だ とすれば、 野放 図 にネ ッ

トワー ク上 を跳 梁 し、本来 は入 り込む こ とので きな いデ ータベ ースか ら情 報

を収集 す るな ど とい った社会 的害悪 を及 ぼすエ ージ ェ ン トも出 て こない とは

限 らな い。 その場 合 、エ ージ ェ ン トを記 述す るルー ル をいか に作 り、 また 野

放図 なエ ージェ ン トか ら守 る情報 セキュ リテ ィを どの ように実 現 してい くの
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か、 とい う大 きな問題が横 たわって くる。

さらには、エ ージェン トに よる 「エ レク トロニ ック ・マーケ ッ トプ レイス」

の形成 に向け ては、別稿で述 べ る ような 「電子通貨 」 や 「超流 通」 といっ た

情報 経 済 におけ る(物 財 に依拠 しない)取 引決済 シ ステム との 関連 も考 え て

い く必要が あ るだ ろ う。

3)マ ルチメディア情報処理

●音声 入 カシステム～オ ンライン検索の ための音声 技術rLawTALK」

オ ンラ イ ン検索 システムの入 力手段 として の音声 技術 の研 究 は、80年 代 に

ア イルラ ン ドの ベル ファース トにあ るクイー ンズ大学 で、G.Philipと 他 の 同

僚 に より研 究 された。 そこでの研 究か ら以下 の ような提 言が な されてい る。

・利 用 者 はイ ン タ フェースの構 造 を理解 し
、 音声 を入 力 中 に どれ くらい の

情 報 が システ ムに伝達 され るのか知 っ てお くべ きであ る。利用 者が 、入

力 プ ロセスの どの段 階 でシス テ ムが どの情報 を必要 とす るのか 知 る こと

は重 要 である。

・利用 者 は、音 声 認識 シ ステムは ミス を犯 す とい うこ とを知 り、それ らの

間違 い を訂正 し、 システムを トレーニ ングす るこ とが重要で あ る。

・音声 認 識作業 は、で きるか ぎりシステム コマ ン ドを限定す る ことに より、

能率 的 に行 な う。

LawTALKは 、 カ ナ ダのKolvoxCommunications社 に よ り開 発 され 、West

Publishing社 が販 売す る音声 入 力 イン ターフ ェイスで あ る。DBプ ロバ イ ダー

のWESTLAWserviceが 自社DBサ ー ビス の一 環 として提 供 してい る。利 用 開

始 は994年10月 、価格 は995ド ル。

LawTALKは 、WESTLAWサ ー ビス と連携 してお り、DB検 索 の全作 業 をキー

ボー ドを使 わず に行 なうことが で きる。ユ ーザ は音 声認識 の精 度 を高 め るた

め、最 初 に 「不思 議 の国のア リス」 の決 め られた部 分 を読み 、 システ ムは 認

識 で きない 語が あ れば画面 にい くつ かの候補語 を出 し、 その 中 か ら正 しい語

の番号 を声 に出 して言 う。 も し画面上 に 当ては まる語が なけれ ば、正 しい語

のつ づ りを はっ き りと言 う。 この ように して システム を訓練 す る。

LawTALKの 素 晴 ら しい点 に、WordPerfectワ ー ドプ ロセ ッサ へ の ゲ ー トウ

ェ イ 機 能 が あ る 。 「WordPerfectに 行 け 」 と言 え ば 、 そ れ で 起 動 す る。

WESTLAWサ ー ビス か ら検 索 した 文 書 は 一 言 の 口頭 コマ ン ドで 、簡 単 に

WordPerfectに ダ ウンロー ドで きる。

まだ販 売 されて 間 もない ため、ユ ーザの反応 は不 明だが 、英 語 ベ ースの 情

報 シス テムで は、 限定 された語 の範 囲 な らば音声 認 識 イ ンタフ ェースが十 分

実用 的 にな っているこ との一つ の証明 となろ う。
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なお、 日本 で もKDDの 社 内電話 システムに音声 認 識 システ ムが 試験 的 に導

入 され、 ビル内2000人 とい う 「特 定多数」 の言葉 を認識 して 、電話 の取 次 に

利用 されてい る。電話 で使 われる決 まったパ ター ンの会話 を分析 し、 「え一」

「あの」 な どの冗 長 な言葉 を取 り除いて 、あ らか じめ蓄積 して い る多数 の音

声 の波 形パ ター ン と照 らし合 わせ て特徴 の近い もの を選択す る、 とい う仕 組

みであ り、90%程 度 の認識 率 を誇 ってい る。

● マルチモーダル ・イ ンタ フェース

最 も理 想的 な ヒ ューマ ンイ ンター フェイスは 「マ ルチ モー ダル ・イ ンタ ー

フェイス」で あ ろ う。 これは 、音声 は もち ろん、顔 の表情 や身振 りな どを メ

デ ィア 環境 の入 出 力 に使 お う とい う発想 であ る。従 来 の メデ ィア を使 った コ

ミュニ ケーシ ョン は、基本 的 には 「シンボル」(言 語 や画像)を 使 って きた

わけだ が、 これ に対 してマル チモー ダル は、人間が 物理 空間で 自然 に行 っ て

いる よ うな コミュ ニケー シ ョンの多様 な形態 を、 メ デ ィア環境 の 中で も実現

で きる ようにす る わけだ。そ れ は、 これ までの ように 「機械 に人 間が合 わせ

る」 の ではな く、 「人間 に機械 がす り寄 って くる」 こ とで、人 にや さ しい 情

報機器 を実 現 しようとす る技術 なのであ る。

人間の身振 りを認識で きるシステ ムをNTTの 研究所 が開発 している。 「ヒュー

マ ン ・イメージ ・リーダー」 とい うシス テムが それ で 、頭 の動 きや手の指 の

動 きを認識 して、 コン ピュー タの画面 の指示 や操作 を行 うことがで きる。 例

えば、 頭の動 きに つい ては、頭(顔)の 正面 か らビデオ カメラで捉 え、画 像

処理 に よって顔 の 中心領域 を取 り出 し、動 きに応 じてその 中心 とのズ レを検

出す る。 これで 、 顔 を向ける ことで 「はい/い い え」 な どの判 断や画像 の指

示操作 がで きる(も っ とも、 認識 で きる ようにあ る程 度頭 を大 げ さに振 ら な

くて は な らないの が現状 では あるが)。 手の指の動 き も同様 に、 ビデオ カ メ

ラで指 の 曲げ/延 ば しを検 出 して、画面上 の画像 や ウィン ドウを指示 した り、

移動 させ る ことがで きる。

NTT研 究所 で は、 これ に音声 認識 を組 み合 わせ た統合的 なマルチ モ ーダル

の実験 システム を作 ってい る。大画面 に表示 された 文章 を指 で示 しなが ら、

「ここか ら、 ここまで」 と喋 るとその部分 に下線 を引いた り、画面上の メニュー

を指 や声で選 択 して ビデ オの映像 をコ ン トロールす る こともで きる。

●その他の マルチ メデ ィア情報処理技術

・画像圧 縮=MPEG1やMPEG2が 既 に実用化、 デ ジ タル映像 を効率 的 に蓄積

す る こ とが可 能 にな り始 めている。MPEG1ベ ースの ビデオCDが 既 存 の ア

ナログ ・ビデ オの市場 をどう変 えてい くのか注 目され ている。 この ほか、

標準 規 格 のMPEG、JPEGに 比 べ 数段 優 れ た圧縮 率 と復 元性 を持 っ た技術
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として、 「フ ラク タル圧縮」 も開発 され てい る。

・情報 蓄積=現 在 の マル チメ デ ィア媒 体の 主流 は、CD-ROMあ るい はMO

(光磁 気 デ ィスク)だ が 、90年 代後 半以降 の実用化が期待 で きる ものに、

フラ ッシュメモ リな どが あ る。 また、95年 初頭 には国産 メーカーが1ギ ガ

DRAMの 実用 化 を発表 。 これは、 文字 デー タに換算 して新 聞約4000ペ ー

ジ、デ ジ タル動 画 な ら約15分 を蓄積 す る ことが 可 能であ り、一本 の映画

が数 個 の メモ リーチ ッ プ個 に収 まって しまう。 これ までの よう な光媒体

だけ で はな く、高速ア クセス が可能 な超小型 の 半導体 メモ リが 将 来のマ

ルチ メデ ィア ・デー タベースの構 成要素 となる可能性 が ある。

このほ か 、情報 を光の状 態 で蓄積 す るホ ログ ラム ・メモ リの研 究 も進め ら

れ、NTTで はホ ログラム メモ リに30分 程度 の映像 を蓄積 す るこ とに成功 して

い る。

4)ネ ッ トワ ー ク ・イ ン フラ

● ネ ッ トワー ク高度化 の鍵=帯 域 幅

現在 の オ ンライ ン ・デー タベ ース は多 くの場 合(と りわけ個 人 ユ ーザ な ど

に よる パ ソ コン通信経 由の場 合 には)、 アナ ログの 電話 回線 に よる利用が 中

心 とな っ てい る。 しか し、電 話回線 の帯 域幅 で は、 現在実用化 され ている モ

デ ムの最 高速 の機種 を使 って も、28.8kb/sが 最 高であ り、大量 の文書 デー タ

の利用 や、将 来 に増加 が見込 まれ る画像 、音声 、 ビデ オ映像 といっ たいわ ゆ

る 「マ ルチ メデ ィア」 的な情 報の利用 に支障 を来た す こ とは明 白であ る。 こ

の ため 、エ ン ドユ ーザ ・レベ ル におい て広帯域 の ネ ッ トワーク が手軽 に(つ

ま り安価 に)利 用で きることが課題 となってい る。

現在 、NTTが 進 めてい る ネ ッ トワ ークの デジ タル化 に よっ て、全 国の市制

施行都 市級 の地域 で はほぼ100%の 率でN-ISDNサ ー ビスの 利用 が 可能 に なっ

ている。MSDNの 基本 インタフェース ・サ ー ビス(銅 線 を使用)で は64kb/s、

また 一 次群 イ ンタ フェース ・サ ー ビス(光 フ ァイバ ー を使用)で は1.5Mb/s

の帯域 幅 を利用 す ることがで きる ように なる。つ ま り、一次群 インタ フェー

ス ・サー ビスの 「INSネ ッ ト1500」 で は、PCに 通 常使 われ てい る2HDフ ォー

マ ッ トの フ ロッ ピーデ ィス クに蓄積 で きるデ ータが1秒 足 らずで伝 送す ること

が可能 に なるわけ であ る。1.5Mb/sに な る と、MPEG1で 圧 縮 され たデジ タル

ビデ オ 映像 もリア ル タイムで伝 送で き、 マルチ メデ ィア ・デー タベ ースの 利

用 とい う観 点 か らすれば、 この程度 の帯 域 幅の利用 は最低 限必 要 とい えるだ

ろう。現 に、米 国の地域 電話会 社ベ ル ・ア トランテ ィックでは、ADSLと い う

プロ トコル を使 って、通常の電 話 回線(銅 線)でMPEG1の 映像 ・音声 を伝 送

す る 「ビデ オ ・ダイヤル ・トーン」の実験 を一般家庭 を対象 に行 ってい る。
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●ATMと 光 フ ァイバー網

さらに、90年 代 の終 わ りか ら21世 紀 の初頭 にか けて は、次世 代 の通信方式

であるATM(AsynchronousTrensferMode:非 同期転 送 モー ド)が 公衆網 に も

導入 され るこ とに なるため 、エ ン ドユ ーザ ・レベルで156Mb/sと い う広帯域

のイ ン タフェース を利用で きる ようにな る。 この場 合 に は、エ ン ドユ ーザ ま

での光 ファイバ ー敷設 が前提 となる。全 国の家庭 ・事業所 に加 入者系光 フ ァ

イバ ー網の敷設が完 了す るのは2010年 頃 と言 われ てい る。

なお、既 にNTTは 、全 国規模 の 光 ファイバ ー ・バ ック ボー ン(基 幹)網 と

ATMを 使 った 、広帯域 のマ ル チ メデ ィア通信 実験 を大学 ・研 究機関 ・民 間企

業 な ど と共同で実 施 してい る 。例 えば、主 にア カデ ミックな用 途 を想定 した

高速 コンピュ ー タ通信 実験で は 、利用 者側 の末 端 部分 で156メ ガ ビッ ト/秒

の伝 送 速度 を実現 し、文部省 学術情報 セ ンターや 国立が んセ ン ター、東京 大

学 医科学 研 究所 ・京都 大学 化学研 究所 な ど11グ ル ー プに よ り、次 の ような共

同利用実験 が計 画 あるい は実施 されている。

・高速 コン ピュ ー タ通信 実現 のた めのネ ッ トワーク利 用技術 の 開発 ・検 証

(高機 能ル ー テ ィング 、高 速 プロ トコル、 トラ フィッ ク制御 ア ル ゴリズ

ムな ど)

・超高精細 画像伝 送 に よる医療情報 ネ ッ トワー キ ング実験

・遠 隔研 究討 論/遠 隔講義

・マルチ メデ ィアデ ータベ ースの構築 と検索技術 の開発

・ネ ッ トワー ク上 の仮 想研 究室 での共 同研究

・音声 ・画像 を統合 して取 り扱 う高機能電子 メール

・スーパ ー コ ンピュータ連動技術(遺 伝子情 報処理 な ど)

●イ ンフラ面での課 題

ただ し、光 フ ァイバ ー を加入者系 に敷設す るため の工 事 コス トや 、既存 の

アナロ グ電話網 を基準 と した通信料金体 系 の問題 な ど、 こう した広帯域 ネ ッ

トワー クを コン ピュー タ通信 のために有 効 に活 用す る上 で解 決 されるべ き問

題 は少 な くない。

大容量 化 ・マル チ メデ ィ ア化す る データベー ス を安価 に利用で きる よう に

す るに は、 コン ピュー タ通信 の利用 を前 提 と した、 通信 ネ ッ トワークの新 し

い料金体系が早期 に模索 され る必要が あるだ ろう。

その一 方で 、NTTに よ る全 国均 一規模 の通信 ネ ッ トワー ク整備 に対 し、各

地 の都 市 型 ・多 チ ャ ン ネ ル の ケ ー ブ ル テ レ ビ(CATV)と 新 通 信 事 業 者

(NCCs)の 相互接 続 に よる、新 しいデジ タルネ ッ トワー クの構 築が促進 され

るこ と となれば、 マルチ メデ ィア ・デー タベ ース な どのデジ タ ル ・コンテ ン
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ッの提 供基盤 と しては選択肢 が広が るこ ととなろう。既 に、一 部 のケー ブ ル

テ レビ会社 で は、 光 フ ァイバ ー と同軸 ケ ーブルの 「ハ イブ リッ ド」構 成 に よ

る新 しいネ ッ トワ ークを通 じて、 イ ンタ ラクテ ィブ ・テ レビや コンピュー タ

通信 を含 む 「フル サ ービス」 を提 供す る計画 を進め てい る。 この フルサ ー ビ

ス ・ネ ッ トワー クが実現すれ ば、 同軸 ケ ーブル に よる、比較 的広帯域 のデ ー

タ回線 が 、月額 数 千 円程度の料 金で専用 回線 的 に利 用で きる よ うにな り、 大

容 量 のマ ルチ メデ ィアDBの 利用 に とっては大 きな意味 を持つ だ ろう。

米国で は、全 米の7割 の家庭が加 入 して い るケー ブルテ レビの回線 を利用 し

て イ ン ターネ ッ トの接 続サー ビス を利用 で きるよう にな りつつ あ る。 この 場

合 、1.5Mb/sの 帯域 で月額9000円 以 下 とい う低料 金 の もの も出て きて い る。

我 が 国で も、多様 なネ ッ トワー クの利用 環境 が整備 され 、ユ ー ザがその多 様

な選択 肢の 中か ら、 自 らの要 望 に合 った 内容 のサー ビス を利用 で きるよう に

な るこ とが望 ま しい ことは間違い ない。

また、 有線系 の ネ ッ トワー ク以外 に、低 コス トで広域 的 にデジ タル通信 の

ア クセス系 を実現 で きる もの と して、PHSの よ うな無線 ネ ッ トワー ク ・サー

ビス も重 要で ある。

PHSは 、 「コー ドレス電 話の デジ タル化 ・屋外 使用」 とい うイメー ジで捉

えられてい るが、 ネ ッ トワーク構造 としてはMSDN回 線 を使 用 しているため、

低料金 で使 えるコンピュー タ通信 の無線 アクセス系 として有 望な ものである。

特 に、1チ ャ ンネル 当 り32Kb/sと い う帯域 幅は魅力 的で あ り、MPEG4と い う

無線系 での動画圧 縮技術が実 用化 されれ ば、 「モバ イル ・マル チメデ ィア」

の イ ン フラと して も可 能性 を広 げてい くであ ろ う。 米 モ トロー ラ社 の 「イ リ

ジ ウム」構 想や、 イ ンマ ルサ ット(国 際海事衛星機構)に よる 「イ ンマ ルサ ッ

トP」 、マイ クロソ フ トとマ ッコー ・セルラー社 に よる 「テ レデ ィシ ック」 と

い った 、低周 回軌 道衛星(LEO)を 多数使 っ た、衛 星移動 通 信 ネ ッ トワーク

も、地 球上 のあ らゆ る場所 で デ ジタル無 線 アクセス を提供 で きるサ ー ビス と

して期待 されてい る。モ トローラのイ リジ ウム構 想 は98年 か らサ ー ビス を始

め る計画で あ る。

端 末 機 器 の 面 で は、PDA(PersonalDigitalAssistant)やpIC(personal

intelligentCommunicator)と い った個 人 用デ ジ タル情報機 器 との 融合 が大 き

なテ ーマで あ り、別項で述べ てい るGeneralMagic社 の 「TeleScript」の ような

エー ジ ェ ン ト型 通 信 システム との連携 に より、デー タベ ース利 用 の新 しい形

態 を創 りだす もの と期待 で きる。
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5)プ ラ ッ トフ ォ ー ム

●ハ ー ドウェア技術の進 化

ここで い うプ ラ ッ トフォ ームには 、デー タベ ースの提 供側(サ ーバ ー)と

利用側(ク ライア ン ト)の 両 方が含 まれ る。それぞ れ に対 して 、具体 的 に ど

の ようなテク ノロジ ーが実用 化 されつつ あ るのか を中心 に見 て い くこ ととす

る。

まず 、 ご く大 まか にハ ー ドウェア技術 の進化 につい て ポイ ン トを整理 して

みる と次 の ようになる。

・1995年 現在 、一般 的 に利用 されているパ ー ソナル ・コン ピュー タは、一

秒 間 に数百万 回の命令 を実行 す る処理 能力 のマ イ クロ プロセ ッサ を搭載

し、十 数 メガバ イ ト(MB)のRAM(メ イ ンメモ リ)と 数百MBの ハ ー ド

デ ィス ク を備 えてい るほか、CD・ROMを 標準装備 した機種 も増 えてい る。

・この数百MIPSと い う処理性 能 は、10年 前 に比べ ると約1000倍 に相 当す る

が 、価格 はそ れ ほ ど変 化 して い ない ど ころか、 む しろ低 下 して いる。そ

して、現 在 の技術 の流 れ か ら見 て も、10年 後 に は さらに1000倍 の高性能

化 が進 む こ とは確 実 と言 われ てい る。 つ まり、処理性 能 は数十 億 回の命

令 を実行 す る レベ ルに、 またメモ リも数 ギガバ イ ト(GB)、 ハ ー ドデ ィ

ス クの ような外部記憶装 置 も数百GBか らテ ラバ イ ト(TB)と い う容量 を

持つ こ とが予 見 されてい る。お そ ら く、21世 紀 の初頭 に は、現在 のスー

パ ー コ ンピュ ー タに匹敵す る処理性 能 を持 った コン ピュー タが 現在のデ

ス ク トップ機 程 度のサ イズ と価格で市 場 に出回 る可能 性が あ る。 また、

既 に市場 に 出回 ってい る、32ビ ッ ト級 の新型ゲ ー ム機 はCGの 処理 性能 に

お いて数年前 のGWSに 匹敵 す るが 、価格 はわずか 数万 円 。 これ らの コン

ピュ ー タの形 を持 たな いデジ タル情 報 機器が、 今後 の デー タベ ース、マ

ルチ メデ ィアの利用環境 の中心 になる可能性 は十分 ある。

・こう した コ ン ピュー タの進化 を支 えてい る のが マイ クロチ ッ プの高度集

積化 であ る。現在 のパ ー ソ ナル ・コンピュー タに使 われ ているDRAMの

容 量 は4メ ガバ イ トや16メ ガバ イ トが主流 だが 、256メ ガ も実 用化 されつ

つあ り、95年 の初頭 には各 メーカーが遂 に1ギ ガバ イ トDRAMの 開発 を発

表。99年 か ら量 産 に入 る。 コンピュータの心臓部 であ るマイ クロプロセ ッ

サ(MPU)も 、CISCか らよ り高 速なRISCの 時代 に入 って お り、 ま だ初期

段階で は あ るが現在 の シ リ コン半導体 に代わ る 「ガ リウムひ素LSI」 な ど

も実 用化 の域 に達 して いる(既 に一部 のス ーパ ー コン ピュー タには搭載

され始 めた)。 この ほ か、通 信 ネッ トワークで 使 われ てい る光 伝 送の よ

うに光信号 で 演算処理 を行 う光 プロセ ッサ 、あ るい は生物 の神 経細胞 を

模擬 す るニ ューロチ ップ も研 究 され ている。100万 分 の1ミ リ単 位 の極微
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レベ ルで原子や分子 を操作 して新 しい物質を創 りだす 「ナノテ クノロジー」

の発 達 に よっ て、原子 数百個 分 の分子 プロセ ッサが実 現 で きる 、 との予

見 もな されてい る。

・AI研 究 の過程 の中 か ら得 られた大 きな副産物 に、並列 処理 コ ン ピュータ

が あ る。 これ は次世代 コ ンピュー タの 本命 と目 されて い る もの だが、一

秒 間 に一兆 回 の演算処 理が可 能 なテラ フロップス級 の性 能 を持 った機種

も既 に実 現 されている 。中で もダニエ ル ・ヒリス は1985年 に、 人間 の脳

細胞 が多数集 まって一 つ の問題 に対 して協 同で 解決 し ようとす る働 きに

ヒ ン トを得 て 、数万個 のマイ クロプロセ ッサ を並列動作 させ るス ーパ ー

コン ピュー タ 「コネ クシ ョン ・マ シン」 を開発 した。 コネク シ ョン ・マ

シ ン はその後 、最 大 で6700万 個 の仮 想 プロセ ッサ を備 え、1テ ラ フ ロッ

プス の処理性 能 を実現 した機 種 にまで発展 して いる。 ハ ー ドウ ェア技術

の進化 は こう したテ ラフ ロップス級 コンピュ ー タも、10数 年 内 には現在

のデ ス ク トッ プ ・コン ピュー タ並みの価格 で入 手 で きる可 能性 を もた ら

す だ ろ う。

・超並 列機 は極 め て大規 模 で複雑 な事象 を扱 う能力 を持つ よう になる。 そ

れ を代 表す るのが 「ヒ トゲ ノ ム計画」 であ る。 人間の 身体 が持 ってい る

全 ての 遺伝子 情報 の解 読 を 目標 とす る同計画 は 、 日本 を含 め た 国際的 な

研 究 プ ロジ ェク トとして進 め られ てい る。人 間 はお よそ10万 の 遺伝 子 を

持 っ ていて、 一個 の遺伝 子 は2000か ら200万 の塩基対 か らな り、全 体 で

は30億 の塩基 対 を解 読す る ことが必 要であ る。 これだ け膨 大 な情報 量 を

扱 うには、現 在実用化 され てい るスー パ ー コン ピュー タで も力 不足 であ

り、 計 画がス ター トしてか らこれまで に解読 された遺 伝情 報 は全体 の わ

ずか0.1%に 過 ぎない。現在 は一 日に2000塩 基対 のペー スで解 読が行 われ

てお り、 さ らに一秒 で2000塩 基対 の配列決 定 を行 える システ ム の開発 も

進め られ てい る。

・こ う した超並 列機 に よる 「グラ ン ドチ ャレ ンジ」が 、デー タ ベースの 超

大規 模 分散化 、マ ルチ メデ ィ ア化 とい った次世 代 のパ ラダイム を先導 し

てい くことになるだろ う。 しか も、その超並列機 は、今後10年 のオー ダー

でエ ン ドユ ーザ ・レベ ルで入 手 で きる規模 にな るので あ る。 とすれ ば、

現在 の メイ ン フレーム ・ベ ー スのデー タベ ース 提供体 制 は大 き な変容 を

余儀 な くされ るこ とは明 らかで はないだろ うか。

・ソニ ー ・コ ン ピュー タサ イエ ンス研究所 の所真 理雄 副所 長(慶 応義塾 大

学教授)は 、次世代 コンピューテ ィング環境 を次の ように展望 してい る。

「私 た ちは、次世代 コ ンピュ ーテ ィング環境 が 、非常 に広 い範 囲 に分散

し、至 る ところに遍在 し、 開放型 で、 しか も常 に変化 してい る もの にな

るだ ろ うと予 見す る。世界 中 のすべ て の コン ピュータ は相互 に接 続 され
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るだ ろう。新 しいサー ビスが 旧種 のサ ー ビスに取 って か わって 時々刻 々

と開始 され、 新 しい コ ン ピュー タが付 け加 え られ、ネ ッッ トワー クの形

状 と通信能力 はほ とん ど絶 え間 な く変 化 してい くことだ ろ う。 ユ ーザは

環境 に対 して、 ログ イ ン した場所 とは関係 な く同 じイ ンター フ ェイスを

要求 す る ようになるだ ろう」

● ユ ー ビキ タ ス ・コ ン ピュ ーテ ィ ング

米 ゼ ロ ッ ク ス社 の パ ロア ル ト研 究所(PARC:Palo'AltoResearchCenter)

に よ っ て 提 唱 さ れ た 「ユ ー ビ キ タ ス ・コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ(UbiqUitOus

Computing)」.一 「UbiquitOus」 と は 「どこ にで も存 在 」 す る と い う意 味で

あ る。

それ は、 これ ま での よ うに、 あ る一定の

「サ ブス タンス(容 積 、重 量)」 を持 っ

た 「ハ コ」 と して我 々の眼 前 にあ ったパ

ソコンや ワー クステー シ ョンの ようなプ

ラッ トフ ォー ムの機 能 を、 壁面 や天井や

卓上 とい った建築空 間の背 後や 、 ノー ト

やペ ンな どの 日常 的 な文房 具、 さらには

眼鏡 や腕 時計の ような形 に まで折 り込 ん

で しまい 、従来 あった 「コ ン ピュー タ」

に対す る概念 を根底 か ら覆 そ うとする試

み である。

具体 的に は、有線 や無線 の ネ ッ トワーク

で相互に繋が った姿の見えない 「コンピュー

タ」が一 つ の部屋 に数十 か ら数百 とい っ

た数で配 置す る。 それ らの 「コ ンピュー

タ」 は、 例 えば個 々のス タ ッフ達が胸 に

つ けてい るバ ッジで あった り、付箋や メ

モ帳であ った り、持 ち歩 い てい るノー ト

パ ッ ドで あ った り、共 同で ミーテ ィング

す る時 に使 うホ ワイ トボー ドで あった り

す る。 それ ら全 てが 、マイ ク ロプロセ ッサ を組 み込 んだ 「ス マ ー ト(賢 い)

アイテム」 であ る。

例 えば 、最小構 成 単位 であ る 「タブ」 は、せ いぜ い10セ ンチ角程度 の大 き

さにマ イ クロプロ セ ッサ と赤 外線 通信機 能、 そ して 感圧式 の小 型 デ ィスプ レ

イが組 み込 まれてい て、それ を持 ち歩 くことで 、所 有者のIDを 確 認 をして自

動 ドァ が開いた り、簡単 な メ ッセージ を表示 した り、建物 内の どこに居 て も

電話が 転 送 されて くる ように した り、部 屋の照 明や 空調 の調節 を した り、 あ
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るい は他 の メディア を自動的にカス タマイズ する操作パ ネル として機 能す る。

また、 「パ ッ ド」 と呼ばれる30セ ンチ程 の大 きさの コン ピュー タ は、現在

のパ ー ソナル ・コ ン ピュー タに相 当 し、個人 がそ れ を使 って情 報 を入力 ・編

集す る ため に使 う。ペ ンを使 って文字 や画像 を入力 す る ことが で きる。現 在

のデ ス ク トップ型 の コンピュ ータ と違 う ところ は、 モニ ター上 に幾 つ もウ ィ

ン ドウ を開い て使 う、 とい うので はな く、あたか も実際 に机 の上 に書類 を並

べ る よ うに必要 な分 だけパ ッ ドを作業 ス ペース に持 ち込 んで使 う、 とい う点

にあ る。 この発想 は、Macintoshに 代表 され るデス ク トップ ・メ タフ ァーに対

す る反 省 か ら来 て い る。複数 の ウ ィン ドウを同時 に 開いて作業 す るほ ど、 モ

ニ ター上 の 「デス ク」 は広 くない一 とい うわけだ。

1メ ー トル くらいの大 きさのデ ィス プ レイ を持 つ 「ライブボー ド」 は、 イ ン

テ リジ ェ ン ト機能 を備 えた文字通 り 「生 きている」電子 白板 であ り、 ミーテ ィ

ングな ど複 数の人 間に よる共 同作 業 に使 われ る。大 きなデ ィス プ レイ には 、

デー タベ ース ・サ ーバ ーか ら取 り出 して きた情報 や、個 々人の持 ってい るパ ッ

ドの情 報、 ネ ッ トワークを通 じて結 ばれ た遠隔 地 にあ る別の ラ イブボー ドの

情報 な どが表示 され る。あ る人がパ ッ ドで 自分 の書 いた文書 を ライブボ ー ド

に転送 して、何人かで それを もとに議論 しなが らアイデ ィアを出 しあい、 ボー

ドの上 で再編集 しなが ら ドキ ュ メン トを まとめ てい く、 とい った共 同作業 が

で きる。

ユ ビキ タス ・コ ン ピュー テ ィングの 目標 は、 情報環境 と対話 す るための イ

ンター フェイスだ けが人間 と接す る部分 に遍在 化 し、空間の背 後 に隠れた コ

ン ピュ ー タを意識 す ることな く、従来 の ようにペ ン と紙 を使 っ てい る よう な

感覚で知 的作業 を進 める、 とい う状況 を作 り出す こ とにある。

そこで は、個人が持 っている もの同士(タ ブとパ ッ ド間あるいは複数 のパ ッ

ド間)で も、他人 同士(互 いが持 ってい るパ ッ ド間 あるいはパ ッ ドとボー ド

間 な ど)で も、全 ての コンピュータが連 動 してい て 、それ らの 間で情報や 知

識が常 に交換 され 、新 たな知的価値 を産み 出 してい こ とを支援す るのであ る。

PARCの ジ ョン ・シー リー ・ブラウン所長が語 る ところに よれ ば、情報技術

は企 業 の生 産性 向 上 に直接的 には寄与せ ず、ユ ー ビキタス ・コ ンピューテ ィ

ングは む しろ、新 しい価値 を創造す るた めの ベース になる知識 、 と りわけ グ

ルー プが 共有 す る 「暗 黙的知識(TacitKnowledge)」 の活用 を図 る もの だ と

い う。 暗黙 的知 識 とはつ ま り、公的 な文 書や制度 の ように形 に なっ てい る知

識 で は な く、あ る人 々の間で 漠然 と共有 され てい る雰囲気や考 え方、 とい っ

た もの で あるが、 ユ ー ビキタス ・コン ピュー テ ィン グは、仲間 うちで交 わ さ

れ る雑 談の ような イ ンフォーマル な情 報 交換で得 られ る、暗黙 的知識 の蓄 積

や活用 に主眼が 置かれ てい る。

ユ ー ビキ タス ・コン ピューテ ィング的 な発想 は、PARCで の取 り組 み以外 に

も、個 々の情報機 器の進化や統合 の過程 の中で 、必 然 的 に発 生 しつ つあ る。
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例 えば 、マ イク ロソフ ト社 が提唱 している 「AtWotk」 も、パ ー ソナル ・コ

ンピュー タを核 に電話や コピー機 や ファクシミリな どオ フィスに混在 す るOA

機器の 間で 、統合 的 な コン トロールや情 報の相互流 通 を 目指す ものであ る。

コ ピー機で読 み込 んだ文書 をパ ソコンの 表計算のデ ー タに変換 しデ ータベ ー

ス に蓄 積 した り、 さらにその分析 デー タ を再 び遠隔 地 の ファク シ ミリに出力

した り、 とい った 情報 の流 れ をデジ タル 的 に一貫 した流 れに統 合 す る。 これ

もある意味 で はユ ー ビキ タス ・コ ンピューテ ィ ングの要 素技 術 とい える し、

LANの 整備 に伴 い 、パ ソコンや ワー クステ ーシ ョンを使 って電話 や テ レビ会

議 を可 能 にす る 「コンピュー タ ・テ レフ ォニー」 な ど もそれ に近 い。 さらに

言 え ば 、PDA(PersonalDigitalAssistant)やPIC(Personallntelligent

CommunicatOr)と い ったパ ーソナル な情報端末が その他の コ ン ピュー タや メ

デ ィア機器 と様 々 に ネ ッ トワ ークされ、 情報共有 や コ ミュニ ケ ー シ ョンに使

われる状況 も、 コ ン ピュータ ・メデ ィア のユ ー ビキ タス化 を促 す傾 向 を示 し

た ものだ ろ う。

こう した コンピ ュータ ・メデ ィア のユ ー ビキ タス(遍 在)化 は 、言 うまで

もな く、デ ー タベ ース の利用 環境 その ものが遍在 化 し、空 間全 体 を使 った情

報 の管 理 ・編集 を可能 に して い くと思 わ れる。 コ ン ピュー タと意識す る こ と

な く、 空 間化 した イ ンター フェイス を媒 介 と して、 必要 な時に す ぐに情報/

知 識 を取 り出 し、 編集す る。 しか も、別 項で述べ た ようなエー ジ ェ ン トや マ

ルチモ ーダル ・イ ンター フェイス を導入 す るこ とで 、デー タベ ース のアク セ

ス性 は格 段 に向上 す る ことが予見 で きるのであ る◆
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あとがき=次 年度以降の活動に向けて

今 回の デ ー タベ ース検討 委員会 は 、平成6年12月 の 平成7年 度 を初 年 度

とす る5カ 年計画である、行政 情報化推進基 本計画 を受 けた形で ス ター トし、

わず か3カ 月で 中 間報告 をま とめる こと となったため、十分 な議論 と検 討 を

積み重 ねた とは言 えない。 しか し与 え られた フ レー ム と限 られ た期 間の 中で

抽 出 された問題点 は、第一章 に記載 された通 りで ある。

これ らの問題点 のそれぞ れは極 め て奥の深い 問題で あ り、す ぐに結 論 を 出

す こ と は委 員会 と して時期 尚早 との判 断 か ら、 中間報告 として は項 目の列 挙

に留 め るこ とと した。 また こ こに列挙 した項 目が 、 デー タベー ス を取 り巻 く

業界等 の関連分 野 すべ ての問題 を網羅 してい るか 、 とい う点 に つい て も十 分

なチェ ックが な された とは言 えない。 しか しデー タベ ースに関係 して第一 線

で活躍 され てい る委 員の方々 か ら出 され た意見 は、網羅性 ・議 論 の深 さを別

にす れば、現在 の業界 の問題 点である ことは間違 いない もの と言 え よう。

また第 二章 に記載 された米 国の事 例 は、 日本 において こうあ るべ きだ とい

うこ とで はな く、 第一章で列 挙 された問 題点 を解決 す る鍵が これ らの事例 の

中 に隠 され てい る、 あ るい は次年度 以降 の議 論 の きっか けに す る ため に 、

「デー タベ ースの 官民相互利 用」 「ユー ザ主導 デー タベ ース」 「デ ジタル著

作権 と情 報利用 の 新パ ラダイ ム」 「テ ク ノロジー」 とい う四つ の大 きな切 り

口の中 で事 例 をま とめた もの である。現 在の 日本 の デー タベー ス を取 り囲 む

状況 の中で これらの切 り口と第一章 で列挙 された問題点 を解 決す るため には、

まだ まだ多 くの議 論 と英知 を必要 と して い るため、次年度 以降 はこれ らの 中

か ら緊 急度 の高い 問題か ら優 先 度 を決め 、 テーマ を絞 った形 で議 論 を進 め る

べ きであ ろ う。

次年 度 以 降の委 員会活動 を進め る上 で、 図ヨ にデ ー タベー ス産業 を議論す

る上 での大 きなフ レー ムを呈示 す る。 この 図は、IP(イ ンフ ォメー シ ョン プ

ロバ イ ダー)・ プ ロデ ューサ ・デ ィス トリビュー タ ・ユ ーザ とい った大 きな

機 能 とその 間 をつ な ぐテ クノ ロジー等 の ソフ トウェア を縦軸 に、官 ・民 ・個

人 とい った役 割 を分担す る組 織 を横軸 に位置づ けて いる。ただ し、 テク ノ ロ

ジー等 の ソ フ トウ ェアは技術 革新が著 し く進展 して いるため、 各機能 をつ な

ぐ部分での役 割 は、 きわめ て流動化 してい る と言 えよう。

将 来 を考 える と、例 えば

・IPが官 の情報の電子化 は官の役割か

・IPか らプロデューサへ渡す情報の標準化 は官/民 どち らの役割か

・官が プロデューサか らディス トリビュータまで を事業化 して民業圧迫 に な ら

ないか

・ユ ーザ のた めのデー タベ ース利用技術 は誰 が コス トを負 担すべ きか

とい っ た様 々な議論が必 要 となる。 これ らの 議論の最 大の論点 は、縦 軸 の
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交 わる点で のサ ー ビス ・事業 ・活動等 が 「公共財 なのか経済財 なのか」 「官

の役割 か民の役割 か」 「イ ン フラス トラ クチ ャーだ と考 え られ るか」 とい っ

た点であ る。

次年度 以降 当委 員会 で は、 この図 の 中か らい くつかの テ ーマ を絞 り、様 々

な角度 か らの議論 を行 な った 上で、問題 点 の抽 出か ら一歩 も二 歩 も進 んだ形

で、提言 をま とめ る ことを 目標 に活動 を行 な う予 定であ る。◆

● 官

中央省庁 、地方 官庁

(県、市、町...)

公 益 法 人etc..

霞㌫ 日

}端 ・プライバシー酬 ヒ・⌒

テ ク ノ ロ ジー

(伝達媒体・手段)

電 子 化

デ ータ ・文字 ・静止函 ・

動 画 ・音声 ・M.M.etc..

非 電 子 化

文書 ・図表 ・写真 ・

}
官 規

入

新

参

新事業
ex理 解ビジネス

{NIT、NCC●….・ ・・….・ ….・ ・.・ ・・….….…

民 規

入

新

参

今

テ ク ノ ロジ ー

(伝達媒体・手段)

オ ン ラ イ ン 化

電子 化:デ ータ ・文字 ・

静 止画 ・M.M.etc..

}榊 ・プライバシー ・リテラシー ・関繍

ユ ーザ

[図 一1]
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資料編=デ ータベ ースの 先進 事例

1)イ ンターネットによる米国政府機関の情報提供サービス概要

A.議 会 図 書 館 のLOCIS(TheLibraryofCongresslnformationSystem)

TheLibraryofCongressInformationSystem(LOCIS)containsover27

millionrecordslocatedinavarietyofdatabasesorfiles:

LCCATALOG:

Severalfilescontainrecordsformaterialscatalogedand

heldbytheLibraryofCongress.Inaddition,therearesome

recordsformaterialscatalogedandheldbyotherresearch

institutionsoragencies.Together,thematerialsincludea

varietyofformats.Theprintandtextformats(suchas

booksandserials)maybeinanyofover4001anguages.The

materialSare:

books

microforms

serials(journals,periodicals,etc.)

cartographicitems(maps,globes,etc.)

music(sheetmusic,recordings)

visualmaterials(films,filmstrips,posters,prints,

photographs,etc.)

computerfiles(microcomputersoftwareanddata,

includingCD・ROMs)

manuscripts

thesauriofnamesandsubjecttermsusedoncatalog

records

itemsintheprocessofbeingcataloged

catalogrecordsreportedfromsomeotherresearch

libraries

catalogsofsomeofLC'sreadingroomcollections

records/citationsforsomebibliographies;e.g.,the

HandbookofLatinAmericanStudies

FEDERALLEGISLATION:

Severalfilescontainsummaries,abstracts,chronologies,and

detailedstatusinformationforlegislation(billsand

resoiutions)introducedintheUS.Congresssincel973.

InformationforthecurrentCongressisup・to-datewithin48

hours.
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COPYRIGHT:

Twofilescontainrecordsforamaterialsregisteredfor

copyrightsinceJanuaryl978.Thesematerialsincludebooks,

films,music,maps,s皿ndrecordings,software,multimedia

kits,drawings,posters,sculpture,serials,etc.Athird

filehasreferencestodocumentsthatdescribecopyright

legaltransactions,suchasnamechangesandtransfers.

BRAILLEANDAUDIO:

Twofilescontainrecordsformaterialsdesignedforpersons

unabletoreadprint.ThematぎrialsincludeBraille,

recordings(cassetteandflexibledisk),andsomelarge-print

items.TheNationalLibraryServicefortheBlindand

PhysicallyHandicappedcoordinatestheprogramsforcreating

thesefiles,designingthematerials,anddistributingthem

toeligiblereadersthroughregionalandstatecenters.

GUIDES&ORGANIZATIONS:

Onefilecontainsbibliographiesfordoingbasicresearch

inscienceandtechnology.Thesebibliographiesidentify

subjectheadings,abstractingandindexingservices,

suggestedjournals,andorganizationstocontactfor

additionalinformation.Theotherfilecontainsrecords

describingover13,0000rganizationsthathavebeendoing

researchandhavebeenwillingtoanswerquestionsand

pro†idelnformationto.anyone.Subjectscoveredare

primarilyinscience,technology,andsocialscience.

FOREIGNLAW:

Twofilescontainrecordsthatabstractandciteforeignlaws

andregulationsaswellasjournalarticlesonlegaltopics.

Currently,mostcountriesrepresentedareHispanic-speaking,

thoughafewareFrenchandEnglish.Morecountriesand

languageswillbeincludedeventually.

WhenconnectingtoLOCISeachtime,numberedchoicesmustbe

selectedfromtheopeningLOCISmenu.Oncesignedontoafile ,

searchassistanceandexamplesareavailablebyenteringthe

commandHELPtobringupamenuofavailablehelpinformation .
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ThefileswhichareavailabletousersontheInternetareasubset

ofLC'stwoin-housemainframeapplications(MUMSandSCORPIO),

whichweredevelopedinthe1970s(forcatalogersandend-users,

respectively).Manyofthecommandsandsearchtechniquesarenot

asuser-friendlyaswewouldlike,andwearecurrentlylookingat

possiblestate-of-the-artsoftwaretoreplacethesesystems.

Printing,downloading,andscreencapturearedependentonthe

user'slocalhardwareandsoftwareandareseparatefromother

LOCIScommands.

LC'selectronicmailsystem,input/updatefunctions,somelocal

commands,andinternalinformationscreensystemsarenotavailable

tooutsideusers.

HOURSANDAVAILABILITY'

Searchinghours(US.Easterntime)forLOCISare:

MondaythroughFridayfrom6:30a.m.to9:30p.m.

Saturdayfrom8:00a.m.to5:00p.m.

Sundayfrom1:00p.m.to5:00p.m.

Closedonnationalholidays

90simultaneousaccesspointsareavailableforexternalusersto

connecttoLOCISthroughtheInternet.

TheLibraryofCongressdoesnotchargeforaccesstoLOCIS.

However,manyInternetprovidersdochargesomefeestoconnectto

Internet.

HOWTOCONNECTTOLOCIS

TheInternetaddressforTelnet(connecting)toLOCISis

LOCIS.LOC.GOV

Thenumericaddressis140.147.254.3

LOCISacceptsboth3270andlinemode(VTIOOorTTY),butwe

recommenduseofTelnet3270.TheLCapplicationsontheInternet

areasubsetofLC'sin-housemainframeapplications(MUMSand

SCORPIO),whichweredevelopedinthe1970sfor3270connections.

TTYaccesstothesesystemswasaddedseveralyearsaftertheywere

originallyimplementedanddoesnotworkaSwellas3270.
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ResearchersmayalsoconnecttoLOCISthroughLCMARVELandthr皿gh

theLibraryofCongressWorldWideWebhost.Youcanconnect

toMARVELbytelnettingtomarveLloc.govandlogginginasmarvel ,

oryoucanpointyourgophertomarvel.loc.gov(Thenumeric

addressfortelnettingtoLCMARVELis140.147 .2.69).

B.議 会 図 書 館"GlobalElectronicLibrary"

GlobalElectronicLibrary・SamplePages

WelcometotheLibraryofCongressHomePageforitsproposedGlobal

ElectronicLibrary.Thispageiscurrentlyunderconstruction.Itwillhold

linkstoWWWresourcesaroundtheglobe,arrangedbysubject .Beloware

severalsamplepages.

loIU.S.Government:ExecutiveBranch

InformationontheWhiteHouseandUS.ExecutiveBranchagencies .

lo】US.Government:LegislativeBranch

InformationontheU.S.Congressanditssupportagencies .

【o】StateandLocalGovernments

InformationonU.S.stateandlocalgovernments .

lo】Newspapers,CurrentPeriodicals&GovernmentDocuments

Linkstoonlinenewssources,newspapers,periodicals ,andgovernment

documents;findingguidestoresourcesintheLibraryofCongress

NewspaperandCurrentPeriodicalReadingRoom .

(o】InternetResources

InformationonInternetResources:Guides ,Tools,Training,Policies,

Standards,AccessProviders,BusinessServices

lo】WorldWideWebMeta-Indexes

IndexesofWebserversarrangedbysubject,orgeographically .Some

indexesaresearchablebykeyword.

loIWorldWideWeb"How-To's"
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ResourcesforlearninghowtobuildWebserversandHTMLdocuments.

C.議 会 図 書 館 ・委 員 会 向 け 調 査 サ ー ビ ス(CRS)

OVERVIEWOFCRS

MISSION:

TheCongressionalResearchService(CRS)worksexclusivelyand

directlyfortheMembersandcommitteesofCongressinsupportof

theirlegislative,oversight,andrepresentativefunctions.It

providesresearch,analysis,andinformationservicesthatare

requiredtobetimely,objective,nonpartisan,andconfidential.

TheService'sstaffrespondstoandanticipatescongressional

needs,andaddressespolicyissuesinaninterdisciplinary,

integrativemanner.TheServicemaintainsclosetieswiththe

Congressand,consistentwithitsbroadcongressionalmandate,

providesawidevarietyofserviceswiththegoalofcontributing

toaninformednationallegislature.CRSisadepartmentofthe

LibraryofCongress.

SERVICES:

TheservicesprovidedbyCRSincludein-depthpolicyanalyses,

legalresearch,legislativehistories,andtailoredresearchused,

forinstance,inexamininglegislativeproposals.CRSstaffers

presentseminars,givebriefings,helppreparehearings,draftbill

comparisons,andhelpwithcommitteereports.Theyprovide

referenceandinformationalservices:backgroundinformation,

bibliographies,statistics,biographies,quotations,books,

articles,reports,legalandgovernmentpublications,and

translations.CRSstaffoffersdirectin-personserviceto

congressionalstaffintheService'ssixreadingrooms,and

consultswithMembersandstaffinHilloffices.Incarryingout

theirresearch,CRSstaffersmakeuseofabroadarrayofstate-of'

the-artautomatedinformationresources.Finally,services

encompassaudiooraudiovisualformatsaswellasoral

presentationsinindividualizedbriefings.CRShandlednearly

650,000congressionalrequestsinFY1992.

HISTORY:

InJuly1914,morethanacenturyaftertheLibraryofCongresswas

establishedin1800,asmallLegislativeReferenceServicewas

createdwithintheLibrarytoprovidespecializedservicesto
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'℃
ongressandcommitteesandMembersthereof."In1946,the

Servicewasgivenapermanentstatusasaseparatedepartmentof

theLibraryanddirectedtoemployspecialiststocoverseveral

broadsubjectareas.Itsstaffhadgrownto131employeeswho

workedexclusivelyonthereferenceandresearchrequestsof

MembersandcommitteesofCongress.IntheLegislative

ReorganizationActof1970,CongressrenamedtheServicethe

CongressionalResearchService(CRS);gaveitgreater

administrativeandfiscalindependence,whichmadeitmoredirectly

accountabletotheCongress;anddirectedthenewCRStoenhance

itsanalyticalresearchcapabilitiesbyaddingseniorspecialists

andplacingmoreemphasisonresearchsupporttothecommitteesof

Congress.

・"Lastupdated5/27/93(ld).⇔

D.ス マ ー ト ヴ ァ レ ー 社BADGER(Bay-AreaDigitalGeo-Resource)プ ロ ジ ェ ク ト

OVERVIEW

IncollaborationwithSmartValley,Inc.,alocally-basedteamledby

LockheedPaloAltoResearchLaboratorieshassecuredNASAfundingto

developtheBayAreaDigitalGeoResource(BADGER).Thisnon-profit

communityresourcewillbeanon-linevisualizationsystemfor

geographicdataoftheSanFranciscoBayAreadevelopedfromsatellite

andaerialimagery,mapsanddatabases.Thesystemwillbeavailable

throughtheInternettomunicipalities,utilitiesandother

commercial,environmentalandnon・profitinterests.Environmental

features,undergroundservices,propertylines,municipalzones,

censusdataanddemographicinformationwillallbedepictedin

BADGERmulti-layervisualizationsystem.

BADGERwillfocusonsimplifyingtheacquisitionandsharingof

geographicdata.Thisintegratedsystemwillbeextremelyusefulfor

applicationssuchasregionalemergencyplanningandoperations,

environmentalimpactreporting,hazardousmaterialsmanagement,

utilityplanningandmaintenance,trafficcongestionmanagement,

commercialmarketingandlanddevelopment.Thisprojectwillcreatea

preeminentmarketplaceforgeographicinformationservicesleveraging

technology,expertiseandsystemspreviouslymaintainedfordefense

andscientificpurposes.Asaresult,BADGERwillassistSilicon

Valleytobecometheheadquartersforgeographicdataindustries
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servingtheinformationsuperhighway.

f

IMPACT

BADGERwillbenefitBayAreacommunitiesandbusinessesby:Producing

ahighqualitydigita!photo-referencemapoftheregion

Bringingsharabledataofalltypeson・lineovertheInternet

Buildingageographicinformationsoftwaretoolkitforpublicuse

Providingreusableapplicationspackagesthatsolvecommon

problems(e.g.,mandatedenvironmentalcompliancerequirements)

Offeringamarketplaceforgeographicinformationvendors,

serviceprovidersanduserstomeetandconductbusiness

Helpingusersrecovercostsofbuildingandsharinglocal

datasets

PARTICIPANTS

OrganizationscurrentlyslatedtoparticipateinBADGERrepresentthe

followingdomains:TechnologyProvidersandApplicationsDevelopers

LockheedPaloAltoResearchLaboratories

NASAAmesResearchCenter

InternationalGeoMarketingCompany

CORESoftwareTechnology

TrimbleNavigation

EnterpriseIntegrationTechnologies

BarclayMapworks,Inc.

GovernmentAgencies

SantaClaraCountyMunicipalPublicWorksOfficials

CityofCupertino

CityofMountainView

CityofSunnyvale

SantaClaraValleyWaterDistrict

CenterforUrbanAnalysis,SantaClaraCounty

Utilities

PacificBell

PG&E

EnvironmentalConcerns

TheSierraClub,LomaPrietaChapter

Education

UniversityofCalifornia,SantaCruz

FormoreinformationonBADGER,contact:
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Dr.DavidMilgram

PrincipalInvestigator

LockheedResearchLaboratory

9610/25E

3251HanoverSt.

PaloAlto,CA94304

TEL:415/424・2277

FAX:415/424-2999

NET:milgram@stc.lockheed.com

MichaelC.McRay

Chair,BADGERAdvisoryCommittee

SmartValley,Inc.

3200HillviewAve,MS16UA

PaloAlto,CA94304・1209

TEL:415/857・6968

FAX:415/857-8506

NET:michaelm@svi.org

E.商 務 省 国 勢 調 査 部 の 地 理 情 報 シ ス テ ム"Tiger"プ ロ ジ ェ ク ト

WhatIsTIGER?

TheCensusBureau'sCensusTIGERSystemautOmatesthemappingand

related

geographicactivitiesrequiredtosupportthedecennialcensusandsample

surveyprogramsoftheCensusBureaustartingwiththe1990decennial

census.TheCensusTIGERSystemprovidessupportforthefollowing:

・Creationandmaintenanceofthedigitalgeographicdata

basethatincludescompletecoverageoftheUnited

States,PuertoRico,theVirginIslandsoftheUnited

States,AmericanSamoa,Guam,theCommonwealthofthe

NorthernMarianaIslands,theRepublicofPalau,the

otherPacificentitiesthatwerepartoftheTrust

TerritoryofthePacificIslands(theRepublicofthe

MarshallIslandsandtheFederatedStatesof

Micronesia),andtheMidwayIslands.

'ProductionofmapsfromtheCensusTIGERdatabasefor
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allCensusBureauenumerationandpublicationprograms.

'Abilitytoassignindividualaddressestogeographic

entitiesandcensusblocksbasedonpolygonsformedby

featuressuchasroadsandstreams.

ThedesignoftheCensusTIGERdatabaseadaptsthetheoriesoftopology,

graphtheory,andassociatedfieldsofmathematicstoprovideadisciplined,

mathematicaldescriptionforthegeographicstructureoftheUnitedStates

anditsterritories.ThetopologicalstructureoftheCensusTIGERdatabase

definesthelocationandrelationshipofstreets,rivers,railroads,and

otherfeaturestoeachotherandtothenumerousgeographicentitiesfor

whichtheCensusBureautabulatesdatafromitscensusesandsamplesurveys.

Itisdesignedtoassurenoduplicationofthesefeaturesorareas.

ThebuildingoftheCensusTIGERdatabaseintegratedavarietyofencoding

techniquessuchasautOmatedmapscanning,manualmap"digitizi㎎,"

standard

datakeying,andsophisticatedcomputerfilematching.Thegoalwasto

provideautomatedaccesstoandretrievalofrelevantgeographicinformation

abouttheUnitedStatesanditsterritories.

TIGERDataBaseExtracts

InorderforotherstousetheinformationintheCensusTIGERdatabasein

ageographicinformationsystem(GIS)orforothergeographicapplications,

theCensusBureaureleasesperiodicextractsofthisdatabasetothe

public,includingtheTIGER/Line(TM)files.Variousversionsofthe

TIGER/Line(TM)filesalreadyhavebeenreleased,thepreviousonebeingthe

l990CensusTIGER/Linefilesthataccompaniedthe1990decennialcensus

data

products.Thecurrent1992TIGER/Linefileswereproducedfollowinga

requirementbytheUS.DepartmentofEducation;itwillcontainallupdates

andrevisionssincethe1990CensusTIGER/Linefileswereproduced.

TIGERMapService(TMS)

CurrentStatusandFuturePlans

ThepilotoftheTMSprojectiscomplete,andisrepresentedbytheservices

availableonthissite.However,wearecurrentlyworkingontheproduction

gradeservice,andarereleasingbitsandpiecesastheyaretested.Hereis

abrieffeaturelist:
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'Street-leveldetailfortheDistrictofColumbia .
'CountiesandStatesforentireUS .
'Goodcartographiccontrol

,includingcolor,fills,andlinestyles,all

abletobealteredbythearbitraryscale..
'Openinterfacetoimages(throughmapgenscript)

,allowinganyuserto

requestmapsdirectlytoinlineinotherdocuments(notdocumentedyet).
'MapBrowseri nterface,allowinguserstoviewandbrowsethemap

database.
'Markerscanbepla

cedonthemapbygeographiccoordinates(lat/10n).

Thefollowingisalistoffeaturesthatweplantoaddtotheservice,ina

roughorderofcompletion(thedatesareestimates・-don'tholdustothem):

'InclusionofdatafortheNortheastregionoftheUnitedStates(Mar7)

'Creationofalegend/scalebox
,probablyasaseparateimage(Mar17)

'Reverseprojection
,allowingausertosendapixelcoordinate(x,y)

fromthemapandgettheassociatedreal・worldcoordinate.Thiswill

makeinteractivemap-basedapplicationsusingthisserviceviable.(Apr7)

'I
nclusionofdataforentireUnitedStates(Apr)

'Basiclabelling
,suchasmajorfeaturesandlat/longrid(Apr)

'OptimizationofcodetokeepresponsetimeminimaL(May)

'Placingmarkersonmapbystreetaddress(May ・J皿)

'Creationofthematicmapsbasedonl990C
ensusstatisticaldata

Oun-Jul)

Weexpectthatoncethefirstcoupleitemsarecompleted 、(i.e.IateMarch),

theTMSwillbeatabaselinelevelofusefulness,andwillbereleasedand

promotedtothegeneralpublic.

2)TSANet

TSANetは 、マ ル チベ ンダ環境 におけ るコン ピュー タ ・シス テムのサポー ト

体 制 を確 立す るた め、主要ベ ンダー各社 のサ ポー ト情報 をイ ン ターネ ッ トで

相互接 続 し、 ヴ ァーチ ャルな デー タベ ース と事前 に指定 された エ キスパー ト

による トラブルシューテ ィング ・サー ビスで構成 されたネ ッ トワー クで ある。

現在 、 ス ポ ンサー と メ ンバ ーは32社 。 ハ ー ド/ソ フ ト、 ネ ッ トワ ーク機器

の各ベ ン ダーで構成 され 、 システム ・イ ンテグ レー ターやVAR(付 加 価値再

販 業者)な どは参加 していない。

TSANetは 、それ ら32社 の技術 サポ ー ト情報 を 、イ ンターネ ッ トを通 じて利
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用 で きる ように してい る。 プ ラ ッ トフォームには 「LotusNotes」 を利 用 して

お り、毎 月1日 と15日 に情報 を更新 してい る。

メンバ ー となっ てい る各 ベ ンダー では、顧客 か らの トラブルが 寄せ られ た

場 合に、TSANeの データベ ースにアクセスし、問題解決 のため の情報 を得 る。

問題がエ ス カ レー トした場合 には、それぞ れのベ ンダーの担 当者 が ネ ッ トワー

クを通 じて対 話 して対応 す るが 、 よ りエ スカ レー トした場 合 にはTSANetの

executivedireCtorが 行司役 を務 める ことにな る。マルチベ ンダ環境で は、異 な

るベ ン ダの機器が 複雑 に構 成 される ことが多 いので 、一社 だ けで トラブル に

対応 で きない ことが多い。TSANetは こう した問題 の克服 のた め に構 築 された

わけであ る。

3)新 しいDB関 連 サ ー ビス

A.情 報 フ ィルタ リング サー ビス

● 定義

情報 フ ィル タリ ングサー ビスは、 クライア ン トに電子 的 に届 け られ た大 量

の対象 ビジ ネス情報 を、多 くは他 の情報 ソースに登場す る前 に、電子 的 にフィ

ル ター(濾 過)す る、あるい はス ク リー ン(選 別)す るサ ー ビスの こ とで あ

る。

このサ ー ビスが 生 まれた背景 には、企業管理 職 をター ゲ ッ トと した情報 関

連製 品の新 しいマ ーケ ッ トを開拓 しよ う とい う動 きがあ る。 また、新聞、 ト

レー ドジャーナル 、ニ ュース レター な どの従 来の1青報 製 品は、今 や管理職 に

情報 過 多 を もた らすだけにな ってい る。 こう した状 況 に対 し、 フィル タ リン

グサ ー ビス には、雑誌 ・ニュ ース リリース ・ア ブス トラク ト ・リポ ー トの 山

を、少 数の 関連 度 の高いす ぐに利 用で きる状態 にな る よ うな記 事 に置 き換 え

る こ とに よって、情報過多 を最小 限度 に抑 え ようとい う 目的が あ る。

現在 、 ほ とん どのサー ビス は、 オ ンライ ンあ るい はワ イヤ レス コネクシ ョ

ンを使 って、情 報 の受信/顧 客 への配信 を行 なって い る。 これ まで わか りに

くか っ た コマ ン ドモ ー ド言語 の大 半 は、 何層 ものイ ンテ リジェ ン トな フィル

タ リングエ ージ ェン トの下 に 隠 され てい る。

● 主 要 サ ー ビス の特 徴

・rNewsEDGE」(DesktopData社)

DowVision、MarketNewsService、JapanEconomicNewsな ど150も の ニュ ー

ス ソ ー ス を もつ 幅 広 い サ ー ビス で1989年 ス ター ト。 配 信 モ ー ドはFM、 衛

星 、専 用 回 線 。 サ イ トラ イセ ンス を もつ ユ ーザ は約100、 全 世 界 に約230

の 利 用 者 、 団 体 を もつ 。 フ ィ ル タ リン グ ソ フ トウ ェ ア は 、 次 に あ げ る
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Individua1社 の 製 品 の よ う に 高 度 で は な い が 、 か な りユ ーザ フ レ ン ドリー

であ る。初 期 導入 費 用 は3万 ドル(100ユ ーザ)、 開始 時費 用 は4000ド ル。

・rFirst!andHeadsUp」(lndividual社)

利 用 者 か ら高 い評 価 を 受 け て い る製 品。 同 社 の 産業 エ キス パ ー トス タ ッ

フ は ク ラ イ ア ン トと緊 密 に協 力 しあ い 、 ク ライ ア ン トの ニ ーズ に か な う

フィル タ リ ング戦略 を策 定。 ク ライ ア ン トの サ ー チ を1カ 月 間モ ニ ター し、

調 節 す る こ と で 、 配 信 情 報 の 的 中率(関 連 率)は 、他 の オ ンラ イ ンサ ー

チ で は5割 以 下 の と こ ろ、8割 とい う。 こ れ まで は 通常 の ニ ュ ー ス ソース

を利 用 して き たが 、 よ り付 加 価 値 の 高 い ニ ュ ー ス ソー ス を求 め て 、先 頃、

GarterGroup、Dialogと ラ イセ ンス 協 定 を 結 ん だ 。 導 入 費 用 は6250ド ル

(1-10ユ ーザ)。

・rNewscast」(Mainstream社)

92年 ス タ …一・ト。Mainstream社 で は、Newscastサ ー ビス を電 子 新 聞 と位 置

づ け 、 ワ イヤ レス モ ー ドで リ ア ル タ イ ム デ ー タ を伝 達 で きる こ と を強 み

と して い る。 ク ラ イ ア ン トは 、放 送 サ ー ビス と して 、 ダ イ ア ル ア ッ プモ

デ ム を使 わず に24時 間 い つ で もニ ュ ー ス を 受 信 で き る 。 初 期 導 入 費用 は

1500～30000ド ル 、 開 始 時 費 用 は2000ド ル 。

・rHoover」(SandPoint社)

91年 ス タ ー ト。 オ ン ラ イ ンデ ー タベ ー ス 、CD-ROM、 放 送 局 の ニ ュ ース

ワ イ ヤ な どの ニ ュ ー ス ソ ース か ら情 報 をサ ー チ し、検 索 し、 探 しだす た

め の ソ フ トウ エ ア で あ る。 た だ しク ラ イ ア ン トに対 し、 情 報 ソ ー ス の仲

介 は しない 。 企 業 内 で 外 部 情 報 を扱 う あ らゆ る 部 署 に 販 売 され て い る。

グル ー プ ウ ェ ア ・ソ フ トの ロ ー タス ノ ー ツ との リ ンケ ー ジが あ る た め、

フ ィル タ リン グ 業 界 で は主 要 製 品 で あ る 。 初 期 導 入 費 用 は40000ド ル

(10ユ ー ザ)、 開始 時 費 用 は28000ド ル 。

● フ ィル タ リング技 術

Individual社 の 「First!」 は ク ラ イア ン トが キ ー ワ ー ドを探 さ な くて も、 ク

ライ ア ン トの好 み に応 じて単 語 の 関 連 度 の 重 み づ け を行 な う高 度 な フ ィル タ

リ ン グ ソ フ トウエ ア を採 用 し て い る。 数 種類 の ア ル ゴ リズ ム を 用 い て そ れ ぞ

れ の語 の 関 連性 を 重 み づ け 、 ラ ン ク をつ け る。 独 特 な語 、 頻 度 の 低 い語 は 、

高 い ラ ンク が つ け られ る。 こ の ソ フ トウ エ ア は一 日 に数 千 もの 記 事 の ラ ン ク

付 け を し、 そ の エ ッセ ンス を ク ラ イ ア ン トに届 け て い る 。

従 来 型 のSDI(SelectiveDisseminationofInformation:リ ア ル タ イ ム デ ー タ

及 び 蓄積 デ ー タをモ ニ ター す る方 法)技 術 の 進歩 に よ り、 フ ィル タ リ ン グサ ー

ビ ス との 違 い も今 後 小 さ くな る こ と が 予 想 さ れ る 。Individual社 のRi(inard

Vancil氏 に よれ ば 、 両 者 の 違 い は、 扱 う情 報 の 「新 鮮 さ」 に あ る と い う。 た

だ 、DIALOGも リア ル タ イ ム の ニ ュ ー ス ワ イ ヤ フ ァイ ル を提 供 して お り、

DialogがKnight-Ridderニ ュー ス ペ ーパ ー チ ェ ー ンの所 有 下 に あ る こ と を考 え

る と、Vandl氏 が 考 え て い る ほ ど違 い は大 き くは な く、 そ れ も時 間 と と もに
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消 滅す るのか もしれ ない。

情報 フ ィル タ リングの効 果 の第一 は、情報 の価 値 に対 す る考 え方が変 わ る

とい う こと。サ ー ビス を通 じて得 られる高価 な情 報 を買 うこ と となる管理 職

は、心 して よ りよい経営判 断 を下す ように な り、 ラ イブ ラ リー との関係 も よ

り緊密 にな る。 ビジネス情報 、技術情報 はただ、 とい う考 え方 はな くな り、

価値 のある情 報 は高価 であ る とい う認識が広 まる。

管理職 の多 くの 人 々は これ まで デ ータベース はお ろか コン ピュ ー タに もほ

とん ど関心 をは らって こなか った。 しか し、彼 らの ため に開発 され、設計 さ

れ た このサー ビス を使 い、実 際 に リアル タイムの情 報製 品 を 目にすれば電 子

情報 の威力 に気 付 くだろ う。

情報 ス ペ シャ リス トの中 には、 このサー ビス に脅威 を感 じる人 もいる。 し

か し、 フィル タ リ ングサー ビスで得 た情 報 につい て よ り詳 し く知 りたい場 合

は、企 業 内情 報 セ ンター を利 用 して もらうな ど、両 者 で協 力 しなが ら仕事 を

進 め ること も可能 であ る。

B.AppleSearch

●AppleSearchと は?

AppleSearchと は、情 報 にアク セス し、そ れ を伝 達 す る経済 的で合理 的 な手

法 を提 供す る、 ク ライア ン ト/サ ーバ ーベ ースのサ ーチ、検索 環境 であ る。

ユーザ はAppleSearchを 使 用する ことで、 より容易に検 索が行 えるようにな り、

情報専 門家が これ まで苦労 して きた、情 報 の整理 と受渡 しとい う問題 を解 決

で きるようになる。

OPACや リレー シ ョナルデ ー タベース といった従 来型 の情報管 理 ツールで は

うま く扱 えない情 報 が これ ま でいつ も存 在 した。人 々が呼ぶ と ころの 「体 系

化 され てい ない」 ドキ ュメ ン トはあ らゆ るフ ォーマ ッ トにわた っ てい る。例

えばニ ュ ース ワイヤやeメ ール の ような フルテキ ス トのAscn記 事 、い く種類

もの ワ ープロで作 成 され た社 内文書(プ ロジェ ク トチ ーム ・レポ ー ト、社 内

記 録 な ど)な どで あ る。す ぐれた画像 と りこみ装 置 か特別注 文 の伝 送 シス テ

ム を採 用 しない限 りは、 それ らの情 報 を検索環境 に抜粋 、切 り張 りす る以 外

方 法が ない。 その 過程で重要 な情報 の多 くが 失われ 、 また貴 重 な労力が費 や

され てい るのであ る。

●AppleSearchの 機 能

AppleSearchは 、XTNDフ ァイ ル フ ォー マ ッ トトラ ン ス レー タ技 術 に よっ て、

様 々 な ドキ ュ メ ン ト ・フ ォー マ ッ トの 中 か ら も との フ ォー マ ッ トを変 えず に

自動 的 に 関 連 す る 情 報 を抽 出 し、 索 引 を つ け る。 こ の機 能 をつ か え ば 、興 味
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の ある 情報 の 「セ ッ ト」 やそ の 中にあ る情報 を簡単 に集 めた り、表示 した り

す る こ とがで きる。例 えば 「デ ー タ通 信」 とか 「XYZプ ロジ ェク ト」 とい う

ような 非常 に幅 の ひろいテー マ をそれぞ れの フォー マ ッ トのか たち に関係 な

く、簡単 に一緒 に もって くるこ とが で きる。

AppleSearchの11formationSourceはMacintoshの フ ァイ ン ダ ー環 境 をベ ース に

して い る。例 え ば これ まで の プ レス リ リー ス を集 め たlnfomlationSourceを つ

くる場 合 を考 え て み よ う。 手 順 は次 の とお り。

・索 引 を つ くりた い ドキ ュ メ ン トを入 れ るた め の 新 しい フ ォル ダ ー をつ く

る

・そ れ らの フ ォ ル ダー に つ い てFileSharingプ リ フ ァ レ ンス(フ ァイ ル共

有 優 先権)が あ る こ と を確 認 す る

・そ の フ ォル ダ ー をハ イ ラ イ トし、Add(加 え る)ボ タ ン をク リ ック して、

新 しいlnformationSourceと してAppleSearchサ ー バ ア プ リ ケ ー シ ョ ン内か

ら選 択 す る 。 そ のあ とす ぐ 「lndexNow(イ ン デ ックス せ よ)」 を選 ぶ か、

また は毎 夜 午 後9時 とい う よ う に希 望 す る時 間 を指 定 す れ ば よい 。

AppleSearchがTCP/IPの よ う な プ ロ トコ ル をサ ポ ー トして い れ ば 、 ユ ーザ

は事 実上 イ ン ター ネ ッ ト上 でAppleSearchを 使 う こ とが で きる 。 ほか に は イ ン

ター ネ ッ トの ゲ ー トウ ェ イ を使 う方 法 が あ る。

C、MicrosoftCompleteBaseball1994年 版

MicrosoftCompleteBaseball1994年 版 は 、野 球 に関 す る歴史 ・選 手 ・チー ム ・

統 計 等 の 、 総 合 的 な詳細 に わ た る情 報 を 知 りた い 野 球 愛 好 者 向 け に 開発 さ れ

た 、 家 庭 用 マ ル チ メ デ ィ アCD・ROMレ フ ァ レ ン ス で あ る 。 利 用 者 は 、

MicrosoftDailyと よば れ る オ ン ライ ンサ ー ビス に よっ て、 毎 日最 新 の デ ー タ、

情 報 を得 る こ と が で きる 。 同製 品 はMajorLeagueBaaseball(メ ジ ャ ー リー グ

ベ ー ス ボ ー ル)の 認 定 発行 物(オ フ ィ シ ャル パ ブ リ ケ ー シ ョン)で あ る。 革

新 的 な イ ンタ フ ェー ス と コ ンテ ン トに よ り、 オ ンラ イ ンDB市 場 を永 久 に変 え

るべ くマ イ ク ロ ソ フ トが打 ち 出 した製 品 とい わ れ て い る。 今 後 、 マ イ ク ロ ソ

フ トで は そ の他 の コ ンテ ン ツ も含 め て 、 パ ッケ ー ジ+ネ ッ トワ ー ク の特 性 を

生 か した 新 しい市 場 を開 拓 して い くと思 わ れ る。

なぜ ベ ースボー ル オンラ イ ンなの か?と い え ば、野球 が大 衆的 に人気 の あ

る娯 楽で あ る とい うため だけで な く、 コンテ ン トとMajorLeagueBaasebal1と

い う望 ま しいパ ー トナーが あ ったため。 デ ータ更新 料金 もリー ズ ナブルで あ

り、ア メ リカ国内で は1.25ド ル、 カナ ダで は2.25ド ルで ある。 パ シ フ ィック

タイ ム毎朝9時 に更 新 され る。推 奨小 売 り価 格 は79.95ド ル。 実売 は これ より

か な り下が る見込みで ある。
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デ ィス クには7500画 像、12の ビデ オ クリップ、84の オーデ ィ オク リップが

格納 され、 また140000以 上の ホ ッ トリンクがテキス トに埋 め こまれ、簡単 に

ブ ラウ ジ ングで きる ようにな ってい る。 ヘル プス ク リー ンのデ ザ イ ン、ス ク

リー ンの レイア ウ ト、色 遣い 、 タイプフ ェース、 グ ラ フィックス な ども高 い

評価 を受 けている。

オンラ イ ンのセ ッ トア ップの プロセスは簡 略化 され て い るが、 オ ンライ ン

検索 部 分 はやや扱 いづ らい。例 えば ダウ ンロー ド時 にエ ラー メ ッセージが 出

た際 な ど、製 品が 対象 と してい るところの、多 くの オ ンライ ンサ ーチ ャー初

心者 た ちは果 た して対 応 しきれ るか どうか疑問であ る。

4)米 国の政府作成データベースの状況

米国で は、政府機 関に よって作成 されたデー タベースが多 くの民間情報サ ー

ビス を通 じて提供 され てい る。政府 機関 によって作 成 されたデ ー タについ て

は、一 定の信頼性 が あ り、 これ を民 間の 知恵や競争 に よって使 いやす いイ ン

ター フ ェイスで利 用 で きるよ うに なって いる。その代 表例 は以下 の とお りで

ある。

●MEDLINE(医 学)

プ ロデ ュ ー サ ー:国 立 医 学 図書 館(NationalLibraryofMedicine)

デ ィス トリ ビュ ー タ:BRS、DIALOG、STNな ど

概 要:NLMが 作 成 す る 世 界 最 大 の 医 学 薬 学 情 報 デ ー タベ ー ス(729万 件)

で あ り、生 物 ・医 学 文 献 資料 の最 も重 要 な情 報 源 の 一 つ とい え る。Intdex

Medicus、IndextoDentalLiterature、NursingIndexと い う3つ の 印 刷 体 素

引 詰 に 対 応 して い る 。 世界70カ 国以 上 で 出版 され る3600誌 か ら 記 事 を索

引 して お り、1966年 か ら現 在 まで は 統 合 フ ァイ ル155に 収 録 され 、毎 週

7000件 の 情 報 が 追 加 され て い る。

MeSH(MedicalSublectHeadings)と い うシ ソ ー ラス に よる厳 密 な イ ンデ

ク シ ン グ に よ り、 高 い 検 索 効 率 を誇 っ て い る 。 出 版 記 事 か ら の抄 録 は

1975年 以 降 の もの の47%以 上 、84年 か ら現 在 まで の もの に は60%以 上 の

レ コー ドに添付 され て い る。

なお 、 主 題 の収 録 範 囲 は次 の通 りで あ る。

・臨 床 医 学

・実 験 医 学

・歯 科 学

・看 護 学

・病 院 関係 の 文 献
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・パ ラメデ ィカル職業

・意志伝達障害

・人 口 と生物生殖学

・薬理学 と薬剤学

・精神 医学 と心理学

・保 険専 門家 の教 育

・衛 生 サー ビス管理

・解 剖 と寄生 虫学

・医学 の専 門領域 __な ど

●NTIS(科 学技 術全般)

プ ロデ ュー サ ー:全 米技術 情 報サ ー ビス局(NationalT㏄hnicalInformation

Seivices)

デ ィス トリビュー タ:DIALOG、BRS、ORBIT、STN

概要:商 務省下 のNTIが 作成 したデ ー タベースで、政府 が援助す る研 究、開

発 、技術 レポ ー トの レファ レンス情報 を収録 してい る。収録件 数は164万

件 で、毎月約5000件 が 追加 され てい る。収録対象 となるのは 、連邦 政府

が作 成 したマ シンリー ダブル なデー タ ・ファイ ル とソ フ トウェア、 ライ

セ ンスの得 られる発 明 、連邦 政府が作 成 した翻 訳 資料 、お よび米 国以外

の政 府 が作成 し米 国政 府機 関 と交換 した報告書 類 など。対応 してい る紙

媒体 は、ConvernmentRepOrtsAnnouncetnents&Indexを 含 む出版物 、お よ

びGovernmentInventionsforLicenSingな ど26種 類 のニ ューズ レター にお よ

び、 幅広い範 囲にわた ってい る。 ほ とん どの レ コー ドには、指 示抄録 ま

たは詳述抄録 が添付 されてい る。

その収録 範囲 は、環境 汚染 とその 防止技術 、エネルギー保全 、技術移転 、

健康 管 理、社 会 問題 、都市 ・農村地域 の開発計 画 など。米 国以 外 の資料

は、西 ヨーロ ッパ と日本 か ら産業分野 で特 に関心 を集 めそ うな領域 に重

点 を置い てい る。主 な主題領域 は次 の通 り。

・行 政 と経営

・航 空工 学

・農業 と食糧

・天 文学 と宇宙物理学

・大気 圏科 学

・環境 汚染 と防止策

・図書館情 報科学

・コンピュー タ、制御/情 報理 論

・軍事科 学

・天然 資源 と地球科学

・都市 ・地域 工学 __な ど
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●LCMARC-BOOKS

プロデ ューサ ー:議 会 図書館(LibraryofCongress)

デ ィス トリビュー タ:DIALOG

概要:議 会 図書 館 の 目録 に掲載 された書籍 の書誌情 報 。議会 図 書館 の 目録

情報 配付 サ ー ビスの処 理 した単行本 の書誌 レコー ドが 収録 され てい る。

英語 図書 については1968年 以降、 フランス語 図書 につ いて は73年 以 降、

ドイ ツ語 ・ポル トガル語 ・ス ペイ ン語 について は75年 以 降、 また 中国語

や 日本 語 、ハ ングル図書 について はラテ ン文字 に書 き換 え られた ものが

83・85年 に 目録 された ものが収録 されてい る。収録 件数 は459万 件 で、毎

週約8000件 が追加 されてい る。

●FEDERALREGISTERABSTRACTS

プ ロデ ュ ・・一・サ ー:CapitalServiceslnternational

デ ィス トリ ビュ ー タ:BRS、DIALOG

概 要:米 国 連 邦 政府 の官 報 デ ー タ ベ ース 。 収録 件 数 は1977年 以 降 の39万 件

で 、 毎 週 約700件 が追 加 され る。 印 刷 媒体 のFederalRegistarAbstractsに

対 応 して お り、新 しい 規 定 、 法 規 の提 案 、告 示 、 公 聴 会 、 大 統 領 に よる

声 明 ・命 令 ・決定 、公 法 告 示 、 効 力 を 発 す る裁 定 の 告 示 な ど、 連 邦 政 府

の行 政 ・取 締 活 動 を包 括 的 に収録 して い る。

●GPOMonthlyCatalog

プロデ ューサー:連 邦政府 印刷 局(U.S.GovernmentPrintingOffice)

デ ィス トリビュー タ:BRS、DIALOG

概要:連 邦 政府刊行物 の網 羅的 な 目録。収録 件数 は37万 件 で、毎 月約2000

件 が 追加 され ている。議会 出 版物(議 案、公聴会 議事 録 、報告 書 、委員

会 や小 委員会 の資料 、法律)や 行政部 出版 物(大 統領 表明 、各 種年次報

告書 、一般 的 な報告書 ・運営 報告、統 計調査 、技 術報 告 、地 図 、行 政規

則 、 条約 、逐次刊行物)の ほか、独 立 機関や政 府法人 その他 に よる刊行

物 をすべ て網羅 している。

●ERIC

プ ロデ ュ ー サ ー:教 育 省EducationalResourcesInformationCenter

デ ィス トリ ビュ ー タ:DIALOG

概 要:教 育 資 料 に か んす るデ ー タベ ー ス 。約750の 雑 誌 や 逐 次 刊 行 物 を収

録 す るCIJE(CurrentIndextoJournalsinEducation)と 、 そ れ以外 の図書 ・

資料(研 究/技 術 報 告 書 、会 議 発 表 論 文 、会 議 録 、 プ ロ グ ラム 開設 、学
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位論 文、書誌 目録 、法 律/立 法/規 制 資料、 カ リキュ ラム資料 、世論調

査報告書 など)を 収録 す るRIE(ResourcesinEducation)の2つ のサ ブファ

イルで構 成 され て いる。収録 件数は オ ンライ ンで60万 件 、最新版 のデ ィ

ス ク媒体(Discl)で18万5000件 で あ り、 オンライ ンで は毎月約2600件

が追加 されてい る。また、ERICフ ァイル に収録 されてい る文献の98%は 、

紙 コピー また はマイク ロフィッシュの形 態でERICDocumentReproduction

Service(EDRS)か ら購入 可能。主 な収録 範囲 は次 の通 り。

・成 人教 育 と職業教育

・幼児教 育

・学校経営

・障害児 と才能児

・高等教 育

・言語 と言 語学

・社会科/社 会科 学教育

・教員教育

・読書 と伝達技 能

・試験 、採点 法 と評定

・科学 、数学 と環境教 育_._な ど

●CENDATA

プロデ ューサ:商 務省 国勢調査部(BureauoftheCensus)

デ ィス トリビュー タ:DIALOG

概 要:統 計デ ー タ、プ レス リリース、製 品情 報 な ど産 業 に関わ る情報 を収

録 してい る。 情報源 は 、国勢 調査部の 行 った最 新調査 、定期 調査 、国勢

調査 部以外 の情報源 か らの行 政記録、その他 の製品情 報、一般 情報 など。

収録 件 数 は5万 件 で 、1980年 以 降現 在 まで と若干 の歴 史 的デ ー タが収録

され、毎 日デ ータが追加 され てい る。主題の収録範 囲 は次 の通 り。

・国勢調査 部 の製 品 とサー ビス

・CENDATAの 最新情報 一覧

・一 目でみ る米 国統計

・新 聞発 表

・国勢調査 部ユ ーザ のニュース

・CENDATAユ ーザ か らの フィー ドバ ック

・一般 デー タ

・農業 デー タ

・製造業 デー タ

・ビジネスデ ータ

・建設 ・住 宅デ ータ

・外 国貿易 デー タ

・政府 デー タ
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・ 人 口 デ ー タ ....な ど

●AGRICORA(農 学)

プ ロデ ュ ーサ ー:国 立 農 学 図書 館(U.S.NationalAgricultualLibrary)

デ ィス トリ ビュ ー タ:DIALOG

概 要:農 業 関連 の文 献 デ ー タベ ・一・・一ス と して定 評 が 高 い(160万 件)

以上
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参 考 ・引 用文 献 一 覧

※本報告書の執筆 にあたっては以下の書籍 ・雑誌 ・新聞を参考にさせていただきました

[書籍]

北野宏 明編著 「グラン ドチ ャレンジ」/共 立 出版

紀 田順一郎 「日本 博覧人物 記一 デ ータベ ースの黎 明」/ジ ャス トシス テム

公文俊平 「情報 文明論」/NTT出 版

坂村健監訳 「電脳 強化 環境 」/パ ーソナルメデ ィア

ジ ェイ ・デ ィヴ ィ ッ ド・ボル ター 「ライテ ィング ・スペース」/産 業図書

ジ ョージ ・ギル ダー 「テレビの消 える 日」/講 談社

「知的資源利用 に関す る調査研 究 報告書」/デ ー タベース振 興 センター

通商産業省機械情 報産業 局編 「高度情報化 プロ グラム」/コ ンピュータ ・エージ社

テ ッ ド ・ネル ソン 「リテ ラシー ・マ シー ン」/ア スキー

デジ タル ・コ ンバ ージ ェンス'94編 「デジタル社 会」/ピ ーエヌエ ヌ

リチ ャー ド ・ソール ・ワーマ ン 「情報選択 の時代 」/日 本実業 出版

リチ ャー ド ・ソー ル ・ワーマ ン 「理解 の秘密」/NTT出 版

郵政省 メデ ィア ・ソフ ト研 究会編 「ギガ ビッ ト社 会」/三 田出版会

渡辺保史 「は じめて納得 マルチメデ ィア」/講 談社 ブルーバ ックス

[雑誌]

「季刊 イ ンター コミュニケーシ ョン」/NTT出 版

「インターネ ッ ト ・マガジ ン」/イ ンプ レス

「日経サ イエ ンス」/日 経 サイエ ンス社

「日経エ レク トロニ クス」/日 経BP社

「日経 コ ミュニケー シ ョン」/日 経BP社

「日経 コン ピュー タ」/日 経BP社

「太 陽」/平 凡社

「AERA」/朝 日新 聞社

[新聞]

日本経済新聞

日経産業新聞

朝日新聞
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データベース検討委員会 ・委員名簿

委員長

副委員長

副委員長

委員

藤崎 重隆(株)日 本経済新聞社 システム局長)

高浜 忠彦(カ テナ(株)常務取締役 官公庁事業本部長)

浜口 友一(NTTデ ータ通信(株理 事

産業システム事業本部第一産業システム事業部長)

伊藤 正雄((社)日 本情報システム ・ユーザー協会 理事長)

小田 信生((株)読 売新聞社 編集局情報調査部部長)

加瀬 博(株)日 本経済新聞社 データバンク局次長兼情報営業部長)

神先 義雄(株 期 日新聞社 ニューメディア本部副本部長)

小林 慶一((株)帝 国データバンク データ管理部部長)

齋藤 國榮((株)東 京商工 リサーチ 常務取締役データバンク営業本部本部長)

斉藤 裕((旅 路 レク トロニック ・ライブラリー代表取締役副社長)

鈴木 敏行((株)シ ステムソリューションとち ぎ専務取締役)

寺村 謙一(丸 善(株)常務取締役)

福島 芳直(株)ジ ー ・サーチ 取締役営業部長)

三浦 勲((株)紀 伊国屋書店 常務取締役)

諸星 龍三(株)QUICK社 長室副室長)

山川 隆(ニ フティ株)取 締役企画部長)

山崎 久道((株)三 菱総合研究所 経営 システム研究センター専門研究部長)
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